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取扱説明書 


ヤマ八 DSP AV アンプ DSP - AX 457 をお買い上げ 
いただきまして、まことにありがとうございます。 
■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年 
支障なくお使いいただくために、ご使用前にこの取 
扱説明書と保証書をよくお読みください。 

お読みになったあとは、保証書と共に大切に保管 
し、必要に応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買上げ日、販売店名」などの記入を 
必ず確かめ、販売店からお受け取りください。 


保証書別添付 
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安全上のご注意 


正しく安全にお使いただくため、ご使用前に必ずお読みください。 


この「安全上のご注意」に書かれている内容には、お客様が購入された製品に含まれないものも記載されています。 


絵表示について 

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害 
や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文を 
お読みください。 


絵表示の例 

気をつけなければならない内容を 
表しています。 

たとえば△は「感電注意」を示し 
ています。 


A 


0 


してはいけない行為を表していま 
す。 

たとえば®は「分解禁止」を示し 
ています。 


必ずしなければならなし桁為を表 
しています。 

たとえば®は「電源プラグをコン 
セントから抜くこと」を示してい 
ます。 


r 

/ v < この表示を無視して' 誤った取扱いをすると' 人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ 

/ • \ C3 れる内容を示してぃます。 

\ 


プラグを抜く 

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜く。 

• 異常なにおいや音がする。 • 煙が出る。 

• 内部に水や異物が混入した。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因となります。 



電源コードを傷つけない。 

• 重いものを上に載せない。 • ステープルで止めない。 • 加工をしない。 

• 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因となります。 


水ぬれ禁止 

本機を下記の場所には設置しない。 

• 浴室 • 台所 • 海岸 • 水辺 • 加湿器を過度にきかせた部屋 

•雨や雪、水がかかるところ 

水滴の混入により火災や感電の原因となります。 


接触禁止 

雷がなりはじめたらアンテナや電源プラグには @6 れない。 

感電の原因となります。 


⑤ 

分解禁止 

分解•改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火災や感電の原因となります。 

修理•調整は販売店にご依頼ください。 


V 

放熱のため本機を設置する際には： 

•布やテーブルクロスをかけない。 • じゅうたん•力一ぺットの上には設置しない。 

• あおむけや横倒しには設置しない。 • 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。 

本機の内部に熱がこもり火災の原因となります。 
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安全上のご注意 


t 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ 
/ • \ C 3 れる内容を示しています。 


0 

禁止 

本機の AC アウトレツトに、指定された供給電力を超えた機器を接続しな 
し、。また、供給電力内であっても電熱器 • ドライヤー•電子調理器等は接続し 
ない。 

火災の原因となります。 

電池を充電しない 0 

電池の破裂や液もれにより火災やけがの原因となります。 

禁止 

/x A 電池からもれ出た液には直接触れない。 

\ V 液が目や口に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐに水で洗い流し、医師に相談し 

てください。 

禁止 


0 

必ず行う 

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず販売店に点検を依頼して 
ください。 

そのまま使用すると火災や感電の原因となります。 


0 

必ず行う 

必ず AC 100 V (50/60 Hz ) の電源電圧で使用する。 

それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因となります。 


0 

必ず行う 

■源プラグのゴミやほこりは定期的にとり除く。 

ほこりがたまったまま使用を続けるとブラグがショートして火災や感電の原因となり 
ます。 

(\j 本機にものを入れたり、落としたりしない。 

火災や感電の原因となります 0 

禁止 


f \. \ 本機の上には、花瓶•植木鉢•コップ•化粧品•薬品•ロウソクなどを置かない。 

v^X/ • 水や異物が中に入ると、火災や感電の原因となります。 

• 接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因となります。 

禁止 












安全上のご注意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お 
じ\ ょび物的損傷のみの発生が想定される内容を示してぃます。 


0 不安定な場所や振動する場所には設置しない。 

本機が落下や転倒してけがの原因となることがあります。 


禁止 


0 直射日光のあたる場所や温度が異常に高くなる場所(暖房機のそばなど)に 
は設置しない。 

本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、火災の原因となることがありま 
禁止 す。 


〇 

必ず行う 


再生を始める前には、音量(ポリユーム)を最小にする。 

突然大きな音が出て聴力障害等の原因となることがあります。 


プラグを抜く 


⑱ 

ぬれ手禁止 


長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセントから抜く。 

火災や感電の原因となることがあります。 


ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。 

感電の原因となることがあります。 


0 

禁止 


電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱらなし、。 

コードが傷つき、火災や感電の原因となることがあります。 


移動をするときには、本機ほたは接続機器)の電源スイッチを切り、すべて 
の接続をはずす。 

• 接続機器が落下や転倒してけがの原因となることがあります。 

プラグを抜く • コードが傷つき火災や感電の原因となることがあります。 


0 

禁止 


長時間音が歪んだ状態で使用しない。 

スピーカーが発熱し、火災の原因となることがあります。 


0 

禁止 


大きな音で長時間へッドホンを使用しない。 

聴力障害の原因となることがあります。 

_ j 




安全上のご注意 


r 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お 
/ • \ ょび物的損傷のみの発生が想定される内容を示してぃます。 

N 

❶ 

必ず行う 

電池は極性表示（プラス ㊉ とマイナス ㊀ ）に従って、正しく入れる。 

間違えると破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。 


0 

禁止 

指定以外の電池は使用しない。また種類の異なる電池や新しい電池と古い電 
池をいっしょに混ぜて使用しない。 

破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。 


(S) 

禁止 

電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに入れて携帯、保管しな 
い0 

賺池がシヨートし破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。 


Q 

禁止 

電池を加熱•分解したり、火や水の中へ入れない。 

破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。 


0 

禁止 

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりシヨートして、火災や感電の原因となることがあります。 


プラグを抜く 

手入れをするときには、必ず電源プラグを抜いて行う。 

感電の原因となることがあります。 


A 

注意 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害をあたえるおそれがあ 
ります。 

それらの製品とはできるだけ離して設置してください。 


❶ 

必ず行う 

電源プラグは確実にコンセントに根もとまで差し込む。 

差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、ブラグにほこりが堆積して発熱や火災 
の原因となることがあります。 



電源プラグを差し込んだときゆるみがあるコンセントは使用しない。 

感電や発熱•火災の原因となることがあります。 














安全上のご注意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お 
/ 1 \ よび物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。 

Q 

禁止 

薬物厳禁 

ベンジン • シンナー合成洗剤等で外装をふかない。また接点復活剤を使用し 
ない。 

外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。 

❶ 

必ず行ろ 

屋外アンテナエ事には、技術と経験が必要です。販売店にご依頼ください。 

年に一度くらいは内部の掃除を販売店にご依頼ください。 

，籲、 ほこりがたまつたまま使用を続けると、火災や故障の原因となることがあります。 

注意 

〇 

必ず行う 

に 

重いので、開梱や持ち運びは必ず 2 人以上で行う。 

けがの原因となることがあります。 


本機の電源を切っても（電源コードをコンセントから抜 
いた状態)、選んだ入カソース、音量、セットメニュー 
の設定、プリセットされた放送局などは本機に記憶さ 
れています。ただし、電源を切った状態が1週間以上続 
くと、記憶内容が消去されることがあります。 


音のェチケット 


音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては大変気に 
なるものです。隣近所への配慮を十分にし 
ましよう。静かな夜間には小さな音でもよ 
く通り、特に低音は床や壁などを伝わりや 
すく、思わぬところに迷惑をかけてしまい 
ます。適当な音量を心がけ、窓を閉めたり、ヘッドホンを 
ご使用になるのも一つの方法です。音楽はみんなで楽しむ 
もの、お互いに心を配り快適な生活環境を守りましょう。 


nniDOLBY] 

DIGITAL* EX 

ドルビーラボラトリーズからの実施権により製造されてい 
ます。「ドルビー 」、 「PRO LOGIC」、「Surround EX 」 お 
よびダブル D 記号□□は、ドルビーラボラトリーズの商標 
です。 


r 


DTS 、 DTS-ES Extended Surround 、 NE 0:6 および DTS 
96/24 はデジタルシアターシステムズの登録商標です。 


SILENT ™ 

CINEMA 

「サイレントシネマ SILENT CINEMA 」 はヤマハ株式会 
社の登録商標です。 


AAC 

AAC □ゴマーク^!はドルビーラボラトリーズの商標で 
す。以下はパテントナンバーです。 


08/937,950 

5848391 

5,291,557 

5,451,954 

5 400 433 

5,222,189 

5,357,594 

5 752 225 

5,394,473 

5,583,962 

5,274,740 


5.633,981 

5 297 236 

4,914,701 

5,235,671 

07/640,550 

5.579,430 

08/678,666 

98/03037 

97/02875 

97/02874 

98/03036 


5,227,788 

5,285.498 

5,481,614 

5,592,584 

5,781,888 

08/039,478 

08/211,547 

5.703 .999 

08/557,046 

08/894,844 

5,299,238 


5.299.239 

5.299.240 
5,197,087 
5,490，170 
5,264,846 
5,268,685 
5,375,189 
5,581,654 
05-183,988 
5,548,574 
08/506,729 
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本機の特長 
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高音質八イパワー6チャンネルアンプを搭載 

♦ 定格出力 (6 Q 、20 Hz 〜 20 kHz 、 歪率0.09%) 
フロント L / R チヤンネル： 85 W + 85 W 

センターチヤンネル： 85 W 

サラウンド L / R チヤンネル： 85 W + 85 W 
サラウンドバックチヤンネル： 85 W 

最新の音響技術に対応 

♦ ドルビープ□ロジック デコーダー 
ドルビープ□ロジック II デコーダー 
ドルビープ□ロジック llx デコーダー 
♦ ドルビーデジタル デコーダー 
ドルビーデジタル EX デコーダー 

♦ DTS デコーダー 

DTS / DTS - ES マトリクス 6.1 デコーダー 
ディスクリート 6.1 デコーダー 
DTS Neo :6 デコーダー 
DTS 96/24デコーダー 

♦ AAC デコーダー 

高機能 FM / AM ステレオチューナー 

♦ 40局まで登録可能なプリセット選局 
♦ オートプリセット選局 

♦ プリセットされた放送局のエディット機能内蔵 

冋日負 K 5 T 

♦192 kHz 、 24ビットの D / A コンパーターを採用 


「シネマ DSP エンジン」内蔵のマルチモード 
DSP 

♦ シネマ DSP : ヤマハが誇る DSP と、ドルビープ 
□ ロジックやドルビーデジタル 、 DTS (デジタル 
シアターシステムズ )、 AAC (アドバンストオー 
ディオコーディング）の融合 

♦ へッドホン使用時でも音場効果を体感できる「サ 
イレントシネマ」 

♦ 少ないスピーカーでもマルチチャンネル再生を 
仮想的に再現できるパーチャルシネマ DSP 機能 

AV アンプにふさわしい多機能構成 

♦ 音場効果を最大限に引き出すための設定ができ 
るセットメニュー 

♦ DVD オーディオやスー•パーオーディオ CD にも 
対応できる MULTI CH IN (マルチチャンネル入 
力）端子 

♦ S ビデオ入出力端子 

♦ コンポーネントビデオ （ D 4 ビデオ）入出力端子 

♦ 光デジタル （ OPTICAL ) 入出力端子 

♦ スリープタイマー 

♦ ナイトリスニングモード（映画用/音楽用） 

♦ メーカーコード設定機能付リモコン 


同柄されている付属品を確認してください。 


単4乾電池 （4 本） 


AM ループアンテナ 


リモコン 




FM 簡易アンテナ 


簡易接続ガイド 



…ゞ, 二ひ :.- 

羅凸 

: Wfa 



i Aik rs AA 

凰 EIDcfa D DD 



付属品を確認する 


〇 


□OH 
050 

IB000 

O B 000 


■はじめに 
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各部の名称とはたらき 


フロントパネル（前面) 



〇 STANDBY / ON スイッチ 

本機の電源の入/待機（スタンバイ）を切り替えま 
す。 

なお、電源を入れてから数秒間は音が出ません。 

スタンバイ状態になっている間も、リモコンからの赤外線 
信号を受信するために、少量ながら電力を消費します。 

©リモコン受光窓 

リモコンからの信号を受信します。 

©ディスプレイ 

プログラムの名称や、設定などを表示します(«^14 
ぺージ)。 

エフエムエイエム 

〇 FM/AM キー 

ラ ジオ放送局の FM 、 AM を切り替えます。 


❺ A / B / C / D/E キー 

FM / AM ラジオ放送を聴くときに、プリセツトグ 
ループ （ A 、 日、 C 、 D 、 E ) を選びます（№48〜 
52ベージ)。 

NEXT キー 

入力が TUNER 以外のとき、音量を調節するスピ_ 
カーを 選びます。 

❻ preset / tunIng </[> キー 

聴く放送局を選びます。1〜8の登録（プリセツト） 
した局から選ぶか、周波数で選局します（@38、 
49、51、52ぺージ)。 

LEVEL -/+ キー 

入力が TUNER 以外のとき、 NEXT キー（❺）で選 
んだスピーカーの音量を調節します。 

©MEMORY ( MAN ' L/AUTO F ^ M ) キー 

受信した放送局を登録（プリセツト）します。3秒 
以上押すと、オートプリセツト機能になります 
_48ぺージ）。 
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各部の名称とはたらき 


〇 TUNING MODE (AUTO/MAN'L MONO) キ - 

自動（オート）選局または手動（マニュアル）選局 
を選びます。自動選局する場合は、このキーを押し 
て AUTO インジケーターを点灯させます。手動選局 
する場合は、 AUTO インジケーターを消します 
(№38、48ぺージ)。 

ビデオエイユーエックス 

❾ VIDEO AUX 端子 

ゲーム機やビデオカメラなどの外部機器を接続する 
予備入力端子です。 

この端子に入力された信号を再生するには、 INPUT 
セレクターやリモコンの入力選択キーで、 rv - Aux 」 
を選んでください。 

❿ VOLUME コント□ール 

本機の音量を調節します。 

録音用の OUT ( REC ) 端子の音量には影響しません。 

® D PHONES (SILENT CINEMA) 5 耑子 

へッドホンを接続します。へッドホンを接続すると、 
すべての スピーカー や本機につないだ外部機器から 
音が出ません。深夜に音声を楽しむ際は、ヘッドホ 
ンをお使いくださるようおすすめします。ヘッドホ 
ン接続時は、「サイレントシネマ」で音声を楽しめま 
す （ bs =44 ページ)。 


© BASS/TREBLE -/+ キー 

TONE CONTROL キーを 押したあとに スピーカー 
から出力される低音 （ BASS ) /高音 ( TREBLE ) 
の調節をするときに押します。 

❿ PROGRAM </1 >キー 

音場プ□グラムを選びます（@36ページ)。 

❿ INPUT MODE+- 

ひとつの外部機器を本機のふたつ以上の入力端子に 
接続している場合に、入力信号 ( AUTO 、 DTS 、 AAC 、 
ANALOG ) の優先順位を設定します（瞭72ベー 
ジ)。 

©INPUT セレクター 

再生する入カソースを選びます（隊41ページ)。 

© MULTrCH INPUT キー 

本機背面の MULTI CH INPUT 端子に入力されてい 
る信号を選びます。この入力が選ばれているときは、 
INPU 丁セレクター やリモコンの入力選択 キーで 選 
んだ入カソースよりも MULTI CH INPUT 信号が優 
先されます （@43 ページ)。 


© SPEAKERS A / B スイッチ 

FRONT A/B SPEAKERS 端子に接続されたフロ 
ント L / R スピーカーのうち、音声を出力するスピー 
力一を選びます（隊35ページ)。 

グ g (Idit ) キー 

FM / AM 放送を聴くときに、あらかじめ登録（プ 
リセット）した局から選ぶか、または周波数から選 
局するかを切り替えます。また、登録した局の入れ 
替えもこのキーで行います（@51、52ページ)。 

❿ straFght/ effect キ - 

音場効果をかけない音声と、音場効果をかけた音声 
とを切り替えます。 「 STRA 旧 HT 」 を選ぶと、入力 
された信号 （2 チヤンネルまたはマルチチヤンネル） 
を対応するデコ_ダ_で忠実にデコードし、音場効 
果をかけずに再生します（@47ページ)。 


©TONE CONTROL 

フロント L / R スピーカーから出力される音声の音 
色を調節するときに押します（@41ページ)。 



各部の名称とはたらき 


リモコン 


本機の操作について説明します。 

このリモコンを使って、他の機器も操作することが 
できます。他の機器の操作について詳しくは、65 
ページの「本機のリモコンで他の機器を操作する」 
をご覧ください。 


〇赤外線送信部 

リモコン操作用の赤外線信号を送信します（@16 
ページ）。送信部を操作したい機器に向けてくださ 
い。 

❷ C&DE SET ポタン 

メーカーコードを設定するときに押します（@65 
〜71ぺージ)。 


A 





-© 








-© 






-© 


❸入力選択キー 

再生する入カソースを選びます41ページ)。入 
カソースにあわせて、リモコンの機能も切り替わり 
ます。 


〇音場プログラムキー 

音場プ□グラムを選びます（瞭40ページ)。 

プリセツト番号キー （ 1 〜 8) 

入力選択キーで TUNER を選んでいる場合、1〜8 
の登録（プリセツト）局番号を選びます。 

SELECT キー 

2チヤンネルソースをマルチチヤンネルで再生しま 
す （ bs =43 ページ)。 

エクステンドサラウンド 

EXTD SUR. キー 

ドルビーデジタルや DTS などのマルチチヤンネル 
ソフトを 6.1 チヤンネルで再生するときに押します 
(83=42 ぺージ)。 

ダイレクトステレオ 

2チヤンネルソースを高品位で再生します（瞭45 
ぺージ)。 

❺ SPEAKERS A /日キー 

FRONT A/B SPEAKERS 端子に接続されたフロ 
ント L / R スピーカーのうち、音声を出力するフロ 
ント L / R スピーカーを選びます（隊35ページ)。 

©NIGHT キー 


ナイトリスニングモードを切り替えます。ナイトリ 
スニングモードを使うと、夜間など、小音量で音声 
を楽しむことができます （83=46 ページ)。 
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各部の名称とはたらき 


❼ leV - l キー 

各スピーカー（フロント L / R 、 センター、サラウ 
ンド L / R 、 サラウンドバック、サブウーファー）の 
音量調節モードに切り替えます。 

巳 AND キー 

チューナーモードのとき、 FM / AM 局で最後に受 
信した局に切り替えます。 

〇力ーソル （八/ v / く/〉） キー 

力ーソルキーでセットメニューや音場プ□グラムパ 
ラメ_夕_を選んだり、設定します。 

ENTER キー 

選んだセットメニューや音場プ□グラムパラメー 
ターを決定します。 

a-e/cat! く/〉 キー 

入力選択キーで TUNER を選んでいる場合、プリ 
セットグループ （ A 、 巳、 C 、 D 、 E ) を選びます 
( bs =48~52 ぺージ)。 

PRESET/CH /\八キー 

入力選択キーで TUNER を選んでいる場合、1〜8 
の登録（プリセット）局番号を選びます（ぼ51ベー 
ジ)。 


®AMP キー 

リ モコンの機能を本機の操作用に切り替えます。 

©VOLUME +/- キー 

本機の音量を調節します。 

録音用の OUT ( REC ) 端子の音量には影響しません 
(咧1ぺージ)。 

消音します。消音している間は、ディスプレイの 
MUTE インジケーターが点滅します。 

もう1度押すか本体の VOLUME コント□—ラーを 
回すと、もとの音量に戻ります（ぼ41ぺージ)。 

© straFght/ effect キ - 

音場効果を加えない音声と、音場効果を加えた音声 
とを切り替えます。 「 STRAIGHT 」 を選ぶと、入力 
された信号 （2 チヤンネルまたはマルチチヤンネル) 
を対応するデコーダーで忠実にデコードし、音場効 
果をかけずに再生します（瞭47ページ)。 

© 品 " IV&J キー 

セツトメニューの設定に入るときに押します。 


❾ RETURN キー 

セットメニューを設定しているときにひとつ前のメ 
ニュー表示に戻ります （ bs =54 ページ)。 


©TRANSMIT インジケーター 

リモコン操作の赤外線信号を送信しているときに点 
灯します。 


©STANDBY キー 

本機の電源をスタンバイ（待機状態）にします。 

❿ SYSTEM POWER キー 

本機の電源を入れます。 


©SLEEP キー 

スリ—プタイマ—を設定します (@ 7 4ページ)。 

_ マルチチヤンネル イン 

❿ MULTI CH IN キー 

本機背面の MUI_TI CH INPUT 端子に入力されてい 
る信号を選びます。この入力が選ばれているときは、 
INPUT セレクター やリモコンの入力選択 キーで 選 
んだ入カソースよりも MUI_TI CH INPUT 信号が優 
先されます（瞭43ページ)。 



各部の名称とはたらき 


ディスプレイ 



❶デコーダーインジケーター 

本機内蔵のデコ_ダ_が作動しているときにそれぞ 
れのインジケーターが点灯します。 


パーチヤル 

〇 VIRTUAL ィンジケーター 


) (—チャルシネマ DSP モードで再生しているとき 
に点灯します（瞭44ページ)。 

©SILENT CINEMA インジケーター 

ヘッドホンを接続して「サイレントシネマ」で再生 
しているときに点灯します（@44ページ)。 

〇入カソースインジケーター 

現在選んでいる入カソースの名前の上下に、 
r : - : I が点灯します。 

©音場インジケーター 

DSP 音場プ□グラムを使っているときに、本機がど 
の音場を使って再生しているかを表示します〇 


サラウンド L 音場 


プレゼンス音場 



リスニングポジション 
(視聴位置） 
サラウンド R 音場 


サラウンドパック音場 


❻ CINEMA DSP インジケーター 

CINEMA DSP 音場プ□グラムを使って再生してい 
るときに点灯します。 

©AUTO インジケーター 

自動（オート）で FM / AM 放送局を選ぶときに点 
灯します。 


❽ TUNED インジケーター 

FM / AM 放送局を受信したときに点灯します。 


❾ STEREO インジケーター 

自動（オート）で FM / AM 放送局を選んでいると 
きに、電波の強い FM ステレオ放送を受信すると点 
灯します。 


© MEMORY インジケーター 

放送局を登録（プリセツト）するときに点滅します。 


® MUTE インジケーター 

MUTE キーを押して、消音しているあいだに点滅し 
ます （ i ®=41 ページ)。 


® VOLUME インジケーター 

現在の音量を表示します。 

© PCM インジケーター 

PCM 信号を再生しているときに点灯します。 
( PCM=Pulse Code Modulation ) 

❿ STANDARD インジケーター 

SUR . STANDARD または SUR . ENHANCED が 
選択されているときに点灯します （ W 43 ページ)。 


©NIGHT インジケーター 

ナイトリスニングモードで再生しているときに点灯 
します（隊46ページ)。 

® SP A/B インジケーター 

選んでいるフロント L / R スピーカー （ A 、 B ) を表 
示します（瞭35ぺージ)〇 A 、 巳とも選ばれている 
場合は、両方のインジケ_夕_が点灯します。 
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各部の名称とはたらき 


® へッ ドホンインジケーター 

PHONES (SILENT CINEMA ) 端子にヘッドホン 
を接続しているときに点灯します。 

® HiFi DSP インジケーター 

HiFi DSP 音場プ□グラムを使って再生していると 
きに点灯します。 

©マルチインフォメーションディスプレイ 

音場プ□グラムの名前や設定値、放送局の周波数や 
プリセット番号を表示します。 

©SLEEP インジケーター 

ス リープタイマー が作動しているときに点灯します 
(83=74 ぺージ )0 

©96/24 インジケーター 

DTS 96/24信号が入力されているときに点灯し 
ます。 

©"tFi - インジケーター 

入力されているデジタル信号に 、 LFE (低域効果音) 
チヤンネルが含まれているときに点灯します。 

©DUAL インジケーター 

ドルビーデジタル、 DTS および AAC の DUAL 
MONO (隊59ぺージ）または MULTI MONO な 
ど、音声多重モノラルのデジタル信号が入力されて 
いるときに点灯します。 

© 入力信号チヤンネルインジケーター 

入力されているデジタル信号に含まれているチヤン 
ネル数に合わせて点灯します。 

スピーカーインジケーター 

BASIC SETUP の設定で、接続されているスピー 
力一の数を表示します31ページ）。また、 
SPEAKER SETUP で調節されているチヤンネル 
を表示します（@55ページ)。 


■はじめに 
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リモコンを準備する 


■ リモコンに乾電池を入れる 



1リモコンの電池カバーの▼マークを押しな 
がら、カバーをリモコンから取りはずす。 

2 付属の単4乾電池 （4 本）を、リモコンの 
電池ケースに入れる。 

電池のプラス （+ ) 、マイナス （_) 極性の向きを正 
しく入れてください。 

3 電池カバーをリモコンに装着する。 

• リモコンで操作しにくくなった場合や、キーを押して 
も TRANSMIT インジケーターが光らない、または光 
が弱い場合は、乾電池が消耗しています。このような 
場合は、すべての乾電池を新しいものに交換してくだ 
さい 。 

• 新しい乾電池と、古い乾電池を混ぜて使用しないでく 
ださい。新しい乾電池の寿命を縮めたり、古い乾電池 
から液が漏れることがあります。 

• 種類の異なる乾電池（アルカリとマンガンなど）を混 
せて使用しないでください。乾電池には、形状が同じ 
でも性能が異なるものがありますのでご注意ください。 

• 使い切った乾電池は、すぐに電池ケースから取り出し 
てください。乾電池が破裂したり、乾電池から液が漏 
れることがあります。 

• 使い切った乾電池は、自治体の条例または取り決めに 
したがって破棄してください。 

• 乾電池が液漏れした場合は、液に触れないよう注意し 
て破棄してください。液が目や口に入ったり、皮膚に 
ついたりした場合はすぐに水で洗い流し、医師に相談 
してください。新しい乾電池を入れる前に電池ケース 
内をきれいにふいてください。 


• 乾電池を外したまましばらく （2 分以上）放置したり、 
消耗した乾電池をそのまま入れておくと、リモコンに 
設定したメーカ_コ_ドが消えてしまうことがありま 
す。このような場合は、乾電池を新しいものに交換し 
て、メ_力_コ_ドを設定しなおしてください。 

■ リモコンを使う 

リモコンは直進性の強い赤外線を使っています。本 
体の受光部に向けて正しく操作してください。 



H ヒント 

リモコンでうまく操作できないときは、以下のことを確認 
してくださし' I 。 

-本体のリモコン受光窓が、布などで覆われていません 
か？ 

〇布などを取り除いてください。 

一本体のリモコン受光窓に、直射日光や強い照明（イン 
バーター蛍光灯など）が当たっていませんか？ 

4照明の向ぎを変えるか、本体を置く場所を変えてく 
ださい。 

-乾電池が消耗していませんか？ 

4すべての電池を新しいものに変えてください。 

■ リモコンの取り扱いについてのご注意 

• 水やお茶、そのほかの液体をこぼさないでくださ 
い。 

• リモコンを落としたり、強い衝撃を与えないでく 
ださい。 

• 下記のような場所には置かないようご注意くださ 
い。 

—風呂場の近くなど、湿度が高いところ 
—暖房器具、ストーブの近くなど、温度が高いと 
ころ 

—極端に寒いところ 
—ほこりの多いところ 
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ス ピーカーを 接続する 


スピーカーを設置する 


本機はフロント L/R スピーカー （2 本）、センター 
スピーカー (1 本)、サラウンド L/R スピーカー (2 本)、 
サラウンドパックスピーカー （1 本）の6スピーカー 
システムを使って最良の音場効果が得られるよう設 
計されています。 

また、サブウーファーを使うと、より豊かな音場効 
果を再現できます。 

■ スピーカーを選ぶポイント 

• 各スピーカーの再生音色が異なると、移動する人 
物の声など（音色）が不自然に変化することがあ 
ります。できるだけ、メーカーや音色の揃ったス 
ピ_力_を使うことをおすすめします。 

• 各スピーカーは同ーメーカーが同じ時期に販売 
しているシリーズのものを揃えることをおすす 
めします。 

■ 各スピーカーの役割と設置 

下の図は、本機の性能を最大限に発揮できるスピー 
力一配置を示したもので、 ITU - R 基準配置け）に 
対応しています。シネマ DSP の音場効果から 、 DVD 
オーディオやスーノ （一 •オーディオ CD などのマルチ 
チャンネルオーディオ再生までお楽しみいただけま 
す。 

* ITU - R 基準配置：マルチチャンネルオーディオの5キシ 
ングスタジオで採用されている、国際的な基準配置で 
す。 




フロント L/R スピーカー （ FL / FR ) 

フロントチャンネルの音声（ステレオ音声）と効果 
音を出力します。 

左右のスピーカーをリスニングポジションから等距 
離に設置します。スクリーンをお使いの場合は、ス 
クリーンの下辺から1/4位の高さが適当です。 

センタースピーカー （ C ) 

会話やボーカルなど画面中央に定位する音を出力し 
ます。 

フロント L / R スピーカーの中間に設置し ます。 テ 
レビをお使いの場合は、画面とスピーカーの前面を 
揃え、テレビの上や下など、できるだけ画面に近い 
ところの 中央に設置し ます。 スクリーンをお使いの 
場合は、スクリーン真下の中央に設置し ます。 
サラウンド L/R スピーカー （ SL / SR ) 
サラウンド音と効果音を出力し ます。 

左右後方に、スピーカーをリスニングポジションに 
向けて設置します。床から1 .5 〜1 .8 m の高さが適 
当です。 

サラウンドパックスピーカー ( SB ) 

後方の効果音を出力します。 

後方からスピーカーをリスニングポジションに向け 
て設置します。床から1 .5 〜1 .8 m の高さが適当で 
す。 

サブウーファー 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 信号に含まれる LFE 
(低域効果音）信号や、低音を出力します。 

前方左右どちらかの外側で、壁の反射を防ぐために 
少し内向きに設置します。 


■接続する 
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ス ピーカーを 接続する 


スピーカーを接続する 


■ スピーカー ケーブルを接続する 

右チャンネル （ R )、 左チャンネル （ L )、 「+」（ブラ 
ス、赤)、「一」（マイナス、黒）を確認して正しく接 
続してください。間違えて接続すると音が不自然に 
なったり、低音が出なくなります。また、接続が不 
十分だと音がまったく出なくなります。 

• スピーカーは、インピーダンスが6 Q 以上のものをお使 
いください。フロント L / R スピーカーを A 、 B 両方の 
端子に接続してお使いになる場合は、1台につき120 
以上のものをお使いください。 

• スピーカーを接続する前に、本機の電源がスタンバイ状 
態になっていることをご確認ください。 

• スピーカーコードの芯線はしっかりよじり、スピーカー 
端子からはみ出さないように接続してください。芯線が 
リアパネルに接触したり、+ (プラス）側と一(マイナ 
ス）側が接触すると、保護回路が作動して電源がスタン 
ノ（イ状態になることがあります。 

• スピーカーは防磁型スピーカーをお使いください。防磁 
型以外のスピーカーをお使いになりますと、テレビの画 
像が乱れることがあります。特に画面近くに設置するセ 
ンタースピーカーやサブウーファーには、防磁型スピー 
カーをお使いください。 

防磁型スピーカーをお使いの場合でも画像が乱れる場 
合は、テレビとスピーカーを離して設置してください。 

一般的にスピーカ_ケ_ブルは、平行した2本の絶 
縁ケーブルです。ケーブルのうちの1本は極性を判 
別するために異なった色またはラインが入っていま 
す0 

異なった色の（またはラインの入っている、などの） 
ケーブルを本機とスピーカーの「+」（プラス、赤） 
へ、もう片方のケーブルを「一」（マイナス、黒）へ 
接続してください。 



1 2 


1スピーカーケーブル先端の絶縁部（被覆) 
を、10 mm ぐらいはがす。 

2 芯線をしっかりとよじる。 

3 スピーカー端子を左に回してゆるめる。 

4スピーカー 端子のわきの穴に、 スピーカー 
ケーブルの芯線を差し込む。 

5 スピーカー端子を右に回して、締め付ける。 



市販のノ V ’ナナブラグを使う場合 

市販のバナナプラグを使う場合は、端子を強く締め 
てから差し込んでください。 
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スピーカーを 接続する 


下図のようにスピーカーを接続します。 

各スピーカーの配置については、17ページもあわせてご覧ください。 


フロント A スピーカー 
右 （ R ) 左 （ L ) 


サラウンド スピーカー 
右 （ R ) 左 （ L ) 



フ□ント B センター サラウンドパック 
スピ_力_ スピーカースピーカー 


〇 FRONT 端子 

フロント L / R スピーカーの出力端子です。フロン 
トスピーカーを一組のみ設置する場合は、 A 、 巳ど 
ちらかの端子へ接続してください。 

朱ヒント 

フロント L / R スピーカーを2組設置したい場合や、もう 
1組のフロント L / R スピーカーを別の部屋に設置して音 
声を楽しむ場合は 、 FRONT A / B 端子の両方に接続しま 
す。 

❷ CENTER 端子 

センタースピーカーの出力端子です。 

❸ SURROUNDS 耑子 

サラウンド L / R スピーカーの出力端子です。 

〇 SURROUND 巳 ACK 5 耑子 

サラウンドバックスピーカーの出力端子です。 

❺ SUBWOOFER 5耑子 

ヤマハ•アクティブサ_ボ_サブウ_ファーシステ 
ムなどの、アンプ内蔵サブウーファーをお使いにな 
る場合に使用します。 


セットメニユ ー 「SPEAKER SET 」 の「巳 ASS OUT 」 
の設定によりフロント、センターおよびサラウンド 
チャンネルからの低音域の信号は SUBWOOFER 
OUTPUT 端子に送られます（瞭56ぺージ)。 

また、ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 信号デコー 
ド0寺の LFE イ言号 SUBWOOFER 0 UTPUT 4 i 子に 
出力されます。 


フロント 
スピーカー （ R ) 



























































































































外部機器と接続する 


接続の前に 

接続する前に、本機および接続する機器の電源コードが、 
AC コンセントに接続されていないことをご確認ください。 

■ 接続に使うケーブルの種類 

お使いの機器に合わせて、ケーブルをご用意ください。 

音声 


■ アナログ端子について 

オーディオ機器を本機のアナ□グ端子に接続する 
と、アナ□グ音声をお楽しみいただけます。 
接続には、ステレオピンケーブルを使います。赤い 
プラグを 「 R 」 端子へ、白いプラグを 「 L 」 端子へ接 
続してください。 

■ デジタル端子について 

本機はデジタル信号を直接伝送できる光デジタル端 
子 （ OPTICAL ) を装備しています。 

接続には光ファイバ_ケ_ブルを使用します。 


1 光フアイパーケーブル 


2 


光デジタル端子 ( OPTICAL ) 

■ -^ ij& M\ 

ステレオピンケーブル 

アナログ端子 （ ANALOG ) 




3 


(白） 

(赤）_ 

モノラル音声ケーブル 




(黒） 


響 Oj b ^1 atg > 藝 


❶ D 端子ヶ-ブル 

D 5 耑子 ( D 4 VIDEO ) 

I 3 MI [[ ' 没 I I ] M 

❷ S ビデオケーブル 

S ビデオ端子 （S VIDEO ) 



❺ ビデオ用ピンケーブル 
ビデオ端子 ( VIDEO ) 

(黄） ® Q ) 



光デジタル端子 
( OPTICAL ) 


• デジタル端子は PCM 、 ドルビーデジタル、 DTS 、 
AAC 兼用です。 

• 本機のデジタル入力端子は、以下のサンプリング 
周波数に対応しています。 

-32 kHz : BS アナログ放送 （ A モード） 

-44.1 kHz : CD、MD 

-48 kHz : DVD (48 kHz モード)、 

BS アナログ放送 （ B モード)、 
BS / 地上波デジタル放送 
-96 kHz : DVD (96 kHz モー ド） 


ご注意 


本機のデジタル信号回路とアナログ信号回路は独立し 
ています。アナログ端子から入力されたアナログ信号は 
アナログ出力端子 （OUT ( REC )) へのみ出力されます。 
また、デジタル端子 （ OPTICAL ) から入力されたデジ 
タル信号は、デジタル出力端子からのみ出力されます。 
本機の光デジタル端子は、 EIAJ 規格に基づいて設計さ 
れています。日 AJ 規格を満たさない光ファイバ_ケ_ 
ブルを使うと、正常に作動しないことがあります。 
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外部機器と接続する 


防塵キャップについて 

光ファイバ_ケ_ブルを接続する場合は、光デジタ 
ル端子についているキャップを抜いてから接続して 
ください。抜いたキャップは大切に保管し、端子を 
使わないときには、ほこりの侵入を防ぐため、必ず 
キヤップを差し込んでください。 


本機内部の信号の流れ 


防塵キヤップ 



光デジタル端子 
( OPTICAL ) 


■ ビデオ端子について 

本機は3種類のビデオ端子を装備しています。 

〇ビデオ端子 

❹ 

VIDEO 

コンポジットビデオ信号を伝送します。 

0 s ビデオ端子 


@ 

S VIDEO 


S ビデオ信号（色信号： C 、 輝度信号： Y ) を伝送し 
9 〇 

S ビデオ入出力端子がある機器を S ビデオ端子に接 
続すれば、ビデオ端子（〇)よりも高画質な映像を 
再生できます。 

〇 D 4 ビデオ端子 




コンポーネントビデオ信号とコント□ール信号（走 
査線、アスぺクト比などの情報）を伝送します。 

D 端子がある機器を D 4 ビデオ端子に接続すれば、ビ 
デオ端子（❶）または S ビデオ端子（❷）よりもさ 
らに高画質な映像を再生できます。 

これらの端子に入力された信号は、それぞれ同じ種 
類の MONITOR OUT 端子に出力されます。 

再生機器とテレビのビデオ端子をご確認のうえ、両 
方に共通する端子を使って接続してください。 
最良の画質でお楽しみいただくために、なるべく画 
質の良い端子を使って接続してください。 

_本機の S ビデオ端子は、 SI / S 2 規格には対応してい 
ません。 

• D 4 ビデオ端子を使って接続する場合は、お使いの再生 
機器とテレビの D 端子をご確認のうえ、 D 端子の規格 
( D 1 〜 D 4) を合わせてください。 


入力 


出力 

(MONITOR OUT ) 




D 4 ビデオ端子 

® - 

S ビデオ端子 

® - 

ビデオ端子 


D 4 ビデオ端子 

-© 

S ビデオ端子 

卜@ 

ビデオ端子 


映像機器を接続する 


DV □プレーヤーなど、お手持ちの映像機器を本機に 
接続することができます。 

左チャンネル （ L )、 右チャンネル （ R )、 入力 （ IN )、 
出力 （ OUT ) をご確認のうえ、正しく接続してくだ 
さい。 

すべての端子を使って接続する必要はありません。 
お使いになる機器の端子をご確認のうえ、音声でひ 
とつ、映像でひとつを接続してください。 

來 ヒント 

最良の画質でお楽しみいただくために、ビデオ端子はなる 
ベく画質の良い端子を使って接続することをおすすめしま 
す。画質については、左記の「ビデオ端子について」をご 
覧ください。 

本機の入力/出力端子は電源を入れた状態で正常に機能し 
ます。必ず電源を入れた状態でお使いください。 


■接続する 
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外部機器と接続する 


DVD プレーヤー 


音声 

1光ファイバーケーブル 
2ステレオピンケーブル 


〇 D 端子ケープル 
〇 s ビデオケーブル 
〇ビデオ用ピンケープル 



■ DVD プレーヤーを接続する 

DVD プレーヤーの接続例です。 

音声ケーブルの接続 

DVD プレーヤーに光デジタル出力端子がある場合は、本機の光デジタル入力 （ DVD ) 端子に接続します。 

^ヒント 

DV □プレーヤーにデジタル出力端子がない場合は、アナログ音声出力端子を、本機のアナログ音声入力 ( DVD ) 端子に接 
続します。 

映像ケーブルの接続 

DVD プレーヤーのビデオ出力端子を、本機のビデオ入力 （ DVD ) 端子に接続します。 



- D4 VIDEO - 

dvd[A] 

1300 


1 ®® 


















_ 

光デジタル 
出力 


春©®® 


アナログ 
音声出力 


ビデオ S ビデオ 
出力 出力 


D1/D2/D3/D4 
ビデオ出力 
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外部機器と接続する 


■ マルチチャンネル出力端子がある機器 
を接続する 

本機には、マルチチャンネル入力端子（フロント L 
/ R 、 センター、サラウンド L / R 、 サブウーファー） 
が装備されています。 

DVD プレーヤーや スーパー オーディオ CD プレー 
ヤーなど、マルチチャンネル音声出力端子がある機 
器と本機を接続すると、マルチチャンネル音声をお 
楽しみいただけます。 



• MULTI CH INPUT 端子から入力した信号には、本機の 
音場効果はかかりません。 

• 本機には、入力信号のないスピーカーの音を補うために 
信号を転送する機能はありません。マルチチャンネル音 
声をお楽しみいただくには 5.1 チャンネルまたは 5.1 
チャンネル以上のスピーカーシステムを使用すること 
をおすすめします。 

• へッ ド ホン使用時には、フロント L / R チャンネルの音 
声のみへッドホンに出力されます。 

■ テレビを接続する 

テレビのビデオ入力端子を本機の MONITOR OUT 

端子に接続します。お使いになるテレビにあわせて、 

ひとつを選んで接続してください。 


テレビ 



2ステレオピンケープル 
3モノラル音声ケープル 


〇 D 端子ケープル 
〇 s ビデオケーブル 
6ビデオ用ピンケーブル 


■接続する 



- 

IIVDJTV/CBL 


© ##窃 
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m 

HINPUj 「 

SURROUN 
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0 


®®®> 

8 As 


ililis = 


靜 


23 





































































































外部機器と接続する 




■ I — 1 - 1 — 1 — I - 


[Ml # © ® la^Ei 


光デジタル アナログ ビデオ s ビデオ 

出力 音声出力 出力 出力 


D1/D2/D3/D4/D5 
ビデオ出力 


衛星放送/ケーブルテレビチューナー 


音声 

1光ファイバーケーブル 
2ステレオピンケーブル 


〇 D 端子ケーブル 
〇 s ビデオケーブル 
〇ビデオ用ピンケーブル 


■ 衛星放送/ケーブルテレビチューナーを接続する 

衛星放送/ケープ)レテレビチューナーの接続例です。 

音声ケーブルの接続 

衛星放送/ケーブルテレビチューナーに光デジタル出力端子がある場合は、本機の光デジタル入力 ( DTV / 
CBL ) 端子に接続します。 

^ヒント 

衛星放送/ケーブルテレビチューナーに光デジタル出力端子がない場合は、アナログ音声出力端子を、本機のアナログ音 
声入力 ( DTV / CBL ) 端子に接続します。 

映像ケーブルの接続 

衛星放送/ケーブルテレビチューナーのビデオ出力端子を、本機のビデオ入力 ( DTV / CBL ) 端子に接続しま 
す0 
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GND 
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al 
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DVDDTV/CBLINVCROUT 
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外部機器と接続する 



j 

& 

1 0 



J 


V 

vj 

' 

J 

J 

1 

2 | 

n 2 

fl° 

(❺ j 

°! 


1 


1 尋 \ 




〇 


Q 


❶ 




酬 - I - 


@⑩©拳©©© 


fflUDEI 


光デジタルアナログ 
出力 音声出力 


アナログビデオビデオ S ビデオ S ビデオ D 1/ D 2/ D 3/ D 4 
音声入力 出力入力 入力 出カ ビデオ出力 


ビデオデッキ/ 
DVD レコ 


V " 


ツ-キタこ C E 3 


音声 

1光ファイバーケーブル 
2ステレオピンケーブル 


〇 D 端子ケーブル 
〇 s ビデオケーブル 
6ビデオ用ピンケーブル 


■ ビデオデッキ /DVD レコーダーを接続する 

ビデオデッキ、 DVD レコーダーの接続例です。 

音声ケーブルの接続 

• 再生する場合は、ビデオデッキ / DVD レコ_ダ_のアナ□グ音声出力端子を、本機のアナログ音声入 
力 （ VCR ) 端子に接続します。 

接続する機器に光デジタル出力端子がある場合は、本機の空いている光デジタル入力端子に接続してデ 
ジタル音声をお楽しみいただけます。この場合は、セットメニュー 「 I/O ASSIGN 」 で接続した端子の 
割り当てを変更することをおすすめします（隊60ページ)。 

• 録画する場合は、ビデオデッキ / DVD レコ_ダ_のアナ□グ音声入力端子を、本機のアナログ音声出 
力 （ VCR ) 端子に接続します。 

映像ケーブルの接続 

• 再生する場合は、ビデオデッキ/ DVD レコーダーのビデオ出力端子を、本機のビデオ入力 （ VCR ) 端子 
に接続します。 

接続する機器に D 端子やコンポーネント出力端子がある場合は、本機の空いている D 4 /コンポーネン 
卜入力端子に接続して映像をお楽しみいただけます。この場合は、セットメニュー「1/0 ASSIGN 」 で 
接続した端子の割り当てを変更することをおすすめします（咳60ページ)。 

• 録画する場合は、ビデオデッキ / DVD レコ_ダ_のビデオ入力端子を、本機のビデオ出力 （ VCR ) 端子 
に接続します。 

— 

録画する場合は、同じ種類の 
ビデオ接続（例 ： S VIDEO ) 
S 0 を行ってください。 



DIGITAL 

OUTPUT 
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接続する 
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外部機器と接続する 


■ LD プレーヤーを接続する 

音声ケーブルの接続 

• LD プレーヤーにドルビーデジタル RF 出力端子 
がある場合は、市販の RF デモジュレーターに接 
続してから、本機の空いている光デジタル入力端 
子に接続します。 

• LD プレーヤーに光デジタル出力端子がある場合 
は、本機の空いている光デジタル入力端子に接続 
しよ d 〇 

免 ヒント 

LD プレーヤーにデジタル出力端子がない場合は、アナロ 
グ音声出力端子を、本機の空いているアナログ音声入力端 
子に接続します。 

映像ケーブルの接続 

LD プレーヤーのビデオ出力端子を、本機の空いてい 
るビデオ入力端子に接続します。 



■ 響©®⑬ 


光デジタル アナ□グ ビデオ S ビデオ 

出力 音声出力 出力 出力 


LD プレーヤー 


■ ゲーム機やビデオカメラを接続する 

本機前面の V 旧 EO AUX 端子に接続します。 



❺ 



ゲーム 機など 
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(© 0 #) 

ビデオアナ□グ 
出力音声出力 


音声 

1光ファイバーケーブル 
2ステレオピンケーブル 


〇 s ビデオケーブル 
6ビデオ用ピンケーブル 



© 替 




l)EO 


i® 0 -©^ 


l^/sv 




*©©• 
。®®命 








*0 

0 ® 


®„® 

® ® 


® @@D 

® - €i€^ 

二 iri 


S110IR 圍 


26 

















































































外部機器と接続する 


オーディオ機器を接続する 

CD プレーヤーなど、お手持ちのオーディオ機器を 
本機に接続することができます。 

左チャンネル （L)、 右チャンネル （R)、 入力 （IN)、 
出力 （OUT) をご確認のうえ、正しく接続してくだ 
さい。 

すべての端子を使って接続する必要はありません。 
お使いになる機器の端子をご確認のうえ、音声でひ 
とつ、映像でひとつを接続してください。 

本機の入力/出力端子は電源を入れた状態で正常に機能し 
ます。必ず電源を入れた状態でお使いください。 


■ CD プレーヤーを接続する 

CD プレーヤーのアナ□グ音声入力端子を本機のア 
ナ□グ音声入力端子 （CD) に接続します。 

お手持ちの CD プレーヤーに光デジタル出力端子が 
ある場合は、本機の光デジタル入力端子に接続する 
ことちできます。 



翁© 

R し 
アナログ 
音声出力 

V _ _ノ 




CD プレーヤー 


音声 

2ステレオピンケーブル 


■接続する 
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外部機器と接続する 


■ MD レコーダー / CD レコーダーを 

接続する 

• 再生する場合は 、 MD レコーダー/ CD レコー 
ダーの光デジタル出力端子を、本機の光デジタル 
入力 ( MD / CD - R ) 端子に接続します。 

• 録音する場合は、 MD レコーダー/ CD レコー 
ダーの光デジタル入力端子を、本機の光デジタル 
出力 ( MD / CD - R ) 端子に接続します。 

朵ヒント 

- MD レコーダー/ CD レコーダーにデジタル入出力端子 
がない場合は、オーディオ入出力端子を、本機のアナロ 
グ音声入出力 （MD/CD-R) 端子に接続します。 

• カセットデッキを接続する場合は、同様にアナログ音声 
入出力 (MD/CD-R) 端子に接続します。 



-I—I—H-H- 


國國響® _© 

R L R L 

光デジタル光デジタル アナログ アナログ 

入力 出力 音声入力 音声出力 

V _ _ __ __</ 



CD レコーダー/ 
MD レコーダー 


■ テレビ（音声）を接続する 

テレビのアナ□グ音声出力端子を、本機の空いている 
アナ□グ音声入力端子に接続します。 




© 
R L 


アナログ 
音声出力 



テレビ 


音声 

2ステレオピンケーブル 


音声 

1光フアイパーケーブル 
2ステレオピンケーブル 
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外部機器と接続する 


アンテナを接続する 


本機には、 AM ループアンテナおよび FM 簡易アン 
テナが付属しています。付属のアンテナでうまく受 
信ができない場合は、屋外アンテナを接続してくだ 
さい0 


AM ループアンテナ 
(付属) 


@ FM 簡易アンテナ 
(付属) 







75Q UNBAL. 






:アース （GND 端子） 

GND 端子は安全アースではありません。 
プ/^/ん 雑音が多いときに、接続すると雑音を低減 
することがでぎます。アースは市販のア_ 
ス棒か銅板に、ビニール被覆線を接続し、 
湿気の多い地中に埋めてください。 


■ AM ループアンテナを接続する 


2 AM ANT 端子と GND 端子のレバーを押し 
込んだ状態で、 AM ループアンテナのコー 
ドを AM ANT 端子と GND 端子に差し込 
む。 

コードに極性はありません。 



3 レバーを放して、コードを固定する。 

コードを軽く引いて、正しく固定されたかどう 
か確認してください。 



來 ヒント 

• 受信がうまくいかない場合は、アンテナを左右に回し受 
信状態が最も良くなる方向に向けてください。 

• 放送を良好に受信するためには、屋外アンテナを設置す 
ることをおすすめします。詳しくは、本機をお買い求め 
の販売店にお問い合わせください。 

• AM ループアンテナは、本機から離して設置してくださ 
い0 

• 屋外アンテナを接続した場合でも、 AM ループアンテナ 
は必ず接続してください。 



■ FM 簡易アンテナを接続する 

付属の FM 簡易アンテナを FM ANT 端子に接続して 
ください。 

FM 屋外アンテナを接続するときは 

市販の F 型コネクターを使って、アンテナの同軸 
ケーブルを FM ANT 端子に接続します。詳しくは、 
屋外アンテナをお買い求めの販売店にご相談くださ 
い 0 
































































外部機器と接続する 




電源コードを接続する 

電源を入れる 

■ AC アウ ト レツ ト 

全ての接続が終わったら、本機の電源を入れます。 


外部オーディオ機器に電源を供給するコンセント 
で、本機の STANDBY/ON スイッチと連動してい 
ます。合計で消費電力1 00W までのオーディオ機器 
を接続し、電源を供給することができます。 

接続するときの電源プラグの向き（極性）によって 
音質が変わることがありますので、お好みの向きで 
接続してください。 

■ 電源コード 



SYSTEM POWER 
STANDBY 


すべての接続が終了したら、家庭用 AC100V、 50 
/60Hz の AC コンセントに電源コードのプラグを 
接続します。 

接続するときの電源プラグの向き（極性）によって 
音質が変わることがありますので、お好みの向きで 
接続してください。 



STANDBY/ON 



■ メモリーバックアップ機能について 

本機は電源がスタンバイ時にも、設定などを保存で 
きます。電源コードを AC コンセントから抜いたり 
して、電源を1週間以上入れないと、保存された設 
定などは消去されますのでご注意ください。 


本体の STANDBY / ON スイッチ（またはリモ 
コンの SYSTEM POWER キー）を押します。 



リモコン 本体 


もう一度本体の STAND 巳 Y/0N スイッチを押すと、 
本機の電源はスタンバイ状態に戻ります。 

またはリモコンの STANDBY キーを押します。 
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視聴空間を簡单に設定する (BASIC SETUP ) 


5 v キーを押して SUBWOOFER (サブウー 
ファーの有無）の設定項目を表示させる。 


E>J 






1 AMP キーを押して、 AMP モードにする。 

I AMP I 

2 SET MENU キーを押す。 

本体ディスプレイに 「BASIC SETUP 」 と表示 
されます。 


SET MENU 

lsJU 

SRCH M0Dt> ) 


3 ENTER キーを J 甲して巳 ASIC SETUP の 
設定に入る。 


LH 


jsU>C 

U-E/CAT. 


ROOM (部屋の大きさ）の設定項目がデイスプ 
レイに表示されます。 


6 くまたは〉キーで設定を選ぶ。 


サブウーファーをお使いになるときは YES を、 
お使いにならないときは NONE を選びます。 
選択項目: YES , NONE 
初期設定 : YES 

v キーを押して SPEAKERS (スピーカー 
の本数）の設定項目を表示させる。 




BASIC SETUP により、お部屋のサイズや接続したスピーカーの数にあわせて、ヤマ八が推奨する再生に適 
した視聴空間を簡単に設定します。お好みに応じた視聴空間をより細かく設定する場合は55〜63ページ 
をご覧のうえ 、 SOUND MENU で設定してくださし、 


分 -ヒント 

より細かく設定したい場合は、 BASIC SETUP ではなく、 
SOUND MENU で設定を変更してください。 


BASIC SETUP の操作手順 

リモコンで操作します。設定する前に、本体の 
SPEAKERS A / B スイッチを押して、お使いにな 
るフロントスピーカーを選んでください。またはリ 
モコンの AMP キーを押して AMP モードにしたあと 
に SPEAKERS A / B キーを押します。 
ヘッドホンを接続している場合は、ヘッドホンを外 
してください。 


4 くまたは〉キーで設定を選ぶ。 



本機をお使いになる部屋の大きさに合わせて、 
サイズを選びます。 

選択項目： S (6 畳程度 )、 M (12 畳程度)、 

L (18 畳程度） 

初期設定 ： M 


厂+ 

+ 


+ 

nivoi 



VOLUME 

- 




一 


CD © O § 



職 ™.,. mm 

^ II 

S | 

叫丨 > Hi_ 

idf 因 
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J ■ 
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W : 


0 
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10 


I I 


1一回 
SB 
因111 
B 回 


■再生前の基本設定 
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視聴空間を簡単に設定する （BASIC SETUP ) 


8 くまたは〉キーで設定を選ぶ 


11 ENTER キーを押して決定する。 


お使いになるスピーカーの本数を選びます。下 
記の表を参考に、適切な本数を選んでください。 
選択項目：2、3、4、5、6 ( spk ) 

初期設定 ：6 spk 


選択項目 

入力信号イン 2 
ケーターの表 ； f 

使用する スピーカー 

2 spk 

B B 

フ□ントしフ□ント R 

3 spk 

BPS 

フロントしセンター、 

フ□ント R 

4 spk 

B S 
@ _ 

フ□ントしフ□ント R 、 
サラウンドしサラウンド R 

5 spk 

B gl g 

H 國 

フロントしセンター、 

フロント R 、 サラウンドし 
サラウンド R 

6 spk 

E ) g B 
@ @ 

フロントしセンター、 

フロント R 、 サラウンドし 
サラウンドパック、サラウンド R 


スピーカーの本数は、サブウーファーを除く合計使用本数 
を選んでください。 

9 v キーを押す。 



「 SET 」 を選んだ場合は、本体ディスプレイに 
「 CHECK : TestTone 」 と表示され、テストトー 
ンが出力されます。 

テストトーンの出力が始まると、表示が 
rCHECK OK ? YES 」 に変わります。 

テストトーンは2度巡回しますので、リスニン 
グポジシヨンで聞こえる各スピーカーの音量が 
同じか確認してください。 



12 くまたは〉キーを押して、 YES またはN0 
を選ぶ。 

初期設定： YES 

各スピーカーの音量が同じ場合は、 「 YES 」 を 
選びます。 

各スピーカーの音量の調節が必要な場合は、 
「 N 0」を選びます。 

13 ENTER キーを押して決定する。 


A-E/CAT. A-E/CAT. 

本体ディスプレイには、下記のように表示が出 
ます。 


10 くまたは〉キーを押して、 SET または 
CANCEL を選ぶ。 

初期設定： SET 

手順4〜8で選んだ内容で設定する場合は、 
rSETJ を選びます。 

手順4〜8で選んだ内容をキヤンセルする場合 
は、 「 CANCEL 」 を選びます。 



手順12で 「 YES 」 を選んだ場合は 、 BASIC 
SETUP を終了します。 

手順12で「 N 0」を選んだ場合は、33ページ 
の手順14にある表示が出て、スピーカーの音 
量調節に入ります。 
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視聴空間を簡単に設定する （BASIC SETUP ) 


■ スピーカーの 音量を調節する 

手順13のあとに下記の手順を行ってください。 




選択されたスピーカーと、音量を比較するスピーカー 
(フロント L またはサラウンド L ) からテストトーン 
が出力されます。現在音が出ているスピーカーのイン 
ジケ_夕_がディスプレイに点滅します。 

14 A または V キーで 調節する スピーカーを 
選び、くまたは〉 キーで 音量を調節する。 

各スピーカーから出力されるテストトーンを聴 
きながら調節します。 

音量は一 10 dB から + 10 d 巳の範囲で調節で 
きます。 

調節項目は以下の6つです。 


フロント R スピーカーの音量を、フロント L ス 
ピ_力_と比較して調節します。 


センタースピーカーの音量を、フロント L ス 
ピ_力_と比較して調節します。 


サラウンド L スピーカーの音量を、フロント L 
スピーカーと比較して調節します。 


サラウンドバックスピーカーの音量を、サラウ 
ンド L スピーカーと比較して調節します。 


サラウンド R スピーカーの音量を、サラウンド 
L スピーカーと比較して調節します。 


サブウーファーの音量を、フロント L スピー 
力_と比較して調節します〇 

15 調節が終わったら、 SET MENU キーを押 

す。 

BASIC SETUP を終了します。 

■ メモリーパックアップ機能について 

本機は電源がスタンバイ時にも、設定などを保存で 
きます。電源コードを AC コンセントから抜いたり 
して、電源を1週間以上入れないと、保存された設 
定などは消去されますのでご注意ください。 


操作の流れ 


BASIC SETUP 


くまたは〉キーで各項目の設定を変更しま 
す。次の項目に移るには V キーを押します。 


① ROOM : 

S / M / L から選択 


® SUBWOOFER : 

YES / NONE どちらかを選択 


③ SPEAKERS : 

2/3/4/5/6 spk から選択 


CANCEL 


© SET / CANCEL : 

どちらかを選択 


YES 


SET 


⑤ CHECK OK ? 

YES / NO どちらかを選択 


くまたは〉キーでフロントしサラウンド L ス 
ピーカーとの音量のバランスを調節しま 
す。次の項目に移るには v キーを押します。 


① FR 

フロント R ス ピーカ ーの 音量を調節 


② C 

センタースピーカーの音量を調節 


③ SL 

サラウンド L スピーカーの 音量を調節 


④ SB 

サラウンドバック スピーカー の音量 


⑤ SR 

サラウンド R スピーカーの 音量を調節 


® SWFR 

サブウーファーの音量を調節 


一再蓋 Q 基本謹 
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基本的な再生のしかた 


DVD を再生する 

設定が終わったら、再生をはじめましよう。ここでは DVD の再生のしかたを簡単に説明します。 

1本機の電源を入れる。 

リモコンの SYSTEM POWER キー、 または本体の STANDBY/ON スイ ッチを押して電源を入れます。 


リモコンの操作 ^ 本体の操作 





ム 本機に接続されたテレビの電源を入れる。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧ください。 

3 本機に接続された DVD プレーヤーの電源を入れる。 

詳しくは DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 

4 DVD ディスクをセットする。 

お手持ちの DVD プレーヤーのディスクトレイを開き、ディスクレーベル （ EP 刷）がある面を上にして、 
ディスクをディスクトレイにのせます。ディスクをのせたら、ディスクトレイを閉めます。 

DVD プレーヤーのディスクトレイの開閉について、詳しくは DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧くだ 
さい0 






OPEN/ 



CLOSE 






- \r 



DVD プレーヤー 



一 〆 


〕 



s 

B H- 
〇 〇 
〇 5 
6 6 

愚 

□ 

\ + 

+ 

TV CH VOL 

□ E 

/ 

B 


C 
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基本的な再生のしかた 


5スピーカーを選ぶ。 


本体の SPEAKERS A / B スイッチ、またはリモコンの AMP キーを押して AMP モードにしたあとに 
SPEAKERS A/B キーを押して、音を出すフロント L / R スピーカーを選びます。 

A 、 B 両方をお使いになる場合は、 A と巳をそれぞれ押します。選んでいるスピーカーは、本体ディス 
プレイの SP A / B インジケーターで表示されます。 



6本機の入力を切り替える。 

リモコンの DVD キー（入力選択キー）を押すか、本体の INPUT セレクターを回して、 DVD を選びま 
す。入力を切り替えると、本体ディスプレイに選んだ入力の名前と、入カモードが数秒間表示されます。 



7テレビの入力を切り替える。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧ください。 

ヒント 

例えば、本機がテレビのビデオ入力端子2に接続されている場合は、ビデオ入力2を選びます。 


■基本的な再生のしかた 
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基本的な再生のしかた 


8再生をはじめる。 

詳しくは DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 

ヒント 

• 音の大きさを調節するには（@41ページ） 

• 本機の使用を終了するには（@41ページ） 

• メーカーコードを設定すると、本機のリモコンで、お使いの DVD プレーヤーを操作することができます(暖65ベージ)。 
• 高音質のステレオ音声で楽しみたい場合は 、 DIRECT ST . キーを押すと、原音に忠実な高音質で再生する DIRECT 
STEREO プログラムで楽しむことができます（@45ページ)。 

9音場プログラムを選ぶ。 

お好みの音場プ□グラムを選んで、臨場感をお楽しみください。リモコンの AMP キーを押して AMP 
モードにしたあとに 音場プログラム キーを押して、お好みの音場プ□グラムを選びます。 

本体の PROGRAM </> キーを押しても、音場プ□グラムを選ぶことができます。 

4-ヒント 

音場プ□グラムの下のサブプログラムを選ぶときは、リモコンの音場プログラムキーを繰り返し押します。 


リモコンの操作 本体の操作 


〇 〇 — 
Hi iHi B-Hi 
O O O □ 

0 0 0 0 

VCB * ft* I AHP I 

〇 〇 〇 □ 


□ □ s 


CD 0 0 CD 
0 0 0© 
0000 



I 〇 I i-m] L«=*| [ 卿。 I 

I 00 I l^l l 001 ! I □ I 





STEREO MUSIC ENTERTAIN MOVIE 

©©©の 


CD 





おすすめの音場プログラム 

以下は映画を見るとき、音楽を聴くときにおすすめの音場プログラムです。なお、それぞれの音場の特 
徴については84〜87ページをご覧ください。 


映画を見るときには… 


音楽を聴くときには… 




MUSIC 

Pop/Rock 


E ™ N ENTERTAINMENT 

KU Mono Movie 
TV Sports 
Game 


MOVIE THEATER 

Spectacle 

Sci-Fi 

Adventure 

General 


© 


© 




STEREO 

2 ch Stereo 
6 ch Stereo 

MUSIC 

Hall in Vienna 
The Bttm Line 
The Roxy Thtr 

ENTERTAINMENT 

Disco 


DIRECT ST. 

(oj direct stereo 
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FM / AM 放送を聴く 


0〇3 [^) [^] 

「叩 I F « q | 1«>1 「口1 


©YAMAHA 


CD CD CD ©. 
CD CD CD © 
CD CD 0 © 



□ □ 






3 

2,5 


-5 



2 


1 本機の電源を入れる。 3 

リモコンの SYSTEM POWER キー、 または本 
体の STANDBY/ON スイ ツチを押して電源を 

入れます。 



リモコン 本体 


2スピーカーを選ぶ。 

本体の SPEAKERS A / B スイッチを押し、音 

を出すフロント L / R スピーカーを選びます。 
またはリモコンの AMP キーを押して AMP モー 

ドにしたあとに SPEAKERS A/B キーを押し 

ます。 

A 、 B 両方をお使いになる場合は、 A と巳をそ 
れぞれ押します。 

選んでいるスピーカーは、本体ディスプレイの 
SP A / B インジケーターで表示されます。 


本機はチューナーを内蔵していますので、 FM / AM 放送をお楽しみいただけます。 


リモコンの操作 


本体の操作 


リモコン 本体 





£\ 







1 



J 

〇 




"° 〇 ~ oJ 

*a | q"1 

〇 | - 〇 . 



¥◎¥ 


〇 


[ I 


5 3 


本機の入力を TUNER に切り替える。 
リモコンの TUNER キー（入力選択キー） を押 

すか、本体の INPUT セレクタ ーを回して、 
TUNER を選びます。入力を切り替えると、本 
体デイスプレイに選んだ入力の名前が数秒間表 
示されます。 


リモコン 


(〇) 


本体 




aooo 

OI0O6O 


■基本的な再生のしかた 
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FM/AM 放送を聴く 


4 放送局を選ぶ。 


手動で選局する場合（マニュアル選局) 


放送局は以下の2つの方法で選ぶことができま 
す。 

自動的に選局する場合（オート選局） 

〇本体の FM/AM キーを押して、 FM または 
AM を選ぶ。 


聴きたい放送局をうまく受信できないときは手 
動で選局してください。 

FM 放送局を手動で受信すると自動的にモノラ 
ル受信が行われて、電波が弱い場合でもよりよ 
い音声をお楽しみいただけます。 

〇本体の FM/AM キーを押して、 FM または 
AM を選ぶ。 



b.i • 1..1 

:士 1-4 - ::::: 

:! I 求 / n I \ 



FI 1 または h !1 


❷本体の TUNING MODE (AUTO/MAN'L 
MONO) キーを押して、ディスプレイに 
AUTO インジケーターを点灯させる。 


❷本体の TUNING MODE (AUTO/ MAN'L 
MONO) キーを押して、ディスプレイの 
AUTO インジケーターを消す。 



-► AUTO 

(点灯) 



AUTO 

(消灯) 


「：」（コロン）が本体ディスプレイに表示さ 
れた場合は、選局することはできません。 
PRESET/TUNING ( EDIT ) キーを押して 
コロンを消灯させてください。 

©本体の PRESET/ TUNING キーを押 

してオート選局をはじめます。 

1>キ_を押すと高い周波数へ、<キ_を押 
すと低い周波数へ向かってオート選局が行 
われます。 

放送局を受信すると、その局の周波数が表 
示されます。 

< PRESET/TUNING 〇 



「：」（コロン）が本体ディスプレイに表示さ 
れた場合は、選局することはできません。 
PRESET/TUNING ( EDIT ) キーを押して 
コロンを消灯させてください。 

❸本体の PRESET/ TUNING <j/t> キーを押 
して、放送局の周波数に合わせる。 



H ヒント 

• 電波が弱 < てお聴ぎになりたい放送局が選べないとぎ 
は、手動で選局してください。 

• お好みの放送局を登録（プリセツト）しておくと、聴き 
たい放送局を簡単に呼び出せます （03=48 〜50ぺ一 
ジ)。 
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FM/AM 放送を聴く 


5 音場プ□グラムを選ぶ。 

お好みの音場プ□グラムを選んで、臨場感をお 
楽しみください。リモコンの AMP キーを押し 
て AMP モードにしたあとに、音場プログラム 
キーを押して、お好みの音場プログラムを選び 
ます。 

本体の PROGRAM <!/!>キーを押しても、音 
場プ□グラムを選ぶことができます。 


[AMP 1 



PROGRAM 


本体 


おすすめの音場プログラム 

以下は音楽を聴くときにおすすめの音場プ□グ 
ラムです。なお、それぞれの音場の特徴につい 
ては83〜90ページをご覧ください。 

音楽を聴くときには… 


© 

MUSIC 

© 

ENTERTAIN 

DIRECT ST. 


STEREO 

2 ch Stereo 
6 ch Stereo 

MUSIC 

Hall in Vienna 
The Bttm Line 
The Roxy Thtr 

ENTERTAINMENT 

Disco 

DIRECT STEREO 


■基本的な再生のしかた 
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音場プログラムガイドーなにを再生しますか 4 ? 


本機でお楽しみいただける音場プ□グラムをご紹介します。見たい/聴きたいものに合わせて、音場プ□グ 
ラムを選び、再生してみましよう。 


見たい/聴きたいものは？ ■ この音場プ□グラムがおすすめです 



壮大なファンタジー映画 
には 


MOVIE THEATER 

Spectacle 

70 mm 映画の大画面のスペクタクルな音場 


最新の SFX 映画には 

MOVIE 

© 

MOVIE THEATER 

Sci-Fi 

最新の SFX 映画をクールに楽しめる音場 


大迫力のアドベンチャー 
映画には 

MOVIE THEATER 

Adventure 

アドベンチャー映画を大迫力で楽しめる音場 


ラブ□マンスやコメデイ 
には 


MOVIE THEATER 

General 

情緒的な映画を柔かく再現する音場 

映画を見る 


STANDARD 

© 

SUR. STANDARD 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 信号を忠実に再現 


SUR. ENHANCED 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 信号に音場効果を与える 


映画館の迫力をお部屋で 
再現するには 


PRO LOGIC llx 

PLIIx Movie 



SELECT 

© 

PRO LOGIC II 

PLII Movie 

2チャンネ ) レ音声を仮想的にマルチチャンネル化し 
て再生 



DTS 

Neo :6 Cinema 



懐かしのモノラル映画 
には 

ENTERTAIN 

CD 

ENTERTAINMENT 

Mono Movie 

往年のモノラル映画を自然に再生する音場 

スポーツ / 
ドラマを見る 

白熱のスポーツ中継や 
ドラマには 

ENTERTAIN 

© 

ENTERTAINMENT 

TV Sports 

ノ（ラエティやスポーツ中継番組に適用範囲の広い音場 

ライブ映像を 
見る 

ビッグエンターテイナー 
のステージには 

MUSIC 

© 

MUSIC 

Pop/Rock 

□ック、ジャズなどのライブコンサ_卜を再現する音場 


華麗なクラシック 
コン サー トには 


MUSIC 

Hall in Vienna 

響きが豊かな古典的な中ホールの音場 


雰囲気のあるジャズ 
ライブには 

MUSIC 

© 

MUSIC 

The Bttm Line 

ニューヨークで話題のライブハウス「ザ•ポトム • 
ライン」の音場 


熱気あふれる□ック 
コン サー トには 


MUSIC 

The Roxy Thtr 

□サンゼルスのホットな□ックライブ八ウスの音場 

音楽を聴く 

ステレオ音声を楽しむ 
には 

STEREO 

© 

STEREO 

2 ch Stereo 

ステレオ音声で再生 


DIRECT ST. 

© 

DIRECT STEREO 

アナログ信号、 PCM 信号を原音に忠実な高音質ス 
テレオ音声で再生 


楽しいホームパーティを 

ENTERTAIN 

ENTERTAINMENT 

Disco 

ホットなディスコの雰囲気を再現する音場 


演出するには 

STEREO 

© 

STEREO 

6 ch Stereo 

広いエリアで音楽を楽しめる音場 



ENTERTAIN 

ENTERTAINMENT 

Game 

TV ゲームの軽快なノリをさらに加速させる、痛快 
なテンポの音場 

ゲームをする 

ゲームの世界に浸るには 

氺 

PRO LOGIC llx 

PLIIx Game 

サラウンド感に包まれる大迫力の音場 



© 

PRO LOGIC II 

PLII Game 


* STANDARD キーを押して SUR . STANDARD を選んだあとに SELECT キーを押して、お好みの音場プ□グラムを選 
びます （ SELECT キーを押したのみでは切り替わりません)。詳しくは、43ページをご覧ください。 

ヒント 

• 音場プ□グラムの名前や説明にこだわらず、最も心地よく聞こえる音場プ□グラムをお選びください。 

• 音場プ□グラムの詳しい解説については83〜90ページをご覧ください。 
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こんな操作をしたいときには… 


リモコンの操作 


本体の操作 




DVD プレーヤー以外の機器を再生するときは （❶） 

リモコンの入力選択キーを押すか、本体の INPUT セ 
レクターを回して、再生する機器を選びます。 
例えば、本機背面の CD 端子に接続した CD プレー 
ヤーを再生したい場合は、 CD キーを押すか、本体 
の INPUT セレクターを回して、 CD を選びます。 

本機の入力が CD に切り替わり、 CD プレーヤーの再 
生を楽しめます。 

本機背面の MULTI CH INPUT 端子に接続した機器 
を再生したい場合は 、 MULTI CH IN キーを押しま 
す。 

音の大きさを調節したいときは（❷） 

リモコンの VOLUME +/— キーを押すか、本体の 
VOLUME コント□—ルを回して、音の大きさを調 
節します。 

一時的に音を下げたいときは（❸） 

リモコンの MUTE キーを押します。本体ディスプ 
レイに 「MUTE ON 」 と表示され、 MUTE インジ 
ケーターが点滅します。 

もう一度 MUTE キーを押す（または本体の 
VOLUME コント□—ルを回す）と、もとの音量に 
戻ります。 

ヒント 

セツトメニユー 「AUDIO SET 」 の 「 MUTETYP 」 で下 
ける音量を選ぶことができます（@59ページ)。 


音色を調節したいときは（〇) 

フロント L / R スピーカーまたはヘッドホン（接続 
時のみ）の音色を調節できます。 

本体の TONE CONTROL キーを押して調節する音 
域、 「 BASS 」 （低音域）または 「 TREBLE 」 （高音 
域）を選びます。音域を選んだら、 BASS / 
TREBLE — /+キーを押して音色を調節します。 

朵 ヒント 

へッドホン接続時は、へッドホン用に独立して、音色を調 
節することができます。 

• 音色を極端に調節した場合、他のスピーカーとの音のつ 
ながりが悪くなることがあります。 

• □旧 ECT STEREO プログラム（隊45ベージ）で再生 
しているときや 、 MULTI CH INPU 丁端子に入力されて 
いる信号を再生しているときは、音色を調節できませ 
ん〇 

本機のリモコンで他の機器を操作したいときは（❺） 

メーカーコードを設定すると、本機のリモコンで他 
の機器を操作することができます。詳しくは65 
ページをご覧ください。 

本機の使用を終了するときは（❻） 

リモコンの STANDBY キー、または本体の 
STANDBY / ON スイッチを押して、本機をスタン 
パイ状態にします。 


■基本的な再生のしかた 
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サラウンド再生を楽しむ 


ドルビーデジタルや DTS などマルチチヤンネルソフトや、 CD やビデオテープなどの2チヤンネルのソフト 
を、臨場感たつぶりに再生します。 


ドルビーデジタル/ DTS ソフト 
を再生する 


■ 5.1 チヤンネルを再生する 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 信号が入力される 
と、本機は自動的にそれらの信号フォーマットに適 
した、デコーダーおよび音場プ□グラムを選んで、 
再生します （ KS =84 〜87ぺージ)。 

■ 6.1 チヤンネルで再生する 

ドルビーデジタル EX や DTS - ES など、サラウンド 
L / R チヤンネルを含むソースは、サラウンドバッ 
クスピ_力_の音声を加えて、 6.1 チヤンネルで再 
生することができます。 6.1 チヤンネルで再生する 
ことで、よりダイナミックでリアルな音声を楽しむ 
ことができます。 

リモコンの AMP キーを押したあとに 、 EXTD 
SUR . キーで再生モードを切り替えます。 


AUTO :本機が確認できる信号（フラグ）が記録さ 
れているソースが入力されると、信号に応じて最適 
なデコ_ダ_を自動的に選び、 6.1 チャンネルで再 
生します。 

本機がフラグを認識できない、またはソース自体に 
フラグが記録されていない場合は、 6.1 チャンネル 
で再生されません。 

PLIIxMusic: プ□ロジック llx (音楽用）デコーダー 
により、ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC を 6.1 チャ 
ンネルで再生します。 

EX/ES :ドルビーデジタル EX デコーダーにより、 
ドルビーデジタルおよび AAC を 6.1 チャンネルで 
再生します。 

また DTS - ES デコーダーにより、 DTS を 6.1 チャ 
ンネルで再生します。 

EX :ドルビーデジタル EX デコーダーにより、ドル 
ビーデジタル、 DTS、AAC を 6.1 チャンネルで再 
生します。 

0FF ： 6.1 チヤンネルでの再生はしません。 5.1 チヤ 
ンネルで再生されます。 


EXTD SUR . キーを押すごとに、下記のように切り 
替わります。 


I AMP I 

^ pi 11 n 

^ I 

1 (デコーダー選択） 

EXTD SUR. + 

t \ ■■■■■ !■■■■ !■■■■ 

(OU しけ 

上記の「（デコーダー選択)」の状態で、リモコンの 
くまたは〉キーを押すと、 6.1 チャンネル再生で使 
うデコ_ダ_を選ぶことができます。 



& D! T T -..-i-.l ：■； 

crv .-ire 
■ ■■■■••: : 

irv 

-: 


ご注意 


6.1 チャンネル対応ソフトのなかには、本機が自動的に 
判別できない信号を含むものがあります。このような 
ソフトを再生する場合は、デコーダー （PLIIx Music 、 
EX / ES 、 EX ) を手動で選択してください。 

以下の場合は 、 EXTD SUR . キーを押しても、 6.1 チャ 
ンネルで再生されません。 

—セットメニュー 「SPEAKER SET 」 の 「 SUR . LRJ 
または 「 SUR . B 」 を NONE に設定しているとき 
(瞭55、56ぺージ)。 

— MULTI CH INPUT 端子に接続したソースを再生し 
ているとき。 

—サラウンド L / R 成分のないソース （2 チャンネルの 
PCM 、 アナログ信号など）を再生しているとき。 

— 2 ch Stereo , DIRECT STEREO を音場プ□グラム 
として選んでいるとき。 

—へッドホンを接続しているとき。 

本機をスタンバイ状態にすると、再生モードは自動的 
に AUTO になります。 

セットメニュー 「SPEAKER SET 」 の 「 SUR . 巳」が 
NONE に設定されているときはドルビープ□ロジック 
llx デコー ダーは作動しません。 
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サラウンド再生を楽しむ 


マルチチヤンネル入力の音声を 
聴く 

本機の MULTI CH INPUT 端子に接続した機器の音 
声を直接選ぶことができます。 DVD やスーノ（一才一 
デイオ CD などの高音質な音声を楽しむことができ 
9 〇 

MULTI CH INPUT キーを押します。 

本体ディスプレイに 「 MUL 丁 I CH INPUT 」 が表示 
されます。 


または、リモコンの MOV 旧キーを押して 
MOVIE THEATER プログラムを選びます。 


リモコン 


本体 


本体ディスプレイに 「MULTI CH INPUT 」 が表示されて 
いるときは 、 MULTI CH INPUT 以外の入力は再生されま 
せん。他の入力を選ぶときは、もう一度 MU 1 _TI CH INPUT 
キーを押して、ディスプレイの 「MULTI CH INPUT 」 を 
消灯させてから、本体の INPUT セレクター（またはリモ 
コンの入力選択ボタン）で再生したい入力を選んでくださ 
い。 


2チヤンネル ソースを マルチ 
チヤンネルで楽しむ 

ドルビープ□ロジック、ドルビープ□ロジック II 、ド 
ルビープ□ロジック llx 、 または DTS Neo :6 デコー 
ダーを選ぶと、2チヤンネルソースをマルチチヤン 
ネル化してお楽しみいただけます。 

リモコンの AMP キーを押して AMP モードに 
したあとに、 STANDARD キーを押して 
SUR. STANDARD または SUR. 
ENHANCED を選びます。 

cram s ™™ 0 

I - 


MUVIt 


次に、リモコンの SELECT キーを繰り返し押 
してデコーダーを選びます。 

—度 SELEC 丁キーを押したあとは、リモコンの 
く/〉キーを使って選ぶこともできます。 


SELECT 




SUR . STANDARD を選んだ場合 

PRO LOGIC :ドルビープ□ロジック 

i 

PLO Mom : i. e :ドルビープ□ロジック h ( 映画用） 

i 

PL II Music :ドルビープ□ロジック ii ( 音楽用） 

i 

F- ! i_•L i U-apie :ドルビープ□ロジック ii ( ゲーム用） 


PLIIx Mo 1 -.. 1 i 0 : ドルビープ □ ロジック iix ( 映画用） 

i 

Fa 一 Hx Musi«::• : ドルビープロロジック iix ( 音楽用） 

I 

HUai Y i0 :ドルビープロロジック iix ( ゲーム用） 

I 

N00 » b U :i. nena : dts Neo：6 ( 映画用） 

i 

Ned 2 fo MUS 1C : DTSNeo:6 ( 音楽用 ） ■ 

SUR . ENHANCED または MOVIE THEATER プ□グラ 
ムを選んだ場合 

PRO LOGIC : ドルビープ□□ジ ック ^―| 

i 

PlI i Mom : i . e : ドルビープ□ロジック ii ( 映画用） 

I 

F j l I ix ho 1 ..- 1 1 0 :ドルビープロロジック iix ( 映画用） 

I 

N80» b L ： : i. nena : DTS Neo:6 ( 映画用 ） ■ 


セットメニュ ー 「SPEAKER SET 」 の 「 SUR . B 」 を NONE 
に設定しているときは、プ□ロジック llx デコーダーは使え 
ません（隊56ぺージ)。 


■ぃろぃろな再生 S かた 
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サラウンド再生を楽しむ 


へッドホンで音場プ□グラムを 
楽しむ（サイレントシネマ） 

音場効果が入っている状態で、へッドホンを本体の 
PHONES 端子に接続すると、「サイレントシネマ」 
モードで再生を楽しめます。 


nPHONES 

SILENT CINEMA 

SPEAKERS 

0 o 








「サイレントシネマ」モードでは、マルチスピー 
力一による音場プ□グラムの効果を、へッドホンで 
擬似的に再現します。「サイレントシネマ」モード 
で再生している間は、本体ディスプレイの SILENT 
CINEMA インジケーターが点灯します。 


SILENT CINEMA 



以下の場合は、へッドホンを接続しても、「サイレントシネ 
マ」モードには切り替わりません。 

-MULTI CH INPUT 端子を入力として選んでいるとき。 
-2 ch Stereo、DIRECT STEREO を音場プログラムと 
して選んでいるとき。 

-STRAIGHT ' EFFECT キーを押して、音場効果をかけ 
ないで再生しているとき。 


サラウンド L/R スピーカーな 
しで音場プ□グラムを楽しむ 
(バーチャルシネマ DSP ) 


サラウンド L / R スピーカーがない場合でも、バー 
チャルシネマ DSP モードにより、臨場感あふれる 
再生を楽しめます。 

セットメニュー 「SPEAKER SET 」 の 「 SUR . LR 」 
を NONE に設定すると、パーチャルシネマ DSP モー 
ドで再生を楽しめます（@55ページ)。 


パーチヤルシネマ DSP モードでは、入カ ソースの 
音声に、選んだ音場プ□グラムの音場効果を付加し 
て、 フロント L / R スピーカー、センタースピーカー 
とサブウーファーから出力します。バーチャルシネ 
マ DSP モードで再生している間は、本体デイスプ 
レイの V 旧 TUAL インジケーターが点灯します。 



以下の場合は、セットメニュー 「SPEAKER SET 」 の 
「 SUR . LR 」 を NONE に設定しても、バーチャルシネマ 
□ SP モードには切り替わりません。 

-2 ch Stereo , 6 ch Stereo、DIRECT STEREO を音場 
プログラムとして選んでいるとき。 

- SUR . STANDARD を音場プ□グラムとして選んでい 
るとぎ。 

- STRAIGHT / EFFECT キーを押して、音場効果をかけ 
ないで再生しているとき。 

-MULTI CH INPUT 端子を入力として選んでいるとき。 
—へッドホンを接続しているとき。 
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ステレオ再生を楽しむ 


ステレオ再生する 
(2 ch ステレオ） 


フロント L / R スピーカーからのみステレオ音声が 
出力されます。 

本体の PROGRAM く/〉キーを押して、 2 ch 
Stereo を選びます。 

またはリモコンの AMP キーを押して AMP 
モードにしたあとに、 STEREO キーを押しま 
す0 


I AMP~1 

STEREO 

ち 

リモコン 


PROGRAM 


本体 


本体の PROGRAM キーを押して、 

DIRECT STEREO を選びます。 

またはリモコンの AMP キーを押して AMP 
モードにしたあとに、 D 旧 ECTST . キーを押 
します。 


I AMP I 

巧 

リモコン 


PROGRAM 


本体 


ダイレクトステレオモードをオフにするには、本体 
の PROGRAM < / >キー、またはリモコンの 
DIRECT ST . キー以外の音場プログラムキーを押し 
て、ほかの音声プログラムを選びます。 


: I 

•■1.11 : : .P ™*： !•—S I 


2チヤンネル ソースの 場合 

フロント L / R スピーカーからステレオ音声で再生 
します。 

マルチチャンネル ソースの 場合 

フロント L / R チャンネル以外の音声をフロント L 
/ R チャンネルにミックスして、フロント L / R ス 
ピーカーからステレオ音声で再生します。 

分 -ヒント 

• セットメニュー 「SPEAKER SET 」 の 「BASS OUT 」 
で SWFR または巳 OTH を選択した場合は、サブウー 
ファーか ら音声が出力されます。 

• LFE チャンネルは、セットメニュー 「SPEAKER 
SET 」 の 「BASS OUT 」 を FRONT に設定した場合の 
み、フロント L / R スピーカーに5ックスされます 
(■ s -56 ページ）。 

高音質でステレオ再生する 
(ダイレクトステレオ） 

デコーダーや DSP 回路などをパイパスすることで 
音声信号に与える影響を減らし、アナ□グ信号、 
PCM 信号を原音に忠実な高音質ステレオ音声で再 
生します。 


ENTERTAIN MOVIE 


U U U U 

STANDARD SELECT EXTD SUR. DIRECTS^ 

0 0 0 0 

A SPEAKERS B NIGHT STRAIGHT 

® ® © © 


リモコン 


PROGRAM 


本体 


• D 旧 ECT STEREO プログラムで DTS - CD を再生しな 
いでください。ノイズが出力されることがあります。 

• ドルビーデジタルや DTS などのマルチチヤンネルソー 
スを再生しているときに DIRECT STERE 〇プ□グラ 
ムに切り替えると、対応するアナログ音声入力端子に 
入力されている信号を再生します。デジタル接続のみ 
の場合は、音声は出力されません。 

• D 旧 ECTSTERE 〇プ□グラムで再生中は、サブウー 
ファーから音声は出力されません。 

• D 旧 ECT STEREO プログラムで再生中は、セットメ 
ニュー、フロント L/R スピーカーの音質 （TONE 
CONTROL ) の設定は無効になります。 

• D 旧 ECT STEREO プログラムで再生中は、本体デイス 
プレイの表示が暗くなります。入力切り替えや、音量 
調節などの操作をすると、数秒間だけ明るくなります。 

• リモコンで操作する場合は、本体の PROGRAM 

キーで選ぶときのように他の音場プログラムと 
切り替わりません。 AMP キーのあとに DIRECT ST . 
キーを押すと、直接ダイレクトステレオモードになり 
ます。 


■ぃろぃろな再生 S かた 
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その他の再生のしかた 


- NIGHT:CINEMA または NIGHT:MUSIC が表示さ 

夜間に小音量で音声を楽しむ れているあいだにくまたは〉キーを押すと、エ 

(ナイト I 丨スー、ノバモード) フエクトレベル（音を抑えるレベル）を選ぶことが 

- できます0 


ナイトリスニングモードを設定すると、夜間でも音 
量を気にせずに再生を楽しめます。 

ナイトリスニングモードでは、せりふなどは明瞭に、 
大きな効果音は抑えて再生します。 

映画用の CINEMA モードと、音楽用の MUSIC モー 
ドが用意されています。 


リモコンの AMP キーを押して AMP モードに 
したあとに、 NIGHT キーを押してモードを選 
びます。 






Effect ，: Lv I：MIH (弱めに抑える) 


U 


IT £ ■!• I .. 1 « hi T P. 

: :: : ; I I 

tT 


(ほどよく抑える 
:初期設定） 


Effect « L ! -, ! I « (強めに抑える) 


朱ヒント 

NIGHT:CINEMA (映画用）と NIGHT:MUSIC (音楽用) 
の設定はそれぞれ別に保存されます。 



映画用：大きな効果音を抑え、せりふ 
などは聴きとりやすくします。 



音楽用：音の高低、音色に限らずどんな 
音も聴きとりやすくします。 



OFF ： ナイトリスニングモードは 
機能しません。 


• DIRECT STERE ◦プログラム（瞭45ページ）で再 
生しているときや 、 MULTI CH INPUT 端子に接続し 
た機器を再生しているときは、ナイトリスニングモー 
ドで再生できません 。 （DIRECT STEREO が選択され 
ているときはナイトリスニングモードは機能しませ 
ん。) 

• 入カソースやサラウンド音場の設定により、効果に違 
いが生じる場合があります。 


ナイトリスニングモードで再生している間は、本体 
デイスプレイの NIGHT インジケーターが点灯しま 
す0 


…. NIGHT ■… 
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その他の再生のしかた 


音場効果をかけずに再生する 
(ストレートデコードモード） 

ストレートデコードを設定すると、入力された信号 
を音場効果をかけずにそのまま再生します。 

本体の STRAIGHT / EFFECT キーを押しま 
す。 

またはリモコンの AMP キーを押して AMP 
モードにしたあとに、 STRAIGHT/EFFECT 
キーを押します。 

スト レー ト デコー ド モー ドで再生されます。 



2チヤンネル ソースの 場合 

フロント L / R スピーカーからステレオ音声で再生 
します。 

マルチチャンネルソースの場合 

入力信号により、適切なデコーダーでデコードした 
あと、マルチチャンネル音声で再生します。 

ストレートデコードモードを解除してもとの状態 
(音場効果をかけた状態）に戻るには、もう一度 
STRAIGHT / EFFECT キーを押します„ 


音楽と映像で異なる入カソース 
を楽しむ 

(バックグラウンドビデオ機能） 

バックグラウンドビデオ機能とは、映像系入カソー 
スの映像と、音楽系入カソースの音声を組み合わせ 
て楽しむ機能です。例えばビデオを見ながら、クラ 
シック音楽を楽しむことができます。 

リモコンの入力選択キーで、映像系入力を選ん 
でから、リモコンの入力選択キーで音声系入力 
を選びます。 



音声系入力選択キー 


I 央像系入力選択キー 


MULCH CH INPUT 端子からの音声入力を映像とともに 
お楽しみいただくには、映像系入カソースを選んでから、 
MULCH CH IN キーを押してください。 


■ぃろぃろな再生 S かた 
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FM / AM 放送局を登録する 


才一トプリセツトやマニュアルプリセツト機能を使って FM / AM 放送局を登録しておくと、あとで選局す 
るときに便利です。はじめにリモコンの TUNER キーか本体の INPUT セレクターで本機をチューナーモー 
ドにしてください。 


FM 放送局を自動登録する 
(才一トプリセツト） 


FM 放送局を自動的に40局 （ 8局 X 5グループ、 A 1 
〜 E 8) まで登録（プリセット）できます。 

放送局を登録しておくと、あとは簡単な操作で選局 
することができ、便利です。 

1 3 2 



1 FM / AM キーを押して、 FM を選ぶ。 

FM/AM 

今 .1 


オートプリセツトが終了すると、最後に登録さ 
れた放送局の周波数が表示されます。 

朱 ヒント 

• 放送局が登録されると、放送局の周波数と受信モード 
も同時に登録されます。 

• FM 局の登録を始めるプリセツト番号を指定したり、 
周波数の高い方から低い方へ向けて、自動登録を始め 
ることもできます（下記参照)。 

• 登録された FM 放送局の順序を、あとから手動で入れ替 
えることもできます（暖51ページ)。 


ご注意 


同じプリセット番号に新しい放送局を登録すると、前 
に登録されていた放送局は消え、新しい放送局に入れ 
替わります。 

オートプリセットでは、登録する放送局の数が40 
( A 1- E 8) に満たない場合には、全周波数帯域を一巡 
して停止します。 

オートプ U セットでは、電波の強い FM 放送局だけが登 
録されます。電波の弱い FM 放送局を登録したいとき 
は、手動で放送局を受信したあと、手動で登録してく 
ださい （1^49 ページ)。 


2 TUNING MODE ( AUTO / MAN'L 
MONO ) キーを押して、本体デイスプレ 
イに AUTO インジケーターを点灯させる。 



「：」（コロン）が本体ディスプレイに表示され 
た場合は、選局することはできません。 
PRESET/TUNING ( EDIT ) キーを押してコロ 
ンを消灯させてください。 

3 MEMORY ( MAN ' L/AUTO FM ) キーを 
約3秒押し続ける。 


■ 登録を始めるプリセット番号を指定する 
場1=1 

左に記載の 「 FM 放送局を自動登録する（オートプ 
リセット)」の手順3で MEMORY ( MAN ' L/AUTO 
FM ) キーを約3秒間押したあと、 A / B / C / D/E 
( NEXT ) キーと PRESET/TUNING </1 >キー 
を使って、最初に登録するプリセットグループとプ 
リセット番号を選びます。 

数秒後に、選んだプリセット番号から登録を始めます。 
放送局が40局 （ A 1- E 8) すべて登録されると、 
オートプリセツトが停止します。 


プリセツト番号と MEMORY インジケーター、 
AUTO インジケーターが点滅します。数秒後 
に、周波数の低い方から放送局を探し始め、自 
動的に登録していきます。 
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FM / AM 放送局を登録する 


■ 周波数の高い方から低い方に向けて登録 
する場合 

左に記載の 「 FM 放送局を自動登録する（オートプ 
リセット)」の手順3で MEMORY ( MAN ' L/AUTO 
FM ) キーを約3秒間押したあと、 PRESET/TUNING 
( EDIT ) キーで「：」（コロン）を消してから、 
PRESET/TUNING <1キーを押します。 

周波数の高い方から放送局を探し始め、自動的に登 
録していきます。 

■ メモリーパックアップ機能について 

本機は電源がスタンバイ時にも、設定などを保存で 
きます。電源コードを AC コンセントから抜いたり 
して、電源を1週間以上入れないと、保存された設 
定などは消去されますのでご注意ください。 


手動で登録する 
(マニュアルプリセツト） 

放送局を40局 （8 局 X 5 グループ、 A 1 〜 E 8) ま 
で手動で登録（プリセツト）することもできます。 





2,5 


I -ヒント 

AM 放送局はマニュアルで登録してください。 

1プリセツトしたい放送局を選局する。 


詳しくは、 「 FM / AM 放送を聴く」（瞭37ベー 
ジ） をご覧ください。 



本体ディスプレイに、受信している局の周波数 
と放送局 （ FM または AM ) が表示されます。 


2 MEMORY ( MAN ' L/AUTO FM ) キーを 
押す。 

放送局が登録できる状態になります。本体ディ 
スプレイの MEMORY インジケーターが約5秒 
間点滅します。 



(点滅) 

3 MEMORY インジケーターの点滅中に 
A / B / C / D/E ( NEXT ) キーを押して、プ 
リセットグループ （ A 〜 E ) を選ぶ。 

プリセットグループが表示されます。放送局の 
表示の横に「:」（コロン）が点灯していること 
を確認してください。 

本体ディスプレイに表示されるプリセットグ 
ループは、 A / B / C / D/E ( NEXT ) キーを押す 
たびに切り替わります。 



プリセツトグループ 


4 MEMORY インジケーターの点滅中に 
PRESET/TUNING c / l > キーを押し 
て、プリセット番号 （1 〜 8) を選ぶ。 

>キーを押すと大きい番号へ向かって、< キー 
を押すと小さい番号へ向かって切り替わりま 
す。 



プリセツト番号 


■ぃろぃろな再生 S かた 
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FM/AM 放送局を登録する 


5 MEMORY インジケーターの点滅中に、 
MEMORY ( MAN ' L/AUTO FM ) キーを 
押す。 

選んだプリセツトグループ、プリセツト番号と 
放送局 （ FM または AM )、 周波数がディスプレ 
イに表示されます。 

MEMORY 



選んだプリセツト番号に登録された局 


6 他の放送局を続けて登録するときは、手順 
1〜5を繰り返す。 


• 同じプリセツト番号に新しい放送局を登録すると、前 
に登録されていた放送局は消え、新しい放送局に入れ 
替わります。 

• 新しい放送局を登録すると、放送局の周波数と受信 
モード（ステレオ、モノラル）も同時に登録されます。 


登録した放送局を選んで聴く 
(プリセツト選局） 


登録（プリセツト）した放送局を簡単に選局するこ 
とができます。 



2 


1 A / B / C / D/E ( NEXT ) キーを繰り返し押 
して、放送局をプリセツトしたグループを 
選ぶ。 

またはリモコンの TUNER キーを押して 
チューナーモードにしたあとに A - E / CAT . 
〈/>キーを押す。 


〇 CD CD © 
CD (D CD (D 
CD CD R g) 



2 


〇 ◎ ptfrigj 

HI Bl 0-^3 
O O O-B- 

0 0 0 0 

*C" * ** I w I 

o o o □ 


y 


本体ディスプレイに表示されるプリセツトグ 
ループは、 A / B / C / D/E ( NEXT ) キーを押す 
たびに切り替わります。リモコンの場合は、 

くキーを押すと A のほうへ向かって、>キーを押 
すと E のほうへ向かって切り替わります。 



リモコン 


本体 
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FM / AM 放送局を登録する 


2 本体の PRESET/TUNING 〇/1> キーを 
押して、プリセツト番号 （1 〜 8) を選 
ぶ。 

またはリモコンの PRESET / CH へ /ゞ 
キーかプリセツト番号キー （1 〜 8) を押 
す。 

>キ_ (またはリモコンの A キー）を押すと大 
きい番号へ向かって、<キ_ (またはリモコン 
の V キー）を押すと小さい番号へ向かって切り 
替わります。 

プリセツトグループとプリセツト番号が、放送 
局 （ FM または AM ) と周波数とともに本体ディ 
スプレイに表示され、 TUNED インジケーター 
が点灯します。 



PRESET/CH 



リモコン 本体 


♦ 



プリセツトグループ/ FM または AM /周波数 

プリセツト番号 


登録した放送局を入れ替える 

才一トプリセットやマニュアルプリセット機能を 
使って登録した放送局を入れ替えることができま 
す。 

ここでは例として、 「 E 1」（ E = プリセットグループ、 
1=プリセット番号）に登録した放送局を 「 A 5」 に、 
「 A 5」 の放送局を 「 E 1」 に変更する場合の手順を説 
明します。 



2 , 41 , 31,3 


1 「 E 1」 に登録した放送局を、 A / B / C / D/E 
( NEXT ) キーと PRESET/TUNING 
<1/>キーを使って選局する。 

A/B/C/D/E 



詳しくは、「登録した放送局を選んで聴く（プリ 
セット選局)」をご覧ください（瞭50ページ)。 

2 本体の PRESET/TUNING ( EDIT ) キーを 
約3秒間押す。 

本体ディスプレイの MEMORY インジケーター 
と 「 E 1」 が点滅します。 


私 

\ 



■ぃろぃろな再生 S かた 
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FM / AM 放送局を登録する 


3 「 A 5」 に登録した放送局を、 A / B / C / D/E 
( NEXT ) キーと PRESET/TUNING 
< l / l > キーを使って選局する。 

本体ディスプレイの MEMORY インジケーター 
と 「A5」 が点滅します。 



4 本体の PRESET/TUNING ( EDIT ) キーを 
押す。 


登録した局が入れ替わり、本体ディスプレイに 
「EDIT」 と入れ替えた放送局のプリセットグ 
ループ/プリセット番号が表示されます。 
登録した局の入れ替えが完了したことを示して 
います。 




入れ替えた放送局の 

プリセツトグループ/プリセツト番号 
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本機では、お使いのシステムで最適な音声や映像をお楽しみいただけるように、セットメニューで設定を変 
更することができます。お使いの視聴環境にあわせて初期設定を変更してください。 

セットメニューには、簡単に再生に適した設定を行う 「BASIC SETUP 」 と、用途や機能別に分類された力 
テゴリーを必要に応じて呼び出して設定する 「MANUAL SETUP 」 の2つがあります。 


BASIC SETUP 


お部屋のサイズや、接続したスピーカーの数に合わ 
せて、簡単に再生に適した設定を行います。 

「巳 ASIC SETUP 」 の設定方法については31ベー 
ジをご覧ください。 


MANUAL SETUP 


「MANUAL SETUP 」 は、以下のように用途、機能 
別に3つのカテゴリーに分類されています。 

■ SOUND MENU 

スピーカーの音量や音色の調節など、音声の出力に 
関して以下のメニューを設定、変更できます。 
以下の7つのメニューがあります。 

A) SPEAKER SET ( 歧 55 ページ） 

ご使用になるスピーカーに合わせて、サイズや有無 
などを設定します。 

B) SP LEVEL ( 瞭 57 ページ） 

各 スピーカーからの 出カレベルを設定します。 

C) SP DISTANCE ( 咳 57 ページ） 

各スピーカーからリスニングポジション（視聴位置） 
までの距離に合わせて、音の到達するタイミングを 
設定します。 

D) CENTER GEQ ( 瞭 58 ページ） 

グラフィックイコライザーを使って、センタース 
ピ_力_の音色を調節します。 

E) LFE LEVEL ( 瞭 58 ページ） 

ドルビーデジタル、 DTS および AAC での LFE (低 
域効果音）信号の再生レベルを調節します。 

F) D. RANGE (_=59 ページ） 

ドルビーデジタル、 DTS および AAC 再生時のダイ 
ナミックレンジ（最大音量から最小音量までの幅） 
を調節します。 

G) AUDIO SET ( 隊 59 ページ） 

ミュート時の音量、声と映像のずれの補正、卜_ン 
コント□—ルの経路、 AAC モノラル音声の出力を設 
定します。 


■ INPUT MENU 

入出力端子の割り当て変更など、信号の入出力に関 
して以下のメニューを設定、変更できます。 

以下の2つのメニューがあります。 

A) I/O ASSIGN (ks=60 ページ） 

ご使用になる機器が、本機の入出力端子の機器名と 
異なる場合に、ご使用になる機器に合わせて端子を 
割り当てます。 

巳 ） INPUT MODE ( 瞭 60 ページ） 

電源を入れたときの接続機器の入カモードを設定し 
よ9 。 

C) INPUT RENAME ( 膝 61 ページ） 

入力に名前をつけて本体ディスプレイに表示させま 
す。 

■ OPTION MENU 

「SOUND MENU」、「INPUT MENU 」 以外にも以 
下のいろいろなメニューを設定、変更できます。 
以下の4つのメニュ_があります。 

A) DISPLAY SET ( 隊 62 ページ） 

本体ディスプレイの明るさなどを調節します。 

巳 ） MEMORY GUARD ( 瞭 62 ページ） 

変更した設定値を保護します。 

C) PARAM. INI (03=62 ページ） 


音場プログラムパラメ- 
す。 


-ターを初期設定に戻しま 


D) MULTI ZONE ( 瞭 63 ページ） 

FRONT SPEAKERS 巳)^子に接続したスピーカー 
の設置場所を設定します。 


I 視聴空間をより細かく設定する(セツトメニユ I ) 
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4 八または v キーを押して、 
MANUAL SETUP を選ぶ。 


PRESET/CH 



5 ENTER キーを押して決定する。 

ディスプレイに n SOUND MENU 」 と表示 
されます。 


PRESET/CH 



3,12 

4 , 6 , 8,10 


11 - 

5 , 7 , 9 - 

却 -ヒント 

再生中でも、セツトメニューで設定を変更できます。 

1本機の電源を入れる。 

2 AMP キーを押して、 AMP を選ぶ。 

I AMP 1 

3 SET MENU キーを押す。 

SET MENU 
SnCHMOD^^) 


ENTER キーを押して決定する。 

選んだメニュー内の項目が表示されます。 

表示例：手順6で SOUND MENU を選んだとき 


8 A または V キーを繰り返し押して、設定し 
たい項目を選ぶ。 

9 ENTER キーを押して決定する。 

選んだ項目の設定モードに入り、現在の設定が 
本体ディスプレイに表示されます。 

項目によっては八または v キーを押して、サブ 
メニューを選びます。 

10 a または v キーを繰り返し押して、設定し 
たい項目を選ぶ。 

1 l くまたは〉キーを繰り返し押して、設定を変 
更する。 

設定を確定するには、 ENTER キーを押します。 
前の表示に戻るには、 RETURN キーを押しま 
す。 

12セットメニューを終了するときは、 SET 
MENU キーを押す。 


SET MENU 
SRCH MODfc ) 


セットメニューの設定操作について説明します。セットメニューの各項目の詳細については 55- 
ジをご覧ください。セツトメニューはリモコンで操作します。 


•63 ぺ- 




2 


6 A または V キーを繰り返し押して、設定し 
たい項目があるメニユーを選ぶ。 


一の操作手順 
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音声出力の設定を変更する （SOUND MENU ) 


音質や音色の調節など、音声の出力に関する設定を行います 。 SOUND MENU の項目には 、 BASIC SETUP 
ですでに自動的に設定されているものもあります。 


スピーカーの サイズを設定する 
(SPEAKER SET) 

お使いになるスピーカーにあわせて、スピーカーの 
サイズ、有無などを設定します。 

(MANUAL SETUP —SOUND MENU - 
SPEAKER SET ) 

^ -ヒント 

• 現在のスピーカーの低音に満足できないときにお好み 
に合わせて調節することができます。 

• 目安として、ウーファーの口径が 16 cm 未満のスピー 
力一をお使いの場合は SML (SMALL)、 それ以上の口 
径の場合は LRG (LARGE) に設定します。 

スピーカー 


〇 


■ウーファー 


■ FRONT 

フロント L / R スピーカーのサイズを設定します。 
選択項目： LARGE (太)' SMALL (小） 
初期設定： LARGE 

LARGE :大型のフロントスピーカーを使用すると 
きに選択します。フロント L / R チヤンネル信号 
の全帯域が、そのままフロント L / R スピーカー 
に出力されます。 

SMALL :小型のフロントスピーカーを使用すると 
きに選択します。フロント L / R チヤンネル信号 
の低音域は 、 「BASS OUT 」 で選択したスピー 
カーに出力されます。 


■ CENTER 

センタースピーカーのサイズ、有無を設定します。 
選択項目： LRG (太)、 SML (小 )、 NONE (なし) 

初期設定： SML 

LRG :大型のセンタースピーカーを使用するとき 
に選択します。センターチャンネル信号の全帯域 
が、そのままセンタ_スピーカーに出力されます。 

SML :小型のセンタースピーカーを使用するとき 
に選択します。センターチャンネル信号の低音域 
は 、 「BASS OUT 」 で選択したスピーカーに出力 
されます。 

NONE :センタースピーカーを使用しないときに 
選択します。センターチヤンネル信号は、フロント 
L / R スピーカーに同じ音量レベルで振り分けら 
れます。 

■ SUR. LR 

サラウンド L / R スピーカーのサイズ、有無を設定 
します。 

選択項目： LRG (太)、 SML (小 )、 NONE (なし) 

初期設定： SML 

LRG :大型のサラウンド L / R スピーカーを使用 
するときに選択します。サラウンド L / R チヤン 
ネル信号の全帯域が、そのままサラウンドスピー 
カーに出力されます。 

SML :小型のサラウンド L / R スピーカーを使用 
するときに選択します。サラウンド L / R チャン 
ネル信号の低音域は 、 「BASS OUT 」 で選択した 
スピーカーに出力されます。 

NONE :サラウンド L / R スピーカーを使用しな 
いときに選択します。サラウンド L / R チヤンネ 
ル信号は、フロント L / R スピーカーにそれぞれ 
振り分けられます。この設定にすると、パーチャル 
シネマ DSP 機能が自動的に設定され、サラウンド 
バックスピーカー設定は自動的に NONE に設定さ 
れます。 


I 視聴空間をより細かく設定する(セツトメニユ I ) 
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音声出力の設定を変更する （SOUND MENU) 


■ SUR. 巳 

サラウンドバックスピーカーのサイズ、有無を設定 
します。 

選択項目： LRG (太)、 SML (小 )、 NONE (なし) 

初期設定： SML 

LRG :大型のサラウンドバックスピーカーを使用 
するときに選択します。サラウンドバックチヤンネ 
ル信号の全帯域が、そのままサラウンドバックス 
ピーカーに出力されます。 

SML :小型のサラウンドバックスピーカーを使用 
するときに選択します。サラウンドバックチヤンネ 
ル信号の低音域は 、 「BASS OUT 」 で選択したス 
ピーカーに出力されます。 

NONE :サラウンドバックスピーカーを使用しな 
いときに選択します。サラウンドパックチヤンネル 
信号は、サラウンド L / R スピーカーに同じ音量 
レベルで振り分けられます。 

■ BASS OUT 

LFE 信号を出力するスピーカーを設定します 。 LFE 
信号は、ドルビーデジタルや DTS 、 AAC の音声に 
含まれる 120 Hz 以下の低域効果音のことで、サブ 
ウーファーとフロント L / R スピーカーへ出力され 

よ3 〇 

選択項目： SWFR (サブウーファー)、 

FRONT (フロント ）、 BOTH (両方） 

初期設定： BOTH 

SWFR :サブウーファーを接続している場合に設 
定します。 LFE チヤンネルと、各スピーカーのサ 
イズ設定により、他チヤンネルの低音域がサブウー 
ファーに出力されます。 

FRONT :サブウーファーを接続しない場合に設定 
します。 LFE チヤンネルと、各スピーカーのサイ 
ズ設定により、他チヤンネルの低音域がフロント L 
/ R スピーカーに出力されます。フロントスピー 
カーの設定が SML の場合も同様です。 

BOTH :サブウーファーを接続していて、フロント 
L / R チヤンネルの低音域をフロント L / R ス 
ピーカーとサブウーファーの両方に出力したい場合 
に設定します。 LFE チヤンネルと、フロント以外 
のチヤンネルの低音域は、スピーカーのサイズ設定 
により、サブウーファーから出力されます。例え 
ば、 CD を再生するときに、サブウーファーを使つ 
て低音域を補強したい場合などはこの設定にしま 
す。 


■ Crossover 

サブウーファーに出力する低音成分の、周波数の上 
限を設定します。設定した周波数以下の低音成分が、 
サブウーファーまたはフロント L/R スピーカーに 
出力されます。 

選択項目： 40 Hz 、60 Hz 、80 Hz , 90 Hz 、 

100 Hz ' 

110 Hz 、120 Hz 、160 Hz 、 200 Hz 
初期設定： 80 Hz 

■ SWFR PHASE 

お使いになるサブウーファーの位相を設定します。 
低音が物足りない場合などにお試しください。 
選択項目： NRM (正相 )、 REV (逆相） 

初期設定： NRM 

NMR :サブウーファーの位相を逆転しません。 

REV :サブウーファーの位相を逆転します。 
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音声出力の設定を変更する （SOUND MENU ) 


ス ヒーカーの 音量を調即する 
(SP LEVEL) 

リスニングポジションで聞こえる各スピーカーの音 
量が同じになるように、それぞれのスピーカーの音 
量を個別に調節します。 

各 スピーカーから 出力されるテス ト I - ー ンを聴きな 
がら調節します。 

(MANUAL SETUP-SOUND MENU — 

SP LEVEL ) 

■ F し 

フロント L スピーカーの音量を調節します。 

可変範囲：一10.0〜+10.0 dB 

■ FR 

フロント R スピーカーの音量を調節します。 

可変範囲：一10.0〜+10.0 dB 

■ C 

センタースピーカーの音量を調節します。 
SPEAKER SE 丁の設定で、 CENTERS NONE © 
ときは設定できません。 

可変範囲：一10.0〜+10.0 dB 

■ S し 

サラウンド L スピーカーの音量を調節します。 
SPEAKER SE 丁の設定で、 SUR . L / R ^ NONE © 
ときは設定できません。 

可変範囲：一10.0〜+ lO.OdB 

■ SR 

サラウンド R スピーカーの音量を調節します。 
SPEAKER SE 丁の設定で、 SUR . L / R ^ N 0 NE © 
ときは設定できません。 

可変範囲：一10.0〜+ lO.OdB 

■ SB 

サラウンドバックスピーカーの音量を調節します。 
SPEAKER SET の設定で、 SUR . B が NONE のと 
きは設定できません。 

可変範囲：一10.0〜+ lO.OdB 

■ SWFR 

サブウーファーの音量を調節します。 

SPEAKER SET の設定で、 BASS OUT が FRONT 
のときは設定できません。 

可変範囲：一10.0〜+ lO.OdB 


各ス ピーカー からリスニンクポ 
ジションまでの距離を設定する 
CSP DISTANCE) 

各スピーカーからの音が同時にリスニングポジショ 
ン（視聴位置）に届くように、スピーカーから音が 
出るタイミングを調節します。音が出るタイミング 
は、各スピーカーからリスニングポジションまでの 
距離を設定することで調節されます。 

(MANUAL SETUP —SOUND MENU — 

SP DISTANCE ) 

■ UNIT 

設定する距離の単位を選びます。 

選択項目： meters ( m)、feet ( ft ) 

初期設定： meters 

■ FRONT L 

フロント L スピーカーから、リスニングポジション 
までの距離を設定します。 

可変範囲： 0.3 〜24.0 m 、 1 .0 〜80.0 ft 
初期設定： 3.0 m 、 1 0.0 ft 

■ FRONT R 

フロント R スピーカーから、リスニングポジション 
までの距離を設定します。 

可変範囲： 0.3 〜24.0 m 、 1 .0 〜80.0 ft 
初期設定： 3.0 m 、 10.0 ft 

■ CENTER 

センタースピーカーから、リスニングポジションま 
での距離を設定します。 

可変範囲： 0.3 〜24.0 m 、 1 .0 〜80.0 ft 
初期設定： 3.0 m 、 10.0 ft 

■ SUR. L 

サラウンド L スピーカーから、リスニングポジショ 
ンまでの距離を設定します。 

可変範囲： 0.3 〜24.0 m 、 1 .0 〜80.0 ft 
初期設定： 3.0 m 、 10.0 ft 

■ SUR. R 

サラウンド R スピーカーから、リスニングポジショ 
ンまでの距離を設定します。 

可変範囲： 0.3 〜24.0 m 、 1 .0 〜80.0 ft 
初期設定： 3.0 m 、 10.0 ft 


B 視聴空間をより細かく設定する(セツトメニユ I ) 
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音声出力の設定を変更する （SOUND MENU ) 


■ SUR . 巳 

サラウンドバックスピーカーから、リスニングポジ 
ションまでの距離を設定します。 

可変範囲： 0.3 〜24.0 m 、 1 .0 〜80.0 ft 
初期設定： 2.1 m 、7.0 ft 

■ SWFR 

サブウーファーから、リスニングポジションまでの 
距離を設定します。 

可変範囲： 0.3 〜24.0 m 、 1 .0 〜80.0 ft 
初期設定： 3.0 m 、 10.0 ft 


センタースピーカーの音色を 
調節する (CENTER GEQ ) — 

センタースピーカーの音色を、フロント L/R スピー 
カーの音色と合わせるために、センターチャンネル 
のグラフィックイコライザーを調節します。 
(MANUAL SETUP —SOUND MENU - 
CENTER GEQ ) 

■ TEST 

ON を選ぶと、テストトーンを使って、センタース 
ピ_力_の音色を調節することができます。調節は、 
フロント L スピーカーとセンタースピーカーから出 
力されるテストトーンを比較して行います。 
選択項目： ON、OFF 
初期設定： OFF 

■ 100 Hz 、 300 Hz 、1 kHz 、3 kH 、10 kHz 

それぞれの周波数帯のレベルを調節します。 

可変範囲：一 6〜+ 6 d 巳 
初期設定： 0 d 巳 


低域効果音の音量を調節する 
(LFE LEVEL ) 


ドルビーデジタル、 DTS および AAC 信号に含まれ 
る、 LFE (低域効果音）の音量を調節します。スピー 
カーで音を聴く場合と、へッドホンで音を聴く場合 
を個別に調節できます。 

(MANUAL SETUP-SOUND MENU — 

LFE LEVEL ) 

■ SP LFE 

スピーカーで音を聴く場合の LFE の音量を調節しま 
す。 

可変範囲： 一 20 〜 OdB 
初期設定： OdB 

■ HP LFE 

へッドホンで音を聴く場合の LFE の音量を調節しま 
す。 

可変範囲： 一20 〜 OdB 

初期設定： OdB 

• お使いになるサブウーファーやへッドホンの性能に応 
じて調節してください。 

• LFE LEVEL の設定によってはサブウーファーから音が 
出ません。 
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音声出力の設定を変更する （SOUND MENU ) 


ダイナミックレンジを設定する その他の音声出力を設定する 

( D . RANGE ) (AUDIO SET ) 


ドルビーデジタル / DTS 再生時のダイナミックレ 
ンジ（最大音量から最小音量までの幅）を、3段階 
から選びます。スピーカーで音を聴く場合と、 へッ 
ドホンで音を聴く場合を個別に選べます。 
(MANUAL SETUP 一 SOUND MENU — 

D . RANGE ) 

■ SP D . R 

スピーカーで音を聴く場合の、ダイナミックレンジ 
を選びます。 

選択項目： MAX (最大 )、 STD (標準)、 

MIN (最小) 

初期設定： MAX 

■ HP D . R 

ヘッドホンで音を聴く場合の、ダイナミックレンジ 
を選びます。 

選択項目： MAX (最大 )、 STD (標準)、 

MIN (最小） 

初期設定： MAX 



入カレベル 


MAX :入力された信号をリニアに再生するダイナ 
ミックレンジです。長編映画などの鑑賞に適してい 
ます。 

STD :一般的な家庭用として推奨するダイナミッ 
クレンジです。 

MIN :小音量でも聴きやすく、夜間に音声を楽しむ 
のに適したダイナミックレンジです。 


音声と映像のずれを補正したり、 AAC モノラル音声 
の出力を設定します。 

(MANUAL SETUP-SOUND MENU - 
AUDIO SET ) 

■ MUTE TYP . 

ミユ_卜（消音）時に下げる音量を調節します。 
選択項目： FUL し一 20 d 巳 
初期設定： FULL 

FULL :完全に消音し、無音にします。 

- 20 dB :いま聴いている音量よりも、 20 d 巳下 
けて再生します。 

■ A . DELAY 

デジタル処理された映像が、音声よりも遅れて出力 
されることがあります。この出カタイミングのずれ 
を、音声を遅らせて出力することにより補正します。 
音を遅らせる時間を設定します。 

可変範囲： 0〜1 60 ms 
初期設定： Oms 

■ TC BYPASS 

BASS (低音）と丁 REBLE (高音）の設定が OdB 
のときに、卜ーンコント□—ルの経路を選びます。 
選択項目： AUTO、OFF 
初期設定： AUTO 

AUTO :卜ーンコント□—ルの経路をバイパスし 
よ9 〇 

OFF :卜ーンコント□ールの経路をバイパスしませ 
ん。 

■ DUAL MONO 

巳 S /地上波デジタル放送などで使われている、モ 
ノラルニ重音声入力時に、どの音声を出力するか設 
定します。 

選択項目： MAIN (主音声 )、 SUB (副音声)、 

ALL (主音声+副音声） 

初期設定： MAIN 


B 視聴空間をより細かく設定する(セツトメニユ I ) 
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入出力の設定を変更する （INPUT MENU ) 


入出力端子の割り当てなど、デジタル信号の入出力に関する設定を行います。 


入出力端子の割り当てを変更 
する ( I/O ASSIGN ) 


お使いになる機器と、本機の D 4 ビデオ入力端子や 
デジタル入出力端子の機器名が異なる場合に、お使 
いになる機器に合わせて端子を割り当てることがで 
きます。割り当てを変更すると、変更後の機器を入 
力選択キーで選べます。 

(MANUAL SETUP-INPUT MENU - 
I/O ASSIGN ) 

ここでは、 DVD レコーダーを接続し、各端子の割り 
当てを 「 VCR 」 に設定する場合を例に説明します。 
設定後は入力選択キーの 「 VCR 」 を押すと 、 DVD 
レコ_ダ_を選べます。 

■ C . V [ A ]/ C . V 旧] 

D 4 ビデオ入力端子の割り当てを変更します。 
選択項目： DVD , VCR 、 V - AUX 、 DTV/CBL 
初期設定： [ A ] DVD 

[巳] DTV/CBL 

例： D 4 ビデオ入力 ( DVD ) 端子に DVD レコーダー 
を接続した場合、 [ A ] の設定を rVCRJ に変更 
しよ d 〇 

C . V [ A ] と C . V 旧]には同じ選択項目を設定することはで 
きません。 

■ OUT (1) 

光デジタル出力端子の割り当てを変更します。 
選択項目： MD / CD - R 、 CD 、 V - AUX 、 DTV / 

C 巳し VCR 、 DVD 

初期設定： MD / CD-R 

例：光デジタル出力 （ MD / CD - R ) 端子に DVD レ 
コーダーを接続した場合、設定を rvcm に変 
更します。 


■ IN (2) / (3) / (4) 

光デジタル入力端子の割り当てを変更します。 
選択項目： CD 、 MD / CD - R 、 DVD 、 DTV / CBL 、 
V - AUX、VCR 

初期設定： （2) MD / CD-R 

(3) DVD 

(4) DTV/CBL 

例：光デジタル入力 （ MD / CD - R ) 端子に DVD レ 
コーダーを接続した場合、 （ 2 ) の設定を rvcm 
に変更します0 


ご注意 


IN (2) / (3) / (4) には同じ選択項目を設定するこ 
とはできません。 


電源を入れたときに適用する入 
カモードを設定する 
(INPUT MODE ) 


電源を入れたときに適用するデジタル端子の入力 
モードを設定します。 

(MANUAL SETUP-INPUT MENU - 
INPUT MODE ) 

■ INPUT MODE 

選択項目： AUTO、LAST 
初期設定： AUTO 

AUTO :デジタル入力端子の種類にあわせて、最 
適な入カモードを設定します。 

LAST :前回使っていた入カモードを自動的に適用 
します。 

LAST に設定しても、 EXTD SUR. キーで設定した内容は 
記憶されません。 
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入出力の設定を変更する （INPUT MENU ) 


入力に名前をつける 
(INPUT RENAME ) 


本体の INPUT セレクターやリモコンの入力選択 
キーで選ぶ入力に名前をつけて、本体ディスプレイ 
に表示することができます。 

(MANUAL SETUP-INPUT MENU - 
INPUT RENAME ) 

1 リモコンの入力選択キーを押して名前をつ 
けたい入力を選ぶ。 

または本体の INPUT セレクターを回して 
入力を選ぶ。 



2 リモコンの AMP キーを押す。 

[AMP 1 

3 く/〉 キーを押して「_」（下線）を変更し 
たい文字の位置へ動かす。 



八 


A-E/CAT. 

ENTER 

| > J 


A-E/CAT. 


4 a/v キーを押して文字を選び、 く/〉 キー 
を押して「_」（下線）を動かして、次の 
文字を選び名前をつける。 



- ±4.'. 

八 


1 < 1 

ENTER j f > || 卜 ♦ - | < I 

ENTER 

1 > J 

A-E/CAT. 


A-E/CAT. A-E/CAT. ■: 

k 

1 ■:ゲ 

A-E/CAT. ^ 


—最長8文字の名前をつけることができます。 
一 v キーを押すと以下の順序で文字や記号が表 
示されます。八キーを押すと逆の方向へ戻り 
ます。 

A 〜 Z - (スペース） — 0〜 9- (スペース) 
— a 〜 z — (スペース）-^ 

記号（#、 * 、一、 +など） 

5 他の入力に名前をつけるときは手順1〜4 
を繰り返す。 

6 SET MENU キーを押して終了する。 

SET MENU 

「 MENU c4 ハ 

SRCHMOD^ \ 


I 視聴空間をより細かく設定する(セツトメニユ I ) 
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その他の設定を変更する （OPTION MENU ) 


お好みに応じて表示の設定を変更したり、変更した設定値を保護できます。 


表示の設定を変更する 音場プ□グラムパラメーターを 

(DISPLAY SET ) 初期化する ( PARAM . INI ) 


本体ディスプレイの明るさを調節します。 
(MANUAL SETUP-OPTION MENU - 
DISPLAY SET ) 

■ DIMMER ( ディスプレイの明るさ） 

本体ディスプレイ表示の明るさを調節します。 
数値が小さいほど、表示が暗くなり、数値が大きい 
ほど、表示が明るくなります。 

可変範囲： 一4〜〇 
初期設定： 0 


変更した設定値を保護する 
(MEMORY GUARD ) 


変更した音場プ□グラムパラメーター（@78ベー 
ジ）を、初期設定に戻します。 

この機能を使つて音声プログラムノ（ラメーターを初 
期化すると、そのプ□グラム内のサブプ□グラムの 
設定もすベて初期化されます。 

(MANUAL SETUP-OPTION MENU — 

PARAM . INI ) 

本体ディスプレイに 「Press DSP keyj と表 
示されているときに、リモコンの数字/音場プ 
ログラムキーで、初期設定に戻したい音場プロ 
グラムを選びます。 

選ばれた音場プ□グラムのパラメーターが初期設定 
に戻ります。 


変更した設定値を保護します。 ON に設定すると、誤 
操作による設定値の変更を防ぐことができます。 
(MANUAL SETUP-OPTION MENU - 
MEMORY GUARD ) 

選択項目： ON、OFF 
初期設定： OFF 

ON に設定すると、以下の設定が保護されます。 

• 音場プ□グラムパラメーターの設定 
•「MEMORY GUARD 」 以外のセツトメニューの 

=rbr±=i 
e 又疋 

• 各スピーカーの音量レベル 

• ON に設定すると、他のセツトメニューは呼び出せませ 
ん〇 

• ON に設定すると、テスト!ンを使えません。 


STEREO MUSIC ENTERTAIN MOVIE 


O © © 

STANDARD SELECT EXTD SUF 

0 0 0 

A SPEAKERS B NIGHT 

® ® © © 


CD 

DIRECTS^ 1 


NIGHT STRAIGHT 


ご注意 


一度初期化すると、初期化前の状態には戻せません。 
誤って初期化してしまったときのために、パラメーター 
を変更したときは記録しておいてください。 

サブプログラムごとに、初期設定に戻すことはできませ 
ん〇 

セットメニュー 「MEMORY GUARD 」 を ON に設定し 
ている場合は、初期設定に戻すことはできません。 


62 












その他の設定を変更する （OPTION MENU ) 


スピーカー B の設置場所を設定 
する (MULTI ZONE ) 


U アノ〈ネノレの FRONT SPEAKERS 巳端子に接続し 
たスピーカーの設置場所を設定します。 

(MANUAL SETUP-OPTION MENU — 

MULTI ZONE ) 

■ SP 巳 

U アノ〈ネノレの FRONT SPEAKERS B 端子に接続し 
たスピーカー（スピーカ _ B ) を、メインリスニン 
グルームで使うか、別の部屋で使うかを設定します。 
選択項目： FRONT、ZONE B 
初期設定： FRONT 

FRONT : メインリスニングルームでお使いになる 
ときの設定です。スピーカ_ A とスピーカ_巳の 
出力のオン/オフは 、 SPEAKERS A / B スイッ 
チで切り替えます。 

ZONE B :別の部屋でお使いになるときの設定で 
す。スピーカ ー A の出力をオフ、スピーカー巳の 
出力をオンにすると、メインルームに設置している 
すべてのスピーカーから、音が出なくなります。 

米 ヒント 

• ZONE B に設定してお使いの場合、本機の PHONES 端 
子に へッ ドホンを差し込むと、 へッ ドホンとスピーカー 
巳の両方から音声が出力されます。 

• ZONE B に設定してお使いの場合、音場プ□グラムを選 
んで音場効果をかけると、自動的にバーチャルシネマ 
DSP モードでの再生になります。 


B 視聴空間をより細かく設定する(セツトメニユ I ) 
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本機の操作に使うキーは、下図の白色で示した部分 他の機器の操作に使うキーは、下図の点線で囲んだ 
です。点線部分内のキーはどのモードでも機能しま 部分です。入力選択キーで選んだ機器によって、各 
す。その他の白色部分のキーを使うには AMP キー キーの機能が変わります。 

を押して、 AMP を選びます。 



入力選択キーおよび ☆/ ☆☆キー ごとにメーカー 
コードを設定することで、9台までの異なる機器を 
操作できます（■^65ページ)〇 


Cd H 

CD MD/CD-R TUNER SLEEP 

o o o □. 

DVD DTV/CBL V-AUX MULTI CH ll( 


IV MUTE TV INPUT 

□ □ 


+ 

ifo 

VOLUME 

- 

:、 


1 

1 


STEREO MUSIC ElfTERTAIN MOVIE 

CD <3> © 0 

STANDARD SELECT EXTD SUR. DIRECT ST 

@ O ® 0 

A SPEAKERS 8 NIGHT STRAIGH1 

0 0 0 0 


LEVEL 广麵 

「職 ■ I ^ 


-I [ く ] r^ri~r > I 


I 〇 I [< w ] I W >」 [腿。] 

OISC SKIP 

r □口 i r^i 「叫 「□ i 


匚 


〕 


©YAMAHA 


■ J モコンのはたらぎ 


メーカーコードを設定することにより、本機のリモコンで DVD プレーヤーや CD プレーヤー、テレビなど 
本機以外の AV 機器を操作することができます。 


本機を操作する 他の機器を操作する 


ooo 

oID*o 

050 
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本機のリモコンで他の機器を操作する 


本機のリモコンで他の機器を操作するための設定について説明します。 


リモコンで操作する機器を設定 
する 

メーカーコードを設定することにより、本機のリモ 
コンで他のメーカーの機器を操作することができま 
す。メーカ_コードは各入力選択キーまたは 
☆ / ☆☆キーに設定することができます。 


2 - 

1- 


3 - 





H 

10 

B- 

s 


Q 

〇 

□ 

-o 

n 

0^0 

5 

* 

6 

□ 

\ + 

+ 

+ / 

i^i 

8 ©° 

0 

0" 


-■〇 

瓦 

CD © 

CD 

*0 

0 

© 


メーカーコードを設定したい入力選択キー 
または ☆/ ☆☆キーを押す。 

例： DVD プレーヤーを本機のリモコンで操作 
したい場合は、 DVD キーを押します。 

CD MD/CD-R TUNER SLEEP 

〇 〇 〇 □ 

DVD DTV/CBL V-AUX MULTI CH IN 

0 0 0 0 

VCR ☆ ☆☆ < y~\AMP I 

〇 o 

2 CODE SET ポタンを押す。 

ボールペンなど先の細いもので押します。 
リモコンの TRANSMIT インジケーターが2回 
点滅します。 

TRANSMIT 



d 数字キーを押して、お使いになる機器の 
メーカーコード （4 桁の数字）を入力す 
る。 

1桁入力するごとに TRANSMIT インジケー 
ターが1回点滅します。4桁分が正しく入力さ 
れた場合は、最後に TRANSMIT インジケー 
ターが1回点滅します。 

メーカーコードについては67〜69ページを 
ご覧ください。 


TRANSMIT 


ヒント 

• お使いの機器によっては複数のメーカーコードが記載 
されています。正しく操作できるコードをお使いくだ 
さい。 

• TRANSMIT インジケーターが素早く 6回点滅した場合 
は、メーカーコードが正しく入力されていません。も 
う一度入力し直してください。 

• 手順3の操作は、手順2の操作後3◦秒以内に行ってく 
ださい。30秒以上経過するとメーカ_コ_ド設定が自 
動的に中止されます。この場合は、手順2から操作し直 
してください。 

• 付属のリモコンは、市販されているすべての AV 機器(ヤ 
マハ製の AV 機器を含む）のメーカーコードを内蔵して 
いるわけではありませんので、お手持ちの AV 機器を操 
作できない場合があります。いずれのメーカーコードで 
も操作ができない場合は、お使いの機器に付属のリモコ 
ンをお使いください。 

• 1つの入力選択キーに対して、メーカーコードは1つだ 
け設定できます。 


B リモ n ンを使いこなす 
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本機のリモコンで他の機器を操作する 


■ 工場出荷時のメーカーコード設定 

下表のよろに、 CD 、 MD / CD - R 、 TUNER、DVD 
の入力選択キーと☆キーには工場出荷時にあらか 
じめヤマ八のメーカーコードが設定されています。 
詳しくは下記のテーブルをご覧ください。 


入力選択キー 

ライブラリー 

メーカー名 

メーカーコード 

CD 

CD 

YAMAHA 

0005 

MD/CD-R 

MD 

YAMAHA 

0024 

TUNER 

TUNER 

YAMAHA 

0033 

DVD 

DVD 

YAMAHA 

0098 

DTV/CBL 

- 

- 

- 

V-AUX 

- 

- 

- 

VCR 

- 

- 

- 

☆ 

DVR 

YAMAHA 

0208 

☆☆ 

- 

- 

- 


お使いのヤマ八製機器によっては、初期設定されているヤ 
マノVのメーカ_コ_ドでは、操作できない場合があります。 
この場合は、ヤマ八の別のメーカーコードをお試しくださ 
い0 
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本機のリモコンで他の機器を操作する 


>—力— - J — h —見 


本機のリモコンに内蔵されているメーカ_コ_ドは全世界対応です。下表は主に日本で流通しているメ_ 
カーのコードを抜粋したものです。下表のメ_力_製品であっても形式、年式によって使用できないものが 
あります。他社のメーカーコードを設定した場合、機種によっては操作できないもの、または限られた機能 
しか操作できないものがあります。この場合は、お使いの機器専用のリモコンをご利用ください。 

TV BS デジタルチューナー 


テープデッキ 


メーカー名 

メーカーコード 

AIWA 

0094 、 0214、0224 

AKAI 

0184 

DENON 

0304 

KENWOOD 

0124 、 0134 、 0154 、 0234 、 0244 、 
0264 

MARANTZ 

0094、0344 

MITSUBISHI 

0184 

ONKYO 

0364、0374 

PHILIPS 

0094 

PIONEER 

0034 、 0044、0064 

SANSUI 

0094、0344 

SHARP 

0264 

SONY 

0054 、 0084、0324 

TEAC 

0194、0254 

TECHNICS 

0074、0314 

VICTOR 

0294 

YAMAHA 

0004 、 0014 、 0104 、 0114 、 0164 、 
0174、0264 


ケーブル TV チューナー 


メーカー名 メーカーコード 

PHILIPS 

0036 、 0216 、 0306 、 0316 、 

0326 、 0336、0346 

PIONEER 

0006、0086 

SAMSUNG 

0276 

TOSHIBA 

0386 


メーカー名 

メーカーコード 

HITACHI 

0856 

PANASONIC 

0896 

PHILIPS 

0886 

SONY 

0906 

TOSHIBA 

0866、0916 


メーカー名 

メーカーコード 

AIWA 

1481 

AKAI 

0331 、 1101、1111 

DAEWOO 

0291 、 0301, 0331 、 0721 、 

0941 、 1001 、 1031 、 1121, 

1191 、 1531,1581 、 1591、1601 

FUJITSU 

1091 

FUNAI 

1051 、 1091.1501、1521 

HITACHI 

0181 、 0351 、 0671 、 0681 、 

0691 、 0701 、 0711 、 0871 、 

0941 、 0971、1351 

LG (GOLDSTAR) 

0031 、 0121 、 0351 、 0411 、 0731 、 
0741 、 0861 、 0941 、 0971 、 1001 、 
1031 、 1111,1151 

MARANTZ 

0101 、 0221 、 0361 、 1001、1111 

MITSUBISHI 

0221 、 0321 、 0561 、 0571 、 

0661 、 0861 、 1031 、 1101、1381 

NEC 

0241 、 0351 、 0361 、 0661 、 

0971 、 1031,1111 、 1321、1711 

PANASONIC 

0101 、 0191, 0251 、 0751 、 

1041,1311 、 1371、1431 

PHILIPS 

0101, 0401、1001 

PIONEER 

0511 、 0551、0871 

SAMSUNG 

0331 、 0341 、 0351 、 0361 、 

0861 、 0931 、 0941 、 0971 、 

1001 、 1031 、 1111、1151 

SANYO 

0171 、 0231 、 0271 、 0661 、 

0801 、 0911 、 0981 、 1231 、 

1251、1261 

SHARP 

0461 、 0471 、 0541 、 0661 、 

0911 、 0941、1141 

SONY 

0371 、 0451 、 0661 、 0841 、 

0951 、 1281、1441 

TOSHIBA 

0381 、 0521 、 0621 、 0661 、 

0931 、 0981、1301 

VICTOR 

0651 

YAMAHA 

0361 、 1031,1111.1951 、 1961, 
1971 、 1981 


B リモコンを使いこなす 
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本機のリモコンで他の機器を操作する 


ビデオデッキ 


メーカー名 

メーカーコード 

AIWA 

0992 

AKAI 

0262 、 0942 、 0952 、 0962、0972 

DAEWOO 

0802 、 0812、0982 

FUNAI 

0992 

HITACHI 

0102 、 0562 、 0572 、 0582 、 0592 、 
0602、0992 

KENWOOD 

0202 、 0542 、 0612 、 0632、0902 

LG(GOLDSTAR) 

0082 、 0632、0912 

MARANTZ 

0002 、 0202 、 0402 、 0632、0932 

MITSUBISHI 

0452 、 0462 、 0542 、 0762 、 0952 、 
1082 

NEC 

0122 、 0202 、 0292 、 0422 、 0432 、 
0542、0632 

PANASONIC 

0012 、 0052 、 0092 、 0222 、 0372 、 
0382 、 0392 、 0412、0932 

PHILIPS 

0002 、 0282 、 0402 、 0492、0932 

PIONEER 

0442、0542 

SAMSUNG 

0212 、 0312 、 0922、0962 

SANYO 

0242 、 0612 、 0842 、 0902、0922 

SHARP 

0402、0472 

SHINTOM 

0852 

SONY 

0032 、 0332 、 0352 、 0362 、 0672 、 
0792、0932 

TOSHIBA 

0062 、 0302 、 0342 、 0622 、 0682 、 
0712、0762 

VICTOR 

0202 、 0522 、 0532 、 0542、0552 

YAMAHA 

0202、0632 


DVD プレーヤー 


メーカー名 

メーカーコード 

AKAI 

0058 

AIWA 

0218 

DEN0N 

0188 

HITACHI 

0198 

KENWOOD 

0148 

LG 

0228 

MITSUBISHI 

0138 

ONKYO 

0068、0128 

PANASONIC 

0028 

PHILIPS 

0098、0128 

PIONEER 

0108、0118 

RCA 

0158 

SAMSUNG 

0078 

SHARP 

0038 

SONY 

0018 

TOSHIBA 

0048、0128 

VICTOR 

0088、0178 

YAMAHA 

0008 、 0028、0098 


DVD レコーダー 


メーカー名 

メーカーコード 

PANASONIC 

0238 、 0248、0258 

PHILIPS 

0208 

PIONEER 

0278 、 0288、0298 

SHARP 

0338、0348 

SONY 

0308 、 0318、0328 

TOSHIBA 

0268 

YAMAHA 

0208 


LD プレーヤー 


メーカー名 

メーカーコード 

AIWA 

0157 

DENON 

0147 

FUNAI 

0157 

HITACHI 

0017 

KENWOOD 

0087、0107 

MARANTZ 

0027 

MITSUBISHI 

0137 

PANASONIC 

0077、0177 

PHILIPS 

0027 

PIONEER 

0017 、 0037、0137 

SHARP 

0127 

SONY 

0047 、 0057、0117 

VICTOR 

0097 

YAMAHA 

0007、0067 
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本機のリモコンで他の機器を操作する 


CD プレーヤー 


メーカー名 

メーカーコード 

AKAI 

0175 、 0485、0535 

AIWA 

0295 、 0945 、 1035、1055 

DENON 

0275 、 0875、0885 

HITACHI 

0195 、 0205 、 0505、0815 

KENWOOD 

0045 、 0095 、 0405 、 0585 、 0725 、 
0735 、 0745 、 0755、0895 

KYOCERA 

0025 

LG (GOLDSTAR) 

1135 、 1225 、 1265、1335 

LUXMAN 

0075 、 0425 、 0675 、 0705 、 0715 、 
0985 

MARANTZ 

0215 、 0235 、 0375 、 0785、1345 

MITSUBISHI 

0135、0445 

NAKAMICHI 

0125 、 0435、0515 

NEC 

0255 、 0905、0965 

ONKYO 

0155 、 0455 、 0495 、 0805、1155 

PANASONIC 

0055 、 0825 、 1095、1125 

PHILIPS 

0165、0215 

PIONEER 

0305 、 0935、1045 

SAMSUNG 

1285 

SANSUI 

0215 、 0625 、 0975 、 1025、1105 

SANYO 

0145 、 0555 、 0635、0765 

SHARP 

0235 、 0665 、 0895 、 1065、1075 

SONY 

0065 、 0565 、 0865、1145 

TEAC 

0235 、 0335 、 0385 、 0525 、 0795 、 
0835、1355 

TECHNICS 

0055 、 0605、1095 

TOSHIBA 

0035、0685 

VICTOR 

0315 

YAMAHA 

0005 、 0015 、 0085 、 0415 、 0545 、 
0575、1065 


CD レコーダー 


メーカー名 

メーカーコード 

HITACHI 

0474 

MARANTZ 

0484、0494 

PHILIPS 

0444 

PIONEER 

0454 、 0464 

VICTOR 

0504 

YAMAHA 

0414 


MD レコーダー 


メーカー名 

メーカーコード 

KENWOOD 

0384 

PIONEER 

0424 

SHARP 

0434 

SONY 

0394 

YAMAHA 

0024 、 0394 、 0404、0514 


B リモ n ンを使いこなす 
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本機のリモコンで他の機器を操作する 


設定した機器を操作する 


お使いの機器のメーカーコードを設定すると、その 

機器を本機のリモコンで操作することができます。 

• お使いの機器によっては、し)くつかのキーが機能しな 
いことがあります。このような場合には、お使いの機 
器に付属するリモコンをお使いください。 

• お使いの機器によっては、キー操作と説明が一致しな 
いことがあります 

• 工場出荷時、 CD 、 MD / CD - R 、 TUNER、DVD キーと 
☆ キーにはヤマ八メーカ_コ_ドが設定されていま 
す。他社製の機器を操作する場合は、メーカーコード 
を変更する必要があります。また上記以外の機器を操 
作するには、メーカーコードをあらかじめ設定してく 
ださい（暖65ページ)。 



機器 

リモコンのキー' 

DVD プレーヤー 
/DVD レコーダー 

ビデオデッキ 

テレビ 

LD プレーヤー 

CD プレーヤー 

CD レコ - ダ -/ 
MD レコーダー 

チューナー 

〇 AV POWER 

POWER 

#1 POWER 

で(ビデオデッキ) F>0WER 

幸 1 POWER 

幸 1 POWER 

幸 1 POWER 

+1 POWER 

❷ TV POWER 

#2 ( テレビ) POWER 

* 2 (テレビ) POWER 

* ] POWER 

#2 (テレビ) POWER 

* 2 (テレビ) POWER 

* 2 (テレビ) POWER 

* 2 (テレビ) POWER 

❸ TV CH + 

，テレビ)チャンネ繼 (+) 

* 2 (テレビ)チャンネ臟⑴ 

チヤンネル颥 (+) 

，テレビ)チ臓⑴ 

，テレビ)チ f ノネ臓⑴ 

，テレビ)升：4臟㈩ 

#2 (テレビ)チャンネ謹⑴ 

TV CH - 

* 2 ( テレビ)チャンネ臟 (-) 

，テレビげャンネ臟 (-1 

チャンネル選択卜） 


3 テレビ1チャ:41-1 

#2 (テレビ)チャンネ臟 (-1 

* 2 (テレビげャンネ臟 H 

O TV VOL + 

* 2 (テレビ m 量 （+) 

* 2 (テレビ)龍 （+ ) 

音量 （+ ) 

* 2 (テレビ)龍 (+) 

* 2 (テレビ)音量 （+ ) 

* 2 (テレビ)龍 （+ ) 

* 2 (テレビ)龍 (+ ) 

TV VOL - 

* 2 (テレビ m 量 (-) 

* 2 (テレビ)龍 （-) 

音量（一） 

* 2 (テレビ)龍 （-) 

* 2 (テレビ)龍 (-) 

* 2 (テレビ)龍 （-) 

* 2 (テレビ)龍 （-) 

0 TV MUTE 

(テレビ）消音 

#2 (テレビ）消音 

消音 

テレビ）消音 

* 2 (テレビ）消音 

(テレビ）消音 

#2 (テレビ）消音 

©TV INPUT 

* 2 (テレビ)入力切替 

* 2 (テレビ)入力切替 

入力切替 

* 2 (テレビ)入力切替 

* 2 (テレビ)入力切替 

，テレビ)入力切替 

* 2 (テレビ)入力切替 

© 1 〜9、0、 +10 

数字キー 

数字キー 

数字キー 

数字キー 

数字キー 

数字キー 

登録局選択(卜 8) 

❽ TITLE 

タイトルメニュー 

- 


- 

- 

- 

パンド切り替え 

© PRESET/CH a 

選択（上へ） 

チャンネル選択 （+) 

- 

- 

- 

- 

登録局(卜 8) 選択 (+ ) 

PRESET/CH V 

選択（下へ） 

チャンネル選択（一 ） 

- 

- 

- 

- 

登録局。〜 8) 選択(-） 

> 

選択 （ 右へ） 

- 

- 

- 

- 

- 

プリセットグ-遍 R(A^E) 

< 

選択 （ 左へ） 


- 

- 

- 

- 

プリセット％-; IK (A—E) 

ENTER 

メニュー決定 ------ 

❿ RETURN 

前の画面へ戻る 一一 一一 一一 

0 REC/DISC SKIP 

* 4 (プ HH ディス_ 
(レコーダー)録画 

録画 

* 3 (ビデオデッキ)録画 

- 

M ディスクスキップ 

(MD) 録音 

- 

I> 

再生 

再生 

* 3 (ビデオデッキ)再生 

再生 

再生 

再生 

- 

<W 

早戻し 

巻き戻し 

* 3 (ビデオデッキ)巻戻し 

早戻し 

早戻し 

早戻し 

- 

» 

早送り 

早送り 

* 3 (ビデオデッキ)早送り 

早送り 

早送り 

早送り 

- 

AUDIO 

オーディオメニュー 

- 

- 

サウンドメニュー 

- 

- 

- 

DD 

一時停止 

-時停止 

* 3 (ビデオデッキ)-時停止 

一時停止 

一時停止 

一時停止 

- 

KW 

チャプタ-スキップ (-) 



スキップ（一） 

スキップ（一） 

スキップ（一） 

- 

»l 

チャプタースキップ (+) 



スキップ （+) 

スキップ （+) 

スキップ （+> 

- 

□ 

停止 

停止 

* 3 (ビデオデッキ)停止 

停止 

停止 

停止 

- 

©ENT. 

夕仆ル/インデックス穌 

決定 

決定 

チャプター/綱表示 

インデックス表示 

インデックス表示 

- 

❿ MENU 

ス ー ユ—— _ _ _ 一 一 一 

❿ DISPLAY 

ディスプレイ表示 

- 

ディスプレイ表示 

ディスプレイ表示 

ディスプレイ表示 

ディスプレイ表示 

- 


機器に付属のリモコンに POWER キーがあるときのみ機能します。 

* 2 DTV/CBL キーまたは ☆☆ キーにテレビのメーカーコードが設定されているときは、入力を切り替えなくてもテレビを操作できます。 

DTV/CBL キーと ☆☆ キーの両方にテレビのメーカーコードが設定されている場合は、 DTV/CBL キーに設定されたメーカーコードが優先されます。 
* 3 VCR にビデオデッキのメーカーコードが設定されているときは、入力を切り替えなくてもビデオデッキを操作できます。 

M ディスクチェンジヤー機能がある機器のみ、機能します。 
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本機のリモコンで他の機器を操作する 


本機のライブラリーコードを 
変更する 

本機以外のヤマ八製のレシーバーやアンプをお使い 
の場合は、本機のみをリモコンで操作できるように 
ライブラリ_コ_ドの設定を変更することをおすす 
めします。 

初期設定のライブラリーコードのままリモコンを使 
うと、本機以外のお手持ちの機器が動作してしまう 
場合があります。 


リモコンを初期化する 

設定したメーカ_コ_ドを取り消すことができま 
す。 

1取り消したいメーカーコードが設定されて 
いる入力選択キーか ☆ / ☆☆キーを押 
す0 


CODE SET ポタンを押す。 

ボールペンなどの先の細いもので押します。 
リモコンの TRANSMIT インジケーターが2回 
点滅します。 

♦ '◎… 

2 数字キーを押して「9991」または 
「9992」を入力する。 

1桁入力するごとに丁 RANSMIT インジケー 
ターが1回点滅します。4桁分が正しく入力さ 
れた場合は、最後に TRANSMI 丁インジケー 
ターが1回点滅して、リモコンコードの設定が 
変わります。 


TRANSMIT 


:〇: 


2 CODE SET ポタンを押す。 

ボールペンなど先の細いもので押します。 

1桁入力するごとに TRANSMIT インジケー 
ターが1回点滅します。4桁分が正しく入力さ 
れた場合は、最後に TRANSMIT インジケー 
ターが1回点滅します。 

TRANSMIT 

一 ... Q ... 

^ 数字キーを押して、「0000」と入力する。 

TRANSMIT インジケーターが2回点滅し、選 
んだ機器のメーカ_コ_ドが取り消されます。 

ヒント 

• 上記の手順2のあとに3◦秒以上キーを押さないと、操 
作は取り消されます。この場合はもう一度手順1から 
やり直してください。 

• 設定したメーカーコードをすべて1度に取り消したい 
場合は、手順3で「9990」と入力します。 


本体のリモコン ID もあわせて設定する必要がありま 
す0^96ページ)。 



ライブラリーコード 
( リモコンの設定） 

機能 

リモコン旧 
( 本体の設定） 

9991 

通常のライブラ 
リ _ コ_ドを使つ 
て本機を操作する。 

ID1 

( 初期設定） 

9992 

別系統のライブラ 
リーコードを使つ 
て本機を操作する。 

ID2 


B リモ n ンを使いこなす 


50P 
056 
000 
000 


フ1 
















デジタル信号/アナログ信号を切り替える（入カモード切り替え) 


本機は、さまざまな種類の入力端子を装備しています。入カモードを切り替えることにより、入力信号のア 
ナログ/デジタルの優先順位を設定したり、 DTS などの特定の信号に固定することができます。 



AUTO :アナログ信号よりデジタル信号 H が優 
先して選ばれます。 

* ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 信号のいずれかが入力 
されると、自動的に最適なデコーダーに切り換わりま 
す。 


DTS : DTS 信号に固定されます。 DTS 信号以外 
の信号が入力されても再生されません。 

AAC : AAC 信号に固定されます。 AAC 信号以外 
の信号が入力されても再生されません。 


1本体の INPUT セレクターを回して入力 
ソースを 選ぶ。 

またはリモコンの入力選択キーを押す。 


CD MD/CD-R TUNER SLEEP 

O O O □ 



リモコン 本体 



入カ ソース 



2 本体の INPUT MODE キーを押して入力 
モードを選ぶ。 

通常、 AUTO を選択します。 



• p 


入カモード 


ANALOG :アナ□グ信号に固定されます。デジタ 
ル信号が同時に入力されても再生されません。 

^ヒント 

セツトメニュー 「INPUT MODE 」 の設定で、本機の電源 
を入れたときに、前回使っていた入カモードをそのまま使 
うか、 AUTO に戻すかを設定できます （ bs =60 ページ)。 

■ デジタル信号のサンプリング周波数に 
ついて 

本機のデジタル入力端子は、サンプリング周波数 
96 kHz までのデジタル信号に対応しています。 
48 kHz を超えるデジタル信号に HiFi DSP および 
CINEMA DSP 音場プ□グラムの音場効果を付加す 
る場合、またはナイトリスニングモードを適用する 
場合、サンプリング周波数は 48 kHz 以下に変換さ 
れます。 

■ DTS CD / DTS LD の再生について 

• DTSCD、DTS LD を再生しているときは、入 
カモードを DTS に設定してください。 

• プレーヤーから出力されるデジタル信号に、音量 
可変などの処理がされている場合は、本機とプ 
レ_ャ_をデジタル接続しても DTS 音声は再生 
されません0 


フ2 


















































スピーカーの音量を調節する 


再生音を聴きながら、各スピーカーの音量を調節します。 

-1 


2 - 




3 

2 3 


1 AMP キーを押して、 AMP を選ぶ。 

I AMP I 

2 リモコンの LEVEL キーを繰り返し押して、 
調節したいスピーカーを選ぶ。 

または本体の A / B / C / D/E ( NEXT ) キー 
を繰り返し押す。 

リモコンの LEVEL キーを1度押したあとは、 
a / v キーを使って選ぶこともできます。 


LEVEL 

BANDC^> 

リモコン 


A/B/C/D/E 

本体 


フロント L フロント R 

i n rb 

センタ-以サブゥ-ファ- 

6 


サラウンド L 


サラウンド R 


サラウンドバック 

〇リモコンの〈または〉キーを押して、ス 
ピーカーの音量を調節する。 

または本体の LEVEL -/ + キーを押す。 

音量の調節範囲は、 一 10〜 + 10 dB です。 



1 PRESET/TUNING [ 

本体 


^-ヒント 

• 「巳 ASIC SETUP 」（31 ページ）やセットメニュー 
rSP LEVEL 」(57 ページ）で調節された音量は無効 
になります。 

• MULTI CH INPUT 端子に接続した機器を再生してい 
るときは、独立して音量調節ができます。 

• セットメニュー 「SPEAKER SET 」 で NONE に設定 
されているスピーカーの音量は調節できません(«^55 
ぺージ )。 

• セットメニュー 「SPEAKER SET 」 の「巳 ASS 〇 UT 」 
を FRONT に設定している場合、サブウーファーの調 
節はできません（暖56ページ)。 


TITLE 




表示 

スピーカー 

i '™" i'~i i"~i i . ■ "P : 

1- 1'«： 1 IN 1 i 

フロント L 

CENTER 

センター 

に:: i" - ! j "|- [:ン 

フロント R 

Cj jp p 

サラウンド R 

!；"« U K ：： d 

サラウンドバック 

Ci ii：j | 

サラウンド L 

cj.jjrp 

サブウーファ_ 


■ 便利な機能 


國 


6 

6 

6 


01 S 

0 ID 0 

0I0S0 

10 一 00 
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一定時間後に自動的にスタンバイ状態にする（スリープタイマー）1 


設定した時間が経過すると、自動的にスタンパイ状態になるように設定します。聴きながら、または録音し 
ながらおやすみになりたいときなどに便利です。スリープタイマーが作動すると、本機背面の AC アウトレツ 
卜（《@=30ページ）に接続した機器の電源も切れます。 


スリープタイマーを設定する 

リモコンで操作します。 



SLEEP インジケーターが点灯に変わると、ス 
リーブタイマーの時間設定が完了し、ディスプ 
レイは音場プログラム表示に戻ります。 


点灯 





VCR V-AUX DTV/CBL DVD MD/CD-R TUNER 

sp A IciNEMA^g TUHED 

A ■ 'SL 

r : ヨ _ 

: D 

VOLUME 

(5 IS 


スリープタイマーを解除する 


1リモコンの入力選択キーまたは本体の 
INPUT セレクターで入力（ソース）を選 
んで、再生をはじめる。 



リモコン 


本体 


2 リモコンの SLEEP キーを繰り返し押し 
て、スタンバイ状態になるまでの時間を選 
ぶ。 


SLEEP キーを押すごとに、下記のように時間 
(120 分、90分、60分、30分、 OFF ) が切 
り替わります。その間は SLEEP インジケーター 
が点滅します。 



「SLEEP OFF 」 の表示が出るまで 、 SLEEP 
キーを繰り返し押します。 

「SLEEP OFF 」 が数秒表示されたあと、音場プ□グ 
ラムの表示に戻り、 SLEEP インジケーターも消灯 
します。 



-' i , - ヒント 

U モコンの STANDBY キー、または本体の STANDBY / 
ON スイッチを押すか、電源コードを抜くと、スリープタ 
イマーは解除され、本機の電源はスタンパイ状態になりま 
す。 



フ4 



























































































入力信号情報を表示する 


入力信号のフォーマツト、チャンネル数やサンプリング周波数などの情報を表示させることができます。 


〇 〇 〇 
〇 9.010 


〇 




+ 


+ 

VOLUME 


〇 



0 0 0 0 
〇 〇 CD 〇 
〇 〇 0 


2 


3 


4 


入力信号のフォーマツトの情報 


本体の INPUT セレクターを回して情報を 
見たい入力を選ぶ。 

またはリモコンの入力選択ポタンを押す。 



リモコン 


本体 


2 リモコンの AMP キーを押して、 AMP を選 
ぶ。 


A 


3 STRAIGHT / EFFECT キーを押す。 

本体ディスプレイに 「 STRAIGHT 」 と表示され 


ます。 



本体 


4 リモコンの PRESET / CH 八または▽キー 
を押す。 

入力信号の情報が表示されます。 


チャンネル数やサンプリング周波数などの情報 

入力信号の音声チャンネル数 （ ドルビーデジタル/ 
DTS / AAC 入力時のみ）。 

例えば、 「 in :3/2/ LFE 」 と表示された場合は、「フ 
□ント3チャンネル/サラウンド2チャンネル/ 
LFEJ を示しています。また、二力国語放送などの 
主+副の2チャンネル音声は「1+1」、3音声以 
上の音声多重形式の音声は 「 MLT 」 と表示されま 
す。 

入力信号のサンプリング周波数 （ デジタル信号入力 
時のみ）。サンプリング周波数が不明の場合は、 
「 unknown 」 と表示されます。 

に '3 す-. G * 

入力信号の1秒あたりのデータ量=ビットレート 
( ドルビーデジタル/ DTS / AAC 入力時のみ）。 
ビットレートが不明の場合は、 「 unknown 」 と表示 
されます。 


入力信号に含まれている、ある動作をさせるための 
識別信号=フラグ （ ドルビーデジタル/ DTS の 
み）。フラグが認識できなかった場合は、 「 None 」 
と表示されます。 




表示 

フオーマツト 

i—i ，，•一 _ 1 ___ i_~i 
i : ::: 

アナログ 

h'un 

PCM 

i .-.： s i~s •； : -1 t - i 

：.■：：：：： ■■■： :: ■■■： : : . .■■■： : 

ドルビーデジタル 

「、丁 1 : 

DTS 

HHL' 

AAC 

UnkS'iWM D i 9 i t-a I 

不明なデジタル信号 


■ 便利な機能 
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外部機器で録音/録画する 


本機に接続した録音/録画機器で、音声や映像を録音/録画できます。 


2- 


〇 ◎ im i ui i 

圓圓 HhH --■ 


600 

000 


121 〇 〇 




□ 0 



2 


1 本機と本機に接続されているすべての機器 
の電源を入れる。 



リモコン 本体 


2 本体の INPUT セレクター、またはリモコン 
の入力選択キーで録音/録画したい入力 
(ソース）を選ぶ。 



リモコン 本体 


级た ヒント 

• 録音/録画する前に、あらかじめ「試し録音」、「試し 
録画」をしてください。 

• 録音されるレベルの調節や操作は、それぞれの録音機 
器で行います。お使いの機器の取扱説明書をご覧くだ 
さい0 


ご注意 


• 本機をスタンバイ状態にすると、接続した機器間で録 
音/録画できません。 

• 入カソースの出力端子からは、信号は出力されません 
(例： VCR 入力端子へ入力された信号は、 VCR 出力端 
子から出力されません)。 

• 本機の DSP 処理による音場効果は、録音できません。 

• 録音中に以下の操作を行っても、録音される音声には 
影響しません。 

一音量を調節する。 

—音質を調節する （TONE CONTROL 機能)。 

—スピーカーレべ;レを変更する。 

一音場プログラムを変更する。 

• MULTI CH INPUT 端子に入力された信号は、録音で 
きません。 

• アナログ音声出力端子から、アナログで録音する場合 
は、録音したい入カソースをアナログで接続します。 
また、光デジタル出力端子から、デジタルで録音する 
場合は、録音したい入カソースをデジタルで接続しま 
す。 

• S ビデオ入力端子に入力された S ビデオ信号は、 S ビデ 
才出力端子からのみ録画できます。同様に、ビデオ入 
力端子に入力されたビデオ信号は、ビデオ出力端子か 
らのみ録画できます。 

• あなたが録音したものは、個人で楽しむ場合以外は、 
著作権者に無断で使用することはできません。 

• コピー防止機能のあるビデオを再生すると、画像が乱 
れる場合があります。 

■ DTS CD / DTS DVD 音声の録音/ 
再生について 


3 録音/録画する音声や映像を再生する。 

再生する機器の取扱説明書をご覧ください。 
FM / AM 放送を録音したいときは、放送局を 
選局します（@37ページ)。 

4 録音/録画を開始する。 

録音/録画する機器の取扱説明書をご覧くださ 
い。 


DTS 信号はデジタルビットストリームで伝送される 
ため、 DTS 信号をデジタル録音したものをデコーダー 
を通さずに再生するとノイズだけが再生されます。 

• DTSCD または DTS DVD の音声をデジタル録 
音したものを再生する場合は、デコーダーを通し 
て再生してください。 

• DTS CD の音声を録音する場合は、 DTS デコー 
ダー内蔵の DVD プレーヤーからアナログで録音 
することをおすすめします。 

詳しくは、お使いのプレーヤーの取扱説明書をご覧 
ください。 
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音場とは 



「その空間が持つ特有の音の響き」を音場と呼んでい 
ます。コンサ_トホールなどで、私達は、楽器の音 
や歌手の声が直接聴こえてくる「直接音」の他に、 
床や壁 • 天井などに一回反射してから聴こえてくる 
「初期反射音」、さらに何回も反射を繰り返しながら 
次第に減衰してゆく「後部残響音」を聴くことにな 
ります。建物内部の形状や広さ、それに内装材料の 
種類等によって、初期反射音や残響音の構成が異な 
り、そのホール特有の響きが生まれます。それが「音 
場」です。 

ヤマ八では、世界の著名なコンサ_トホールやオペ 
ラ八ウスなどで、反射音の方向 • 強さ_帯域特性 • 
遅延時間等の音場情報を実際に測定し、その膨大な 
データを ROM に蓄積しています。本機では、この 
音場測定の実測データを基に作成された、音場プロ 
グラムを自由に選択し、著名ホールやライブ八ウス 
等の音場をリスニングルームに再現することができ 
ます。 


音場を搆成する要素 


■ 初期反射音 

1つの表面（壁や天井など）に反射してから、極め 
て急速（直接音が発生してから 50ms から 80ms 
後）にリスナーの耳に到達する反射音です。初期反 
射音により、直接音に明瞭さが付加されます。 

■ 後部残響音 

2つ以上の表面（壁や天井、部屋の後部など）に何 
回も反射を繰り返しながら、多数の反響音がひとま 
とめになり、連続した音響の余韻となる音です。こ 
れらの反射音は方向性がなく、直接音の鮮明さを劣 
化させます。 


直接音、初期反射音、後部残響音がひとつになるこ 
とで、リスナーは演奏会場や劇場をイメージするこ 
とができるのです。デジタル音場プロセッサーはこ 
の反射音、残響音を再現して、音場を作り出します。 

U スニングルームで適切な反射音や後部残響音を再 
現できれば、独自のリスニング音場を作り出すこと 
ができるわけです。リスニングルームをコンサ_卜 
ホール、ダンスフロア、大聖堂などさまざまな演奏 
会場や劇場の音響効果に変えることができます。意 
のままに音場を再現する能力こそ、デジタル音場プ 
□セツサーを通じてヤマノ Vがこれまでに実践してき 
たことです。 


音場の種類 


本機がつくりだす音場は大きくわけて以下の3つで 
す。 

■ プレゼンス音場 

前方に広がる音場です。 

■ サラウンド音場 

後方に広がる音場です。 

■ サラウンドパック音場 

後方中央につくりだされる音場です。 

プレゼンス音場 


サラウンド L 

立+日 

日境 


サラウンド R 

立+日 
日 3 ^ 


サラウンドバック音場 



一才 U ジナ一； V 备境§ くる 


反射音のイメージ 
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I AMP I 


-4,5 


本機の電源を入れる。 

AMP キーを押して、 AMP を選ぶ。 


音場プ□グラムキーを押して、音場プ□グ 
ラムを選ぶ。 



却 -ヒント 

パラメーターを初期設定に戻したいときは、初期設定値 
でいったん表示が止まるまでくまたは〉キーを押し続 
けます。 

6 他の音場プログラムの パラメーターを 変更 
する場合は、手順3〜5を繰り返す。 

■ メモリーバックアップ機能について 

本機は電源がスタンバイ時にも、設定などを保存で 
きます。電源コードを AC コンセントから抜いたり、 
電源を1週間以上入れないと、保存された設定など 
は消去されますのでご注意ください。 


STEREO MUSIC ENTERTAIN MOVIE 

0 0 0 0 

STANDARD SELECT EXTD SUR. DIRECtV 1 

0 0 0 

A SPEAKERS B NIGHT STRAIGHT 

® ® © © 

EFFECT 


DIRECT STEREO はパラメーターを変更できませ 
ん〇 

4 八または v キーを 押して、変更したいパラ 
メーターを選ぶ。 


3)-, 


パラメーターを 初期設定に戻す 

セットメニュー 「 PARAM . INI 」 で、音場プ□グラ 
ムごとにすべての パラメーターを 初期設定に戻すこ 
とができます(@62ページ)。 



音場プログラム パラメーターを 変更する 


各音場プ□グラムのパラメーターは、初期設定のままで十分お楽しみいただけますが、音場プ□グラムの一 
部のパラメ_夕_を変更することにより、ソースやリスニングルームの音響にあわせて音場プ□グラムをア 
レンジできます。 


セットメニュー 「MEMORY GUARD 」 を ON に設定して 
いるとパラメーターを変更できません。変更する前に OFF 
に設定してください（隊62 ページ)。 

リモコンで操作します。 


5 くまたは〉キーを押して、設定値を変更す 
る。 


-插 



12 3 
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——時間——時間 j r M ^時間 

INIT.DLY INIT.DLY INIT.DLY 


音源 

m % 

1 


m % 

1 


m % 

1 

\反射面 






小 1 r 


大 99 ms 


■ ROOM SIZE (空間の大きさ調節） 

空間の広がり感を調節するパラメーターです。値を 
大きくするほど広い空間（部屋）になり、値を小さ 
くするほど狭い空間になります。音が反射を繰り返 
すとき、壁と壁の間が広い大きなホールほど、反射 
音と反射音の時間的な間隔が長くなります。このこ 
とから、反射音同士の時間間隔を調節すれば、広が 
り感を変えることができるということになります。 
1.0 で実測値そのまま、 2.0 にすると、一辺の長さ 
が倍の空間になります。 

可変範囲： 0. 1〜 2.0 


値：小 


ソースの 原音 
/ 初期反射音 


時間 


値：大 


時間 


音源 



小 0.1 


大 2.0 


■ DSP LEVEL (エフェクト量の調節） 

エフェクト量（音場効果のかかり具合）を微調節す 
るパラメーターです。視聴環境にあわせて、直接音 
のレベルを確認しながら音場効果のかかり具合を変 
更できます。 

可変範囲：一 6 〜 + 3 d 巳 

■ INIT . DLY (遅延時間の調節） 

直接音から初期反射音が始まるまでの時間（遅延時 
間）を調節するパラメーターです。初期反射音の遅 
れは、音源と反射面との距離によって決まります。 
つまり、遅延時間を短くすると、音源が壁面に近づ 
いた感じになり、逆に遅延時間を長くすると、音源 
は壁面から離れた感じになります。 DELAY を調節 
することにより、ソースの原音から周りの壁までの 
距離感、空間の大きさ感、音像のできかた等が調節 
できます。通常はリスニングルームの大きさに比例 
させて設定します。 

可変範囲： 1〜 99 ms 

ソースの 原音 


■ DIRECT (2 チャンネルソースのデコード設定） 

AUT 0 に設定すると、本機のデコーダーをバイパ 
スして2チャンネルアナ□グソースが出力されま 
す0 

ナイトリスニングモードが OFF の状態で、音色の 
調節（丁 ONE C 0 N 丁 R 0 L ) で巳 ASS © よび 
丁 REBLE が OdB に設定されている場合のみ、有効 
になります。 

選択項目： AUTO / OFF 
初期設定： AUTO 

• ドルビーデジタル、 DTS 、 または AAC のマルチチャン 
ネル信号が入力されると2チャンネル（フロント L/R 
スピーカー）に振り分けられます。 

• 以下の場合はフロント L / R スピーカーの低音はサブ 
ウーファーから出ます。 

-セットメニュー 「SPEAKER SETUP 」 の BASS OUT 
が BOTH に設定されているとき。 

-セットメニュー 「SPEAKER SETUP 」 の FRONT が 
SML に設定されていて 、 BASS OUT が SWFR に設定 
されているとき。 


音場プログラムパラメーターガイド 


音場プログラムごとに DSP 処理の構造が違います。以下のパラメ_夕_はすべての音場プログラムで設定 
できるわけではありません。 


一才 U ジナ一； V 备境をつくる 


レベル 


フ9 



















































音場プログラム パラメーター ガイド 



ライフ 


■ LIVENESS (反響量の調節） 

初期反射音の減衰特性を決めるパラメーターです。 
値を大きくするほど、ライブな（反響が多い）音場 
になり、値を小さくするほどデッドな（反響が少な 
い）音場になります。実際のホールでのライブ感/ 
デッド感は、反射面の吸音特性によって決定され、 
反射音の減衰が早ければデッドに、遅ければライブ 
に感じられます。 

可変範囲： 0〜10 


■ S . LIVENESS 

(サラウンド音場の反響量の調節） 

サラウンド音場の減衰量を調節するパラメ_夕_で 
す。値を大きくするほど、サラウンド音場の響きが 
強くなります。 

可変範囲： 0〜10 

■ S . LIVENESS 

(サラウンド音場の反響量の調節） 

サラウンド音場の減衰量を調節するパラメ_夕_で 
す。値を大きくするほど、サラウンド音場の響きが 
強くなります。 

可変範囲： 0〜10 

■ SB INI.DLY 

(サラウンドパック音場の遅延時間の調節） 


■ P . INIT.DLY 

(プレゼンス音場の遅延時間の調節） 

直接音が出てから、プレゼンス音場が発生するまで 
の時間を調節するパラメ_夕_です。値を大きくす 
るほど、プレゼンス音場が遅れて発生します。 

可変範囲：1〜 99 ms 

■ P.ROOM SIZE 

(プレゼンス音場の空間の大きさ調節） 

プレゼンス音場の広がり感を調節するパラメ_夕_ 
です。値を大きくするほど、プレゼンス反射音同士 
の時間間隔が長くなり、ソースに含まれる音楽や効 
果成分に広がり感が出てきます。 

可変範囲： 0. 1〜 2.0 

■ S . INIT.DLY 

(サラウンド音場の遅延時間の調節） 

直接音が出てから、サラウンド音場が発生するまで 
の時間を調節するパラメーターです。値を大きくす 
るほど、サラウンド音場が遅れて発生します。 

可変範囲：1〜 49 ms 

■ S . R 00 M SIZE 

(サラウンド音場の空間の大きさ調節） 

サラウンド音場の広がり感を調節するパラメーター 
です。値を大きくするほど、サラウンドの音場空間 
が広がります。 

可変範囲： 0. 1〜 2.0 


可変 M 囲：1〜 49 ms 

■ SB RM SIZE 

(サラウンドパック音場の空間の大きさ調節） 

サラウンドバック音場の広がり感を調節するパラ 
メーターです。値を大きくするほど、サラウンドバッ 
クの音場空間が広がります。 

6.1 チャンネルで再生しているときのみ有効です。 
可変範囲： 0. 1〜 2.0 

■ SB LIVENES 

(サラウンドパック音場の反響量の調節） 

サラウンドバック音場の減衰量を調節するパラメー 
ターです。値を大きくするほど、サラウンドバック 
音場の響きが強くなります。 

6.1 チャンネルで再生しているときのみ有効です。 

可変範囲： 0〜10 


音源 


小〇 


大10 


直接音が出てから、サラウンドバック音場が発生す 
るまでの時間を調節するパラメーターです。値を大 
きくするほど、サラウンドバック音場が遅れて発生 
します。 

6.1 チャンネルで再生しているときのみ有効です。 


参\ 




參Vノ 





\反射音小 




反射音大 


レベル 


レベル 

ド S 

ヅ 加 

K 


レベル 
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音場プログラムパラメーターガイド 


後部残響音 


ソースの原音 
i 初期反射音 



後部残響音 



■ REV . TIME (残響時間の調節） 

後部残響音が減衰していく時間を調節するパラメー 
ターです。約1 kHz の残響音が 60dB 減衰するのに 
かかる時間を基準にしています。値を小さくするほ 
ど、残響音が早く減衰します。 REV. TIME を調節す 
ることにより、反響が少なめのソースやリスニンク' 
ルームに少し長めの残響時間を設定したり、逆に反 
響が多めのソースやリスニングルームには、短い残 
響時間を設定して自然な残響音となるように調節す 
ることができます。 

可変範囲： 1 .0 〜5.0 s 


REV.TIME 


時間 


音源 


小 1.0 S 


u - J I 

REV.TIME 


REV.TIME 


残響音短い 




残響音長い^ 



® 来 




大 5.0 S 


■ REV . DLY (残響音の遅延時間の調節） 

残響音が発生し始めるまでの時間を調節するパラ 
メーターです。値を大きくするほど、残響音が初期 
反射音より遅れて発生するようになります。同じ 
REV. TIME でも、 REV. DELAY を長くしていくと 
大きな空間の残響感になります。 

可変範囲： 〇〜 250 ms 


I ノ 



■ REV . LEVEL (残響音の強さ調節） 

後部残響音のレベルを調節するパラメーターです。 
値を大きくするほど後部残響音のレべ)レが大きくな 
り、余韻が強く感じられます。 

可変範囲： 0〜100% 



■ CT LEVEL (センターチヤンネルの音量調節） 

6ch Stereo プログラムでの、センターチヤンネル 
の音量を調節します。 

可変範囲： 0〜100% 

■ SL LEVEL 

(サラウンド L チヤンネルの音量調節） 

6ch Stereo プログラムでの、サラウンド L チヤン 
ネノレの音量を調節します。 

可変範囲： 0〜100% 

■ SR LEVEL 

(サラウンド R チヤンネルの音量調節） 

6ch Stereo プログラムでの、サラウンド R チヤン 
ネルの音量を調節します。 

可変範囲： 0〜100% 

■ SB LEVEL 

(サラウンドバックチヤンネルの音量調節） 

6ch Stereo プログラムでの、サラウンドバック 
チヤンネルの音量を調節します。 

可変範囲： 0〜100% 



レベル 


B オリジナ一； V 备境§くる 
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音場プログラム パラメーター ガイド 


以下のノ（ラメーター （PANORAMA、DIMENSION、 
CT WIDTH、C. IMAGE) は、 SUR. STANDARD 
が音場プ□グラムに選ばれているときのみ設定する 
ことができます。 

■ PANORAMA 

(フロント音場の広がり感の調節） 

PRO LOGIC II Music および PRO LOGIC llx 
Music プ□グラムでの、フロント音場の広がり感を 
調節するパラメ_夕_です。フロント L/R の音声 
を左右に大きく回り込ませることで、サラウンド音 
場につながるような広がり感を得ることができま 
す。 

選択項目： ON / OFF 
初期設定： OFF 

■ DIMENSION (フロント音場とサラウンド音場の 
レベル差の調節） 

PRO LOGIC II Music および PRO LOGIC llx 
Music プログラムでの、フロント音場とサラウン 
ド音場のレベル差を調節するパラメーターです。再 
生するソフトによって生じる、フロントとサラウン 
ドのレベル差を調節して、好みのバランスにするこ 
とができます。一（マイナス）にするとサラウンド 
側、+ (プラス）にするとフロント側が強くなりま 
す。 

可変範囲 ：一3〜 STD (標準）〜+ 3 

初期設定： STD 

■ CT WIDTH 

(センター音声の広がりの調節） 

PRO LOGIC II Music および PRO LOGIC llx 
Music プ□グラムでの、センター音声の左右への広 
がりを調節するパラメ_夕_です。センターからの 
音声を、好みに合わせて左右に振り分けることがで 
きます。0にするとセンターのみ、7にするとフロ 
ント L/R のみからセンター音声が出力されます。 
可変範囲： 〇〜7 
初期設定： 3 

■ C . IMAGE (フロント音場の広がり感の調節） 

DTS Neo:6 Music プ□グラムでの、フロント音場 
の広がり感を調節するパラメーターです。値を小さ 
くするとフロント音場の広がりが大きくなり、大き 
くすると狭く（センターへの定位が強く）なります。 

可変範囲： 0.0 〜1 .0 
初期設定： 0.3 
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音場プログラムについて 


本機には、音楽に最適な HiFi DSP 音場プ□グラム、映画に最適な CINEMA DSP 音場プ□グラム、元の音 
を忠実にデコ_ドして再現するストレートデコードプ□グラムが搭載されています。 

音場プ□グラムによって設定の手順は違います。詳しくは、下記をご参照ください。 

—「基本的な再生のしかた」の手順9 (@36 ページ） 

— 「ドルビーデジタル/ DTS ソフトを再生する」（隊42ぺージ） 

_「2チヤンネルソースをマルチチヤンネルで楽しむ」 （@43 ページ） 

_「サラウンド L/R スピーカーなしで音場プ□グラムを楽しむ」（ぽ44ページ） 

—「ステレオ再生する」（@45ページ） 

_「高音質でステレオ再生する」 （ bs =45 ページ） 

—「夜間に小音量で音声を楽しむ」 （@46 ページ） 

_「音場効果をかけずに再生する」（@47ページ） 

• 本機の音場プログラムは、世界各地の実在のホールなどの音響特性を測定した結果に基づいて設計されています。その 
ため、前後左右で響きの強さや音量差が異なると感じられる場合がありますが、故障ではありません。 

• 音場プログラムの名前や説明にこだわらず、最も心地よく聞こえる音場プログラムをお選びください。 


HiFi DSP 音場プ□グラム 

CD などのステレオ音楽の再生に最適なプログラムです。 


• フロント L/R スピーカーの他に2本のエフェクトスピーカー（サラウンド L/ サラウンド R) で音場を 
再現します。 

• 入力信号に応じて各種デコーダーが使用されます。 


キー 

プ□グラム 

サブプログラム 

特徴 

STEREO 

(D 

STEREO 

チャンネル ステレオ 

6ch Stereo 

後方からも直接音が聴け、広いエリアで楽しめる効果が特徴の音場 
プ□グラムです。ホームパーティーの BGM に最適です。セットメ 
ニューの設定により、最大 6 つのスピ_力_から音が出力されま 
す 。 

MUSIC 

© 

ミュージック 

MUSIC 

ホールイン ビエナ 

Hall in Vienna 

1700 席程度のウィーンの伝統的なシューボックス型の中規模コン 
サートホールです。周囲の柱や彫刻により、全方向からの複雑な反 
射音を生み出しています。豊かな響きが特長です。 



ザ ボトム ライン 

The Buttom Line 

ニューヨークで話題のライブ八ウス「ザ•ボトム • ライン」のス 
テージ正面の音場です。フロアは 30 ◦席ある左右に幅広い客席で 
占められ、リアルでライブな音場です。 



ザ ロキジーシアター 

The Roxy Thtr 

ロサンゼルスにあるロック系ライブ八ウスで、客席は最高時で約 

46 ◦席程度です。客席中央左寄りの音場です。 

ENTERTAIN 

0 

ENTERfAtNMENT 

ディスコ 

Disco 

ディスコミュージックに包まれる、ノリの良い音場空間を演出する 
プ□グラムです。 


■その他の情報 
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音場プログラムについて 


CINEMA DSP 音場プ□グラム 

映画製作者の意図するサウンドは、セリフは明瞭にスクリーン上に定位し、効果音はその奥に、音楽はさら 
にその奥に拡がり、そしてサラウンドは視聴者を取り囲んでスクリーンの映像と一体になるようにデザイン 
されています。 

ヤマ八 DSP を AV 再生用に進化させたプログラムが 「CINEMA DSP 音場プ□グラム」です。映画サラウン 
ドデコ_ダ_であるドルビープ□ロジック、ドルビーデジタルや DTS 、 また BS / 地上波デジタル放送の音 
声フォーマットである AAC などの各デコーダーとヤマ八 DSP を融合し、映画のサウンドを最良の状態でデ 
ザインするダビングステージ（最終的な映画のサウンドデザインを完成させるファイナルミックス）でのク 
オリティを AV ルームに再現するサラウンド音場です。 

CINEMA DSP 音場プ□グラムでは、フロント L / センター/フロント R チヤンネルにもヤマハ DSP 処理 
を加えることで、視聴者はセリフの実在感や効果音、音楽の奥行き感とともに、スムーズな音源の移動感と 
スクリーンまで回り込むサラウンド音場に包まれます。 



• 入力信号に応じて、各デコーダーおよび方向性強調回路が使用されます。 

• センタースピーカーを使用した場合は、良好なセンター定位が得られます。 

• フロント L / R スピーカーも方向性強調に信号処理された出力になります。 

• プレゼンス音場処理によって画面奥行きへの音場表現が得られます。さらに、サラウンド音場処理によっ 
てスケールの大きなサラウンド感が得られます。 

• 入カモードが 「 AUTO 」 に設定されている場合 、 MOVE THEATER プログラムと SUR . ENHANCED プ 
□グラムでは、ドルビーデジタル、 DTS または AAC 信号が入力されると、音場プ□グラムは自動的にド 
ルビーデジタル再生用音場、 DTS 再生用音場または AAC 再生用音場に切り替わります。 


キー 

プ□グラム 

サブプログラム 

特徴 

MUSIC 

© 

ミュージック 

MUSIC 

ロック ボップ 

Rock# Pop 

ロック、ジャズ等のライブコンサート会場のイメージです。サラウ 
ンド音場に広いホールのデータを使用しているため、間接音成分が 
豊かに回り込み、スクリーン周囲への映像空間、音場空間がいっぱ 
いに拡がり、熱狂的な雰囲気にひたれます。 

ENTERTAIN 

© 

ENTiRfAiNMENT 

モノ ムービー 

Mono Movie 

古いモノラル名作映画専用のポジションです。オペラ八ウス系のプ 
レゼンス音場と適度な残響処理により、往年の名作映画のモノラル 
音声が臨場感を持って再生されます。 



ゲーム 

Game 

モノラル、ステレオを問わず、ゲームサウンドにビビッドな奥行き 
とサラウンド惑を与え、迫力と臨場感のあるゲームが楽しめます。 



TV Sports 

プレゼンス音場は狭めてありますが、サラウンド音場にはコンサ_ 

トホールのデータを使用しており、様々なノ'(ラエティや中継番組 
に、適用範囲の広い音場効果を再現。スポーツ中継のステレオ放送 
では、解説者は中央に定位し、歓声や場内の雰囲気は周囲へと拡が 
ります。後方回り込みは適度に抑えてあるので、長時間使用しても 
違和感がありません。 
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音場プログラムについて 


キー 

プ□グラム 

サブプログラム 

特徴 



スペクタクル 

Spectacle 

70mm 映画の大画面シアターそのものの超ワイドな空間に映画の 
空気がそのまま存在するようなスぺクタク)レな音場です。微妙な音 
の響きまでも再現する表現力をもち、映像と空間に今までにないリ 
アリティを生み出します。 70mm 映画初期の作品から最新のドル 
ビーデジタルソフトや DTS ソフトまで、幅広くスペクタクルな世 
界が楽しめます。 



サイフアイ 

Sci-Fi 

最新の SFX 映画のサウンドデサインをセリフと音楽効果音にクー 
ルに描き分け、静けさの中に広大なシネマ空間を演出します。高度 
なテクニックを駆使したドルビーステレオ、ドルビーデジタル、 

DTS ソフトまで、サイエンス • フィクシヨンの世界を仮想空間音 
場で楽しめます。 

MOVIE 

© 

MOVIE THEATER 

アドペンチャー 

Adventure 

最新の映画サウンドデザインを最高に再現するプ□グラムです。 
70mm/ ドルビーデジタル、 DTS および AAC マルチトラックに 
デザインされた演出を忠実に再現するとともに音場プログラム自体 
の響きをできるだけ抑え、響きをデッドにした最新の映画館とコン 
セプトを同じにしています。プレゼンス音場に、オペラ八ウス音場 
データを使用。会話の定位、立体感に優れています。サラウンド音 
場にはコンサートホールのデータを使用、力強い響きとともにアク 
シヨン、アドベンチヤーなどのデザインされたサウンドを明確に再 
現し、痛快な臨場感をもたらします。 



ジェネラル 

General 

70mm/ ドルビーデジタル、 DTS および AAC マルチトラックの 
サウンドを再現するプ□グラムで、全体に柔らかい拡がり感のある 
響きが特長です。プレゼンス音場はやや狭い印象で、セリフの響き 
を抑え明瞭度を損なわずにスクリーン周囲とスクリーンの奥に立体 
的に再現されます。サラウンド音場は後方の広い空間に音楽やコー 
ラス等のノ V —モニーが美しく響く印象です。 


プロ ロジック サラウンド エン八ンスト 

PRO LOGIC SUR. ENHANCED 

ドルビーサラウンド、 DTS サラウンドまたは AAC サラウンドの才 
リジナル定位を乱すことなく、正確なデコード動作と DSP 処理を 


ドルビー デジタル サラウンド エン八ンスト 

DOLBY DIGITAL SUR. ENHANCED 

行います。 35mm 映画館のマルチサウンドスピーカーを、より理 
想的なものへシミュレーシヨンした音場です。サラウンド音場は、 


ドルビー デジタル イーエツクス 

DOLBY DIGITAL EX: 

サラウンド エン八ンスト 

SUR. ENHANCED 

視聴者を左右後方から美しい響きで包み込みます。 

STANDARD 

© 

ディーティーエスサラウンド エン八ンスト 

DTS: SUR. ENHANCED 


ディーティーエス ドルビー イーエツクスサラウンド エン八ンスト 

DTS + DOLBY EX: SUR. ENHANCED 



ディーティーエスイーエスマトリツクス サラウンド エン八ンスト 

DTS ES Mtrx 6. 1: SUR. ENHANCED 



ディーティーエスイーエスディスクリート サラウンド エン八ンスト 

DTS ES Disc 6.1: SUR. ENHANCED 



エーエーシーサラウンド エンノ V ンスト 

AAC SUR. ENHANCED 




の 

他 

の 
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音場プログラムについて 


ストレートデコードプ□グラム 

音場効果をかけずに元の音で再生したい場合は、下記のストレートデコードプ□グラムを選んでください。 
本機には下記のデコーダーが搭載されています。 

• マルチチヤンネル ソース 用のド ルビー デジタル、 DTS、AAC デコーダー 

• サラウンドバックチヤンネル音声再生用のドルビーデジタル EX 、 ドルビープ□ロジック llx 、 DTS - ES デ 
コーッー 

• 96 kHz /24 bit の高音質再生用の DTS 96/24デコーダー 

• ドルビーサラウンドと2チヤンネルソース用のドルビープ□ロジック、ドルビープ□ロジック II 、ドルビー 
プ□ロジック llx、DTS Neo :6 デコーダー 


キー 

プ□グラム サブプログラム 

特徴 

STANDARD 

© 

ドルビー デジタル サラウンド スタンダード 

DOLBY DIGITAL SUR. STANDARD 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC で処理されたソースの再生用です。 
セパレーシヨンに優れ、安定したデコードが得られます。 

DTS SUR STANDARD 

AAC SUR STANDARD 

氺 

SELECT 

© 

プロ ロジックサラウンド スタンダード 

PRO LOGIC SUR. STANDARD 

2 チヤンネ ) レ音声をそれぞれの方式でマ)レチチヤンネル化して再生 
します。 

ムービーサラウンド スタンダード 

PLII Movie SUR. STANDARD 

ミユージックサラウンド スタンダード 

PLII Music SUR. STANDARD 

PLII Game SUR STANDARD 

ムービーサラウンド スタンダード 

PLIIx Movie SUR. STANDARD 

PLIIx Music SUR STANDARD 

PLIIx Game SUR STANDARD 

Neo:6 Cinema SUR STANDARD 

ネオ ミュージックサラウンド スタンダード 

Neo:6 Music SUR. STANDARD 


STANDARD キーを押して SUR. STANDARD を選んだあとに SELECT キーを押して、お好みのデコードプ□グラム 
を選びます （SELECT キーを押したのみでは切り替わりません)。詳しくは42ページの「ドルビーデジタル/ DTS ソ 
フトを再生する」、43ページの「2チヤンネルソースをマルチチヤンネルで楽しむ」をご覧ください。 
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音場プログラムについて 


入力信号別音場プログラム名 

臣 e 

一見 


SUR . ENHANCED プログラムおよびストレートデコードプログラムは、本機に入力されている信号の種類 
と、デコーダーの動作により名前が変わります。 


プ□グラム 

入力信号 

ストレートデコードプログラム 

SUR . ENHANCED プログラム 

アナログ 

PCM 

ドルビーデジタル (2 ch ) 
DTS (2 ch ) 

AAC (2 ch ) 

PRO LOGIC / SUR. STANDARD 

PLII Movie / SUR. STANDARD 

PLII Music / SUR. STANDARD 

PLII Game / SUR. STANDARD 

PLIIx Movie / SUR. STANDARD 

PLIIx Music / SUR. STANDARD 

PLIIx Game / SUR. STANDARD 

Neo:6 Cinema / SUR. STANDARD 

Neo:6 Music / SUR. STANDARD 

PRO LOGIC / SUR. ENHANCED 

PLII Movie / SUR. ENHANCED 

PLIIx Movie / SUR. ENHANCED 

Neo:6 Cinema / SUR. ENHANCED 

ドルビーデジタル 

DOLBY DIGITAL / SUR. STANDARD 
□□D + PLIIx Movie / SUBSTANDARD* 1 
□□D + PLIIx Music / SUBSTANDARD* 2 
DOLBY DIGITAL EX / SUBSTANDARD* 3 

DOLBY DIGITAL / SUR. ENHANCED 
□□D + PLIIx Movie / SUR.ENHANCED* 1 
□□D + PLIIx Music / SUR.ENHANCED 

DOLBY EX / SUR.ENHANCED 

DTS 

DTS / SUR. STANDARD 

DTS + PLIIx Movie / SUR. STANDARD* 1 

DTS + PLIIx Music / SUR. STANDARD* 2 

DTS + DOLBY EX / SUR. STANDARD* 3 

DTS ES Mtrx6.1 / SUR. STANDARD* 4 

DTS ES Disc6_l / SUR. STANDARD* 5 

DTS 96/24 / SUR. STANDARD* 6 

DTS / SUR. ENHANCED 

DTS + PLIIx Movie / SUR. ENHANCED* 1 

DTS + PLIIx Music / SUR. ENHANCED* 2 

DTS + DOLBY EX / SUR. ENHANCED* 3 

DTS ES Mt 「 x6_l / SUR. ENHANCED* 4 

DTS ES Disc6.1 / SUR. ENHANCED* 5 

AAC 

AAC / SUR. STANDARD 

AAC + PLIIx Movie / SUBSTANDARD* 1 

AAC + PLIIx Music / SUR.STANDARD* 2 

AAC + DOLBY EX / SUBSTANDARD* 3 

AAC / SUR.ENHANCED 

AAC + PLIIx Movie / SUR.ENHANCED* 1 

AAC + PLIIx Music / SUR.ENHANCED* 2 

AAC + DOLBY EX / SUR.ENHANCED* 3 



”ドルビープロロジック llx デコーダー (Movie モー ド）動作時点灯時） 
* 2 ドルビープロロジック llx デコーダー (Music モー ド）動作時 ( _ g 点灯時) 
* 3 ドルビーデジタル EX デコーダー動作時（(1_点灯時） 

* 4 DTS - ES マトリクスデコーダー動作時 （ MATRIX インジケーター点灯時） 

* 5 DTS - ES ディスクリートデコーダー動作時 （ DISCRETE インジケーター点灯時） 
* 6 DTS 96 / 24デコーダー動作時 （ g ) 点灯時） 
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音場プログラムについて 


STEREO 
6ch Stereo 


STEREO 

DIRECT STEREO 


□ @ □ 

Age 


□ @ □ 

® @ ® 


® @ ^ 


モノラル再生 


MUSIC 
Hall in Vienna 
The Bttm Line 
The Roxy Thtr 
ENTERTAINMENT 
Disco 




□ 

□ 

□ 

も 

分 

m 


趣 

囹 


□ 

□ 

□ 

在 

多 

m 


趣 

超 


入力信号と再生スピーカー 
対応表 

入力信号の種類によって、下図で示されたスピーカーから音声が出力されます。 

再生するソースによっては、スピーカーから音が出なかったり、小さい音しか出ない場合もあります。映画の効果音など、 
シーンに合わせて部分的にしか使われないチャンネルもあります。 

表中のイラストは以下の内容を示しています。 


し： 

フロント L スピーカー 

S 巳： 

サラウンドバック スピーカー 

C : 

センタースピーカー 

i : 


R : 

フロント R スピーカー 

音が出ている スピーカー 

S し： 

サラウンド L スピーカー 



SR : 

サラウンド R スピーカー 

□: 

音が出ていない スピーカー 


音場プログラム 


2チャンネル音声 
(モノラル） 


2チャンネル音声 
(ステレオ） 


5.1 / 6.1 チヤンネル音声 
(□□EX/DDPLIIx/ES 
インジケーター消灯時） 


5.1 / 6.1 チャンネル音声 
(□□EX/DDPLIIX/ES 
インジケーター点灯時） 


STEREO 
2ch Stereo 


□ @ □ 


□ @ □ 


D @ □ 


□ @ □ 

6 




6 



s g S 


s g @ 


H @ ^ 


S g 


B'&e. 
□ 0 ) ® (i 


sfii 

D 旮 M 


iii 


Bi>J ぞ S3 

sfii 

□ 多 s 
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音場プログラムについて 


Movie/Game Movie/Music/Game 



Music 


0 

□ 

E 


囫 

囫 

Movie/Game 

□ 

□ 

□ 

在 


囫 




Movie/ Music / Game 


Music 


PRO LOG C 


PRO LOG C 




PRO LOGIC 


PRO LOGIC 



□ 9 □ 

由 1■ 


2 チャンネル音声 2 チャンネル音声 

(モノラル） （ステレオ） 


5. 1/ 6. 1チヤンネル音声 5. 1/ 6. 1チヤンネル音声 
(□□EX/ □□PLIIx/ES (DDEX / □□PLIIx/ES 
インジケーター消灯時）インジケーター点灯時) 


音場プ□グラム 

MUSIC 

Pop/Rock 

ENTERTAINMENT 
TV Sports' 

Mono Moive、Game 

MOVIE THEATER 
Spectacle 、 Sci-Fi 、 
Adventure^ General 

SUR. STANDARD 
DOLBY DIGITAL 
PRO LOGIC 
DTS 
AAC 

SUR. ENHANCED 
DOLBY DIGITAL 
PRO LOGIC 
DTS 
AAC 

PRO LOGIC llx 
PLIIx Movie 
PLIIx Music 
PLIIx Game 


PRO LOGIC II 
PLII Movie 
PLII Music 
PLII Game 


0 

□_)) ® ((i 

D 公 s 


0 N 

S6@ 
0 @ 


0 B 

□>))i((i 2 

0公 ^0 


0 ^0 

□>)) 6 @ 

□クン 0 


□^ e ^3 

□>)) 6 @ 

p ンン 0 


E U 

□>)) fi @ 

0 s 


□^es3 

□>))_ (( i 

D クン 0 


0 B 

□>))iN 

D クン 0 


□^e ^3 

s sN 

D クン 0 


0 s 

□>))3N 

0 0 


■その他の情報 
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音場プログラムについて 


音場プログラム 


DTS 

Neo:6 Movie 
Neo:6 Music 
Neo:6 Game 


STRAIGHT 


2 チャンネル音声 
(モノラル） 


0 

□ 

0 




s 

囹 

囫 


Cinema 



Music 



モノラル再生 


2 チャンネル音声 
(ステレオ） 


D 

□ 

B 

多 



分 

趣 

趣 


Cinema/Music 


5.1 / 6.1 チヤンネル音声 5.1 / 6.1 チヤンネル音声 
(□□EX / □□PLIIx/ES (DDEX / □□PLIIx/ES 
インジケーター消灯時）インジケーター点灯時） 


B 回 


i 



□ 

□ 

□ 

公 

m 


分 

趣 



D I □ 

^ a ^ 

田 1i 
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故障かな？と思ったら 


ご使用中に本機が正常に作動しなくなった場合は、下記の点をご確認ください。対処しても正常に作動しな 
い、または下記以外で異常が認められた場合は、本機をスタンバイ状態にし、電源プラグを抜いて、お買上 
店または最寄りのヤマ八電気音響製品サービス拠点にお問い合わせください。 


全般 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

電源を入れてもすぐに 
切れてしまう、または 
STANDBY/ON スイ ッ 
チ（または SYSTEM 
POWER キー）を押し 
ても電源が入らない 

電源コードがしっかり接続されていない。 

電源コードを AC コンセントにしっかりと差 
し込んでください。 

30 

スピーカーコードがシ ョー トした状態で電源を 
入れたため、保護回路により電源が切れた。 

すべてのスピーカーケープ)レが本機とスピー 
カーに正しく接続されているか確認してくだ 
さい。 

18 


内部マイコンが外部電気ショック（落雷また 
は過度の静電気)、または電源電圧の低下によ 
りフリーズしている。 

AC コンセントから電源プラグを抜き、約 

30 秒後にもう一度差し込んでください。 

- 

使用中に突然電源が切 
れる 

スリープタイマーが作動した。 

電源を入れて、ソースを再生しなおしてくだ 
さい。 

- 


機器内部の温度が上昇したため、保護回路が 
働き電源が切れた。 

温度が下がるのを待って（約 1 時間程度)、 
電源を入れなおしてください。 

- 

音声が出ない 

再生機器がしっかり接続されていない。 

接続を確認してください。接続に問題が無い 
ときはケーブルに不具合がある場合がありま 
す。 

20 〜 28 


( ドルビーデジタルまたは AAC の音声が出な 
い場合）入カモードが DTS または ANALOG 
に設定されている。 

AUT0 に設定してください。 

72 


再生したい入カソースが正しく選ばれていな 
い 0 

本体の INPUT セレクターやリモコンの入力 
選択キー、本体の MUI_TI CH INPUT キー 
(またはリモコンの MU じ H CHIN キー）で、 
再生したい入カソースを正しく選んでくださ 
い 0 

41 


スピーカーがしっかり接続されていない。 

接続を確認してください。 

18 


音を出すフロントスピーカーが、正しく選ば 
れていない。 

SPEAKERS A/ 巳スイッチで、フロントス 
ピーカーを正しく選んでください。 

35 


音量が小さい。 

音量を大きくしてください。 

41 


消音されている。 

リモコンの MUTE キーを押して（または本 
体の VOLUME コント □— ラーを回して）消 
音を解除し、音量を調節してください。 

41 


DTS 信号でコード化されたソースを再生して 
いるのに、入カモードが ANALOG に設定さ 
れている。 

入カモードを AUTO か DTS に設定してくだ 
さい。 

72 


CD-ROM など、本機で再生できない信号が入 
力されている。 

本機で再生可能な信号のソースを再生してく 
ださい。 

- 

画像が出ない 

本機と接続している外部機器が同じ種類のビ 
デオ端子で接続されていない。 

同じ種類のビデオ端子で接続してください。 

20 〜 28 

音声が突然出なくなる 

ショートが起きたなどで、保護回路が機能し 
た。 

スピーカーケーブルの接続を確認して、電源 
を入れ直してください。 

18 


スリープタイマーが機能した。 

電源を入れて、ソースを再生し直してくださ 
い 0 

- 


消音された。 

リモコンの MUTE キーを押して（または本 
体の VOLUME コント □— ラーを回して）消 
音を解除し、音量を調節してください。 

41 
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故障かな？と思ったら 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

片側のチャンネルの音 
声がほとんど出ない 

再生機器やスピーカーがしっかり接続されて 
いない 0 

接続を確認してください。接続に問題が無い 
ときはケープルに不具合がある場合がありま 
す。 

17〜28 


セットメニューのスピーカーの音量のバラン 
スが適切に設定されていない。 

セットメニュー 「SP LEVEL 」 で音量のバラ 
ンスを設定し直してください。 

57 

音がセンタースピー 
カーのみから出る 

シネマ DSP プログラムでモノラル音声を再生 
すると、音の信号はすべてセンタースピー 
力一へ送られるため、フロントスピーカーや 
サラウンドスピ_力_から音はでません。 


- 

エフェクトスピーカー 
(センター、サラウンド 
L / R 、 サラウンドパッ 
ク）から音声が出ない 

音場効果をかけずに再生している。 

STRAIGHT / EFFECT キーを押して、音場 
効果をかけて再生してください。 

47 

再生するソースと音場プログラムの組み合わ 
せによっては、音が出ないチャンネルがあり 
ます。 

他の音場プログラムをお試しください。 

83〜90 

センタースピーカーか 
ら音声が出ない 

センタースピーカーの音量が小さい。 

センタースピーカーの音量を調節してくださ 
い 0 

57 


セットメニュー 「SPEAKER SET 」 の 
「 CENTER 」 を NONE に設定している。 

お使いのセンタースピーカーに合わせて、 

LRG または SML に設定してください。 

55 


HiFi DSP 音場プ□グラム (6 ch Stereo 以 
外）を選んでいる。 

他の音場プログラムをお試しください。 

83〜90 

サラウンド L / R ス 
ピーカーから音声が出 
ない 

サラウンド L / R スピーカーの音量が小さい。 

サラウンド L / R スピーカーの音量を調節し 
て < ださい。 

57 

セットメニュー 「SPEAKER SET 」 の 
rSUR . LRJ を NONE に設定している。 

お使いのサラウンド L / R スピーカーに合わ 
せて、 LRG または SMU こ設定してくださ 
い 0 

55 


ストレートデコードモードでモノラルソース 
を再生している。 

STRAIGHT / EFFECT キーを押して、音場 
効果をかけて再生してください。 

47 

サラウンドバックス 
ピーカーから音声が出 
ない 

サラウンドバックスピーカーの音量が小さい。 

サラウンドバックスピーカーの音量を調節し 
て < ださい。 

57 

セットメニュー 「SPEAKER SET 」 の 
「 SUR . LR 」 を NONE に設定している。 

rSUR . LRJ を NONE に設定すると、自動的 
に 「 SUR . 巳」も NONE に設定されます。 
rSUR . LRJ を LRG または SML に設定して 
ください。 

55 


セットメニュー 「SPEAKER SET 」 の 
「 SUR . 巳」を NONE に設定している。 

お使いのサラウンドバックスピーカーに合わ 
せて、 LRG または SMU こ設定してくださ 
い 0 

56 

サブウーファーから音 
声が出ない 

セットメニュー 「SPEAKER SET 」 の 
「巳 ASS OUT 」 を FR 〇 NT に設定したまま、 
ドルビーデジタル、 DTS および AAC 信号を 
再生している。 

SWFR または BOTH に設定してください。 

56 


セットメニュー 「SPEAKER SET 」 の 
「巳 ASS OUT 」 を SWFR または FRONT に設 
定したまま、2チャンネル信号を再生してい 
る 0 

BOTH に設定してください。 

56 


再生しているソースに LFE や低音信号が含ま 
れていない。 


- 

ドルビーデジタルまた 
は DTS ソフトの再生が 
できない（本機のデイ 

—7 — f I • ノ / T \ L .** 11 レ，， 

接続したプレーヤーなどの設定が「デジタル 
出力」および「ドルビーデジタルまたは 

DTS 」 に設定されていない。 

お使いのプレーヤーの取扱説明書をご覧のう 
え、正しく設定してください。 

- 

スフレイのトル 匕ーァ 
ジタルまたは DTS イン 
ジケーターが点灯しな 
ぃ） 

入カモードを ANALOG に設定している。 

入カモードを AUTO または DTS に設定して 
ください。 
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故障かな？と思ったら 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

低音の再生不良 

セットメニュー 「SPEAKER SET 」 の 
「 Crossover 」 が正しく設定されていない 0 

お使いのスピーカーシステムに合わせて、正 
しく設定してください。 

56 

セットメニュー 「SPEAKER SET 」 の設定が 
実際のスピーカーシステムの構成と一致して 
ぃなぃ 0 

お使いのスピーカーシステムに合わせて、各 
スピーカーを正しく設定してください。 

55、56 

八ム音が出る 

ケープルがしっかり接続されていない。 

ケーブルをしっかり差し込んでください。接 
続に問題が無いときはケーブルに不具合があ 
る場合があります。 

21〜28 

音量を上げることがで 
きない、または音が歪 
んでいる 

本機の出力端子に接続された機器の電源が 
入っていない。 

AV アンプという製品ジャンルの特性上、出 
力端子に接続している機器の電源が切れてい 
る場合に、再生音が歪んだり、音量が下がっ 
たりすることがあります。本機に接続してい 
るすべての機器の電源を入れてください。 

- 

有線放送などでエフェ 
クトチヤンネル（セン 
ター、サラウンド L / 

R ) の音がノイズにな 
る。 

あらかじめソースにサラウンド効果がかかっ 
ている。 

本機でサラウンド効果をかけないで再生して 
<ださい。 

- 

サラウンドと音場効果 
をかけた音を録音でき 
ない 

サラウンドと音場効果をかけた音は録音でき 
ません。 


- 

本機のデジタル出力端 
子に接続した録音機器 
で録音ができない 

再生機器が本機のデジタル入力端子に接続さ 
れていない。 

再生機器を本機のデジタル入力端子に接続し 
てください。 

21〜28 

録音機器によっては、ドルビーデジタル、 

DTS および AAC などのデジタルデータを録 
音できません。 


- 

本機のアナログ音声出 
力端子に接続した録音 
機器で録音できない 

再生機器が本機のアナログ入力端子に接続さ 
れていない。 

再生機器を本機のアナログ入力端子に接続し 
てください。 

21〜28 

音場プ□グラムパラ 
メーターやセツトメ 
ニューの設定値を変更 
でぎない 

セットメニュー 「MEMORY GUARD 」 を 
◦ N に設定している。 

◦ FF に設定してください。 

62 

セツトメニューなどの 
設定内容が消えている 

1週間以上電源コンセントを抜いていたり、 

外部タイマーが切れたままになっている。 

1週間以上電源コンセントを抜いたままにし 
ておくと、内蔵メモリの内容が消えてしまう 
ことがあります。もう一度設定しなおしてく 
ださい。 

- 

本機が正常に動作しな 
い 

内部マイコンが外部電気ショック（落雷また 
は過度の静電気)、または電源電圧の低下によ 
りフリーズしている。 

AC コンセントから電源プラグを抜き、約 

30秒後にもう一度差し込んでください。 

- 

本体ディスプレイに 
[CHECK SP W 旧 ESJ 
と表示される 

スピーカーケープルがショートを起こしてい 
る 0 

すべてのスピーカーコ_ドが正しく接続され 
ているか確認してください。 

18 

本機に接続している機 
器にへツドホンを接続 
して聴くと、音が歪む 

本機の電源がスタンバイ状態になっている。 

本機の電源を入れてください。 

30 

デジタル機器や高周波 
機器からの雑音を受け 
ている 

本機とデジタル機器や高周波機器の設置場所 
が近すぎる。 

本機とそれらの機器を離して設置してくださ 
い 0 

- 

画像が乱れる 

再生している映像ソフトにコピー防止機能が 
ついている。 


- 

本機の電源が突然スタ 
ンバイ状態になる 

本機内部が高温になったため、加熱防止回路 
が機能した。 

本機の電源がスタンパィ状態のまま約1時間 
置いて、温度が低くなってから電源を入れ直 
してお使いください。 

30 
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故障かな？と思ったら 


FM / AM 放送の受信 


1 症状 

原因 

対策 

参照ページ 

FM 

ステレオ放送に 
なると雑音が多 
く聞きづらい 

放送局から離れた地域で受信しているか、ア 
ンテナ入力が弱い。 

アンテナの接続を確認してください。 

29 

屋外アンテナを感度の良い、多素子のものに 
変えてください。 

- 

マニュアル選局をしてください。 

38 

FM 専用アンテナ 
を使用している 
が、音が歪むな 
ど受信感度が悪 
い 

マルチパス（多重反射）などの妨害電波を受 
けている。 

アンテナの高さや方向、設置場所を変えてく 
ださい。 

29 

オート選局がで 
きない 

放送局から離れた地域で受信しているか、ア 
ンテナ入力が弱い。 

屋外アンテナを感度の良い、多素子のものに 
変えてみてください。 

- 

マニュアル選局をしてください。 

38 

プリセット選局 
がでぎない 

プリセツト（メモリー）が消えている。 

1週間以上電源コンセントを抜いたままにし 
ておくと、内蔵メモリの内容が消えてしまう 
ことがあります。もう一度プリセットしてく 
ださい。 

48〜50 

AM 

オート選局がで 
きない 

電波が弱い、あるいはアンテナの接続が不完 
全。 

AM ループアンテナの方向を変えてくださ 
い0 

29 

マニュアル選局をしてください。 

38 

「ジー」、「ザー」、 
「ガリガリ」など 
の雑音が入る 

空電や雷による雑音、または蛍光灯、モー 
ター、サーモスタツト付きの電気器具の雑音 
を拾っている。 

AM 屋外アンテナを張り、アースを完全に取 
ると減少しますが、完全に除去するのは困難 
です。 

- 

「プンプン」、 
「ヒューヒュー」 
などの雑音が入 
る 

本機の近くでテレビを使用している。 

本機とテレビを離して設置してください。 

- 


リモコン 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

■J モコンで操作できない 

リモコン操作範囲から外れている。 

本体のリモコン受光窓から 6 m 以内、30° 
以内の範囲で操作してください。 

16 

本機のライブラリーコードとリモコン ID が一 
致していない。 

ライブラリーコードまたはリモコン ID の設 
定を変えてください。 

71、96 

受光窓に日光や照明（インバーター蛍光灯や 
スト□ボライトなど）が当たっている。 

照明、または本体の向きを変えてください。 

- 

乾電池が消耗している。 

乾電池をすべて交換してください。 

16 

外部機器がリモコンで操 
作できない 

操作する機器が選ばれていない。 

入力選択キーを押して、操作したい機器を選 
んで < ださい。 

41 

メーカーコードが正しく設定されていない。 

メーカーコードを設定し直すか、同じメー 
力一のコードの中から別のコードを設定して 
ください。 

65 

メーカーコードを正しく設定しても、メー 
カーまたは機器によっては操作できない場合 
があります。 

メーカーコードを設定しても操作できない機 
器は、その機器に付属のリモコンをお使いく 
ださい。 

- 
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本機の設定を変更する （ADVANCED SETUP ) 


ADVANCED SETUP により、本機の設定を初期設定にもどしたり、リモコン ID を変更することができます。 


• ADVANCED SETUP の操作をしているあいだは、本機から音が出なくなります。 

• ADVANCED SETUP の操作をはじめると、本体の STANDBY/ON スイッチ、 STRAIGHT/EFFECT キー、 

PROGRAM キー以外は機能しません。 

4 STRAIGHT / EFFECT キーを繰り返し押 
して設定したい項目を選ぶ。 


ADVANCED SETUP の操作 
手順 

本体フロントパネルで操作します。 



1,2,5 2,4 3 

I 本機の電源をスタンバイ状態にする。 



2 STRAIGHT / EFFECT キーを押しなが 
ら、 STANDBY / ON スイッチを押す。 

本機の電源がオンになり、本体ディスプレイに 
ADVANCED SETUP のメニューが表示され 

よ 9 〇 


EFFECTV_^ S 


を押しながら 



3 PROGRAM キーを押して設定した 

いメニュー （ PRESET または REMOTE ) 
を選ぶ。 

言羊し<は右言己の 「ADVANCED SETUP のメ 
ニューと項目」をご覧ください。 

PROGRAM 


EFFECTV V 


5 STANDBY / ON スイッチを押して決定す 

る。 



手順5を行うと 、 ADVANCED SETUP の手順 
は終了します。 

電源をオンにすると、選んだ設定が有効になり 
ます。 


ADVANCED SETUP の 
メニューと項目 

必要に応じて初期設定を変更してください。 

■ PRESET (初期設定にもどす） 

変更したセットメニューの設定や音場プログラムパ 
ラメーター、登録（プリセット）された FM/AM 
放送局などをすべて初期設定に戻すことができま 
す。 

選択項目： CANCEL、RESET 
初期設定： CANCEL 

CANCEL :本機のすべての設定を初期設定に戻し 
ません。 

RESET :本機のすべての設定を初期設定に戻しま 
す。 

RESET を選んでも、 REMOTE (リモコン旧）の設定は 
初期設定に戻りません。 


■その他の情報 
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全ての設定を初期設定に戻す 


■ REMOTE (リモコン旧） 

本機のリモコン ID を切り替えます。 

選択項目： ID 1、 02 
初期設定： ID 1 

ID 1 :通常のライブラリーコードを使って本機を操 
作するときに選びます。 

ID 2 :別系統のライブラリーコードを使って本機を 
操作するときに選びます。 


リモコンのライブラリーコードの設定もあわせてご確認く 
ださい。詳しくは、71ページの「本機のライブラ U — コー 
ドを変更する」をご覧ください。 


全ての設定を初期設定に戻す 


変更したセツトメニューの設定や音場プログラムパラメーター、登録（プリセツト）された FM / AM 放送 
局などをすべて初期設定に戻すことができます。 


本体フロントパネルで操作します。 



1,2,5 2,4 


3 


1本機の電源をスタンバイにする。 



2 STRAIGHT / EFFECT キーを押しなが 
ら、 STANDBY / ON スイッチを押す。 

ADVANCED SETUP メニューが本体デイス 
プレイに表示されます。 



^-ヒント 

初期設定に戻すのをやめる場合は、 STANDBY/ON 
スイッチを押してください。 


3 PROGRAM </> キーを押して、 
PRESET を選ぶ。 



4 STRAIGHT/EFFECT キーを押して、 
PRESET -RESET または PRESET - 
CANCEL を選ぶ。 



RESET :全ての設定を初期設定に戻します。 
CANCEL :初期設定に戻しません。 

5 STANDBY / ON スイッチを押す。 



「 RESET 」 を選んだ場合は、全ての設定が初期設定 
に戻り、本機の電源は再びスタンノ（ィ状態になりま 
す。 

「 CANCEL 」 を選んだ場合は初期設定に戻らずに、 
本機はそのままスタンバイ状態になります。 
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用語/技術解説 


音声フォーマツト編 


■ ド ルビー サラウンド 

ドルビーサラウンドは、ダイナミックで臨場感豊か 
な音響効果のために、フロント L / R チャンネル（ス 
テレオ音声)、会話などを再生するセンターチャンネ 
ル（モノラル音声)、効果音のサラウンドチャンネル 
(モノラル音声）の、アナログ4チャンネル方式を採 
用しています。サラウンドチャンネルの再生域は狭 
くなっています。 

現在、ほとんどのソフトに普及している方式です。 
本機に内蔵のドルビープ□ロジックデコーダーは、 
各チャンネルの音量を自動的に調整して安定させ、 
音の移動感や方向性を強調して、より正確なデジタ 
ル処理を行います。 

■ ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャン 
ネル音声を再生できるデジタルサラウンドシステム 
です。全帯域の音声成分を持つフロント3チャンネ 
ル（フロント L / R 、 センター）と、サラウンド2 
チャンネル（サラウンド L / R )、 低音域専用の LFE 
チャンネルの合計 5.1 チャンネルで構成されます。 
サラウンド2チャンネルがステレオで収録されてい 
るため、ドルビーサラウンドと比較して、音の移動 
感や周囲の環境音がより明確になります。全帯域の 
5チャンネルの幅広いダイナミックレンジと正確な 
音の定位によって、これまでにない迫力と現実感を 
再現できます。 

本機では、モノラル音声から 5.1 チャンネルスピー 
カーシステムまでお好みの視聴環境を選ぶことがで 
きます。 

■ ドルビーデジタルサラウンド EX 

本機は 5.1 チヤンネルのソースに、サラウンドバッ 
クチャンネルを加えて 6.1 チャンネル再生を可能に 
する、ドルビーデジタルサラウンド EX ソフト対応 
のドルビーデジタル EX デコーダー を内蔵していま 
す（サラウンドバックチャンネルはサラウンドしと 
サラウンド R チャンネルから作られます)。 

ドルビーデジタルサラウンド EX で録音された映画 
のサウンドトラックを再生する際に、最良の音声を 
再生できます。この追加チヤンネルにより、特に飛 
び越えたり飛び回ったりといった動きのあるシーン 
で、よりダイナミックでリアルな動作音をお楽しみ 
いただけます。 


■ ドルビープロロジック II 

KJ レビープ□ロジック 1 1はドルビープ□□ジックを 
改良した方式で、ドルビーサラウンド方式のソフト 
に多く採用されています。2チャンネルで記録され 
た音声を信号処理し、優れた分離感を保ったまま 
5. 1チャンネル音声に変換します〇映画用の Movie 
モードと、音楽などのステレオソース用の Music 
モード、ゲーム用の Game モードが用意されていま 
す。従来の2チャンネル音声（モノラル音声を除く） 
だけで記録された古い映画も、 5.1 チャンネルの迫 
力ある音声で楽しめます。 

■ ドルビープロ ロジック I lx 

ドルビープ□ロジックの最新技術です。2チャンネ 
ルで記録された音声はもちろん、マルチチャンネル 
で記録された音声をも信号処理し、自然な 6.1 チャ 
ンネル音声をフルレンジで再生します。映画用の 
Movie モード （2 チャンネル信号入力時のみ)、音楽 
用の Music モード、ゲーム用の Game モードが用 
意されています。 

■ AAC 

(アドバンスト • オーディオ • コーディング） 

MPEG -2 オーディオ規格の1つで、 BS / 地上波デ 
ジタル放送で採用されています。モノラル音声から 
最大で7チャンネル音声までを効率良く圧縮して記 
録、伝送できます〇 

本機は AAC デコーダーを搭載しているので、 BS / 
地上波デジタルチューナーで受信した番組の 5.1 
チャンネル音声をデコード（復号）して再生できま 
す。 

■ DTS (デジタル.シアター.システムズ） 
デジタルサラウンド 

DTS デジタルサラウンドは、アナログの映画音声に 
取って代わる 5.1 チャンネル方式のデジタルサウン 
ドトラックとして開発された最新技術で、世界中の 
映画館に急速に普及しています。ご家庭でも音の奥 
行きや自然な空間表現を楽しめるように開発したも 
のが、本機で採用している DTS システムです。 
極めて劣化が少なく、クリアな音質の6チャンネル 
(フロント L / R 、 センター、サラウンド L / R チヤ 
ンネル、サブウーファー用 LFE 0.1 チヤンネルを加 
えた 5.1 チャンネル）で構成されています。 


■その他の情報 
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用語/技術解説 


■ DTS-ES 

本機は 5.1 チャンネルのソースに、サラウンドバッ 
クチャンネルを加えて 6.1 チャンネル再生を可能に 
する、 DTS - ES デコーダーを内蔵しています。 5.1 
チャンネルの信号と独立して記録されたサラウンド 
バックチャンネル信号を再生する、ディスクリ_卜 
方式と、サラウンド L / R チャンネル信号からサラ 
ウンドバックチャンネル信号を生成して再生する、 
マトリクス方式の2つの方式に対応しています。 
DTS - ES で録音された音楽や、映画のサウンドト 
ラックを再生する際に、最良の音声を再生できます。 

■ DTS Neo :6 

2チャンネル信号のソースを、サラウンドバックを 
含めた6チャンネルで再生できます。再生するソー 
スに合わせて、音楽用の Music モードと、映画用の 
Cinema モードが用意されています。すべてのチャ 
ンネルを全帯域で再生できるだけでなく、ディスク 
リート方式で記録されたソースのようなチャンネル 
の分離感を体感できます。 

■ DTS 96/24 

DTS 96/24は DVD ビデオのマルチチャンネル 
サウンドを高音質で再生します。従来の DTS デコー 
ダーとも互換性があるため、 DTS 96/24 に対応 
していない機器では、通常の DTS サラウンドとして 
楽しむことができます。「96」はサンプリング周波 
数の 96 kHz (従来の 48 kHz から倍増）、「24」は 
量子化ビット数24ビットを示します。広い周波数 
帯域、ダイナミックレンジで、 DVD ビデオの音楽や 
映画音声を 5.1 チヤンネルで楽しむことができま 
す。 


音場プ□グラム編 


■ サイレントシネマ 

へッ ドホンでマルチスピーカーによる音場プ□グラ 
厶を擬似的に再現するための、ヤマ八独自のシステ 
ムです。 

音場プ□グラムごとにへッドホン用の設定値が用意 
されているため、自然で立体感あふれる音場プ□グ 
ラムをへッドホンでもお楽しみいただけます。 

■ シネマ DSP (デジタル，サウンド- 
フイールド.プロセッサー ） 

ドルビーサラウンドや DTS のシステムは、本来映画 
館用に設計されているため、ご家庭では部屋の広さ 
や壁の材質、スピーカーの数などの条件の違いに 
よって、同じソフトであっても視聴感に差が出てし 
まし'!ます。 

ヤマノ V シネマ DSP は、豊富な実測データに基づく 
独自の音場技術を応用することで、ドルビープ□口 
ジックやドルビーデジタル、 DTS のシステムと組み 
合わせて音のスケールや奥行き、音量感を補い、ご 
家庭でも映画館のよ5な視聴体験を実現します。 

■ パーチヤルシネマ DSP 

サラウンド L / R スピーカーを設置していなくとも、 
仮想的にサラウンド L / R スピーカーの音場を再現 
することで、音場プ□グラムを楽しめます。 
センタースピーカーを設置できない場合でも、フロ 
ント L / R スピーカーだけで、パーチヤルシネマ 
DSP をお楽しみいただけます。 


98 


用語/技術解説 




音^ 3 編 

映像編 


■ サンプリング周波数 

アナログ音声信号をデジタル信号化する際に、1秒 
間にサンプリング（信号の大きさを数値に置き換え 
ること）を行う回数をサンプリング周波数といいま 
す0 

再生できる周波数帯は「サンプリング周波数」で決 
まり、サンプリング周波数が高いほど再生可能な音 
域が広がることになります。 

■ 量子化ビット数 

アナログ音声信号をデジタル信号化する際に、音の 
大きさを数値化するときのきめ細かさを量子化ビッ 
卜数といいます。 

音量の差を表わすダイナミックレンジは「量子化 
ビット数」で決まり、量子化ビット数が大きいほど 
音の大きさの変化をきめ細かく再現できることにな 
ります。 


■ コンポジットビデオ信号 

輝度を表す Y 信号と、色を表す C 信号をひとつの映 
像信号としてまとめて伝送する方式です。テレビの 
NTSC 信号などが採用しています。 

■ コンポーネントビデオ信号 

映像信号を、輝度を表す Y 信号と、色を表す PB / 
Cb 信号（青色差信号）および Pr / Cr 信号（赤色 
差信号）の3系統に分けて伝送する方式です。それ 
それの信号を独立して伝送するため画質の劣化が少 
なく、色をより忠実に再現できます。また、コンポー 
ネントビデオ信号は、色を表わす信号から輝度を表 
わす信号を引いているので、色差信号とも呼ばれま 
す。 

この方式をお使いになるためには、コンポーネント 
ビデオ入力端子のあるモニター（テレビ）を本機に 
接続してください。 


■ ITU-R 

電気通信分野における国際連合の専門機関である国 
際電気通信連合 ( ITU=lntemational 
Telecommunication Union ) の無線通信部門 
( ITU-Radiocommunication Sector ） で、無線 
通信に関する国際規格を広く策定している国際機関 
です。リスニングルームにおけるスピーカーの配置 
についても ITU - R によって勧告されています。 

■ LFE (低域効果音） 0.1 チャンネル 

音声成分の帯域が20〜120 Hz の、低音域専用チャ 
ンネルです。 

ドルビーデジタルと DTS 、 AAC で、全帯域用の5 
チャンネルに加えて、効果的な場面で低音を増強す 
るために使用されます。音声の帯域が低域のみに制 
限されているので、 0.1 と表現されます。 


■ D 端子 

最新の AV 機器間での映像信号の伝送に用いられる 
端子で、コンポーネントビデオ信号とコント□—ル 
信号（走査線、アスペクト比、インターレース/プ 
□グレッシブの情報）を、1本の専用ケーブルで接 
続できます。 

その性能に応じてランクが D 1から D 5に分けられ 
ています。本機には D 4 ビデオ端子が装備されてお 
り、 D 1 から D 4 の規格に対応しています。 

■ S ビデオ信号 

映像信号を、輝度を表す Y 信号と、色を表す C 信号 
に分けて伝送する方式です。 S ビデオ端子で接続す 
ると、より美しい映像で録画/再生をお楽しみいた 
だけます。 


■ PCM (リニア PCM ) 


M P 3 形式や ATRAC 形式のようにアナログ音声信 
号を圧縮せずに、そのまま符号化して録音•伝送す 
る方式です。 

「 PCM 」 は、パルス•コード.モジュレーションの 
略で、デジタル信号をノ（ルスの符号にして変調記録 
するという意味です。 

音楽 CD や、 DVD オーディオの録音方法などで採用 
されています。 PCM 方式では、非常に短く区切った 
単位時間あたりの信号の大きさを数値に置き換える 
(サンプリング）手法を用いています。 
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主な仕様 


オーティオ部 

定格出力 （6 Q 、20 Hz 〜 20 kHz 、 0.09% THD ) 
フロント、センター、サラウンド、 

サラウンドバック .85 W 

実用最大出力（日 AJ 、6 Q 、1 kHz 、 10% THD ) 
フロント、センター、サラウンド、 

サラウンドバック .125 W 

ダイナミックパワー ( IHF ) 

6/4/2 Q . 125/155/ 200 W 

ダンピングファクター （8 Q 、20 Hz ~ 20 kHz ) 

フロント L/R . 120以上 

入力感度/インピーダンス 

CD 他 .200 mV /47 kQ 

MULTI CH INPUT . 200 mV / 47 kD 

出力電圧/インピーダンス 

REC OUT . 200 mV / 1.2 kD 

SUBWOOFER .4.0 V / 1.2 kD 

へッドホン出力/インピーダンス 

. 150 mV / 100 Q 

周波数特性 

CD 他ーフロント L/R 

.10 Hz 〜100 kHz 、 一 3.0 dB 

全高調波歪率 （20 Hz 〜 20 kHz ) 

CD 他ーフロント SPOUT (40 W 、8 Q ) 

. 0.06%以下 

S / N 比 （ IHF - A ネットワーク、入カシヨート） 
CD 他 （250 mV 入力）ーフロント SPOUT 

. 100 dB 以上 

残留ノイズ （ IHF - A ネットワーク） 

フロント SPOUT . 150" V 以下 

チヤンネルセパレーシヨン 

(5 .IkQ 夕ーミネート、 1 kHz / 10 kHz ) 

CD 他 . 6〇 dB 以上/ 45 dB 以上 

I ンコント□—ル 

BASS . 土 10 dB /60 Hz 

TREBLE . 土 10 dB /20 kHz 


ビデオ部 


ビデオ信号方式 . 

. NTSC 

S / N 比 . 

.50 dB 以上 

周波数帯域 (MONITOR OUT ) 

VIDEO、S VIDEO 

5 Hz 〜 10 MHz ' — 3 dB 

D 4 VIDEO . 

5 Hz 〜 60 MHz ' — 3 dB 

FM チューナー部 

受信周波数 . 

••76.0 MHz 〜 90.0 MHz 

実用感度 ( IHF ). 

.1.0 A/V (11.2 dBf ) 

S / N 比 （ IHF ) 
モノ/ステレオ . 

.76 dB /70 dB 

歪率 (1 kHz ) 
モノ/ステレオ . 

. 0.2%/ 0.3% 

ステレオセパレーシヨン （1 kHz ).42 dB 

周波数特性... .20 Hz 〜 

15 kHz 、 + 0.5/- 2 dB 

AM チューナー部 

受信周波数 . 

.....531 kHz 〜 1611 kHz 

実用感度 . 

. 300 " V/m 

総合 

電源電圧 . 

..AClOOVs 50/6 〇 Hz 

消費電力 . 

.250 W 

待機時消費電力 . 

.0.1 W 以下 


AC アウトレット（電源スイッチ連動 x 2) 

. 合計1 00 W 

寸法（幅 x 高さ X 奥行き） 

. 435 x 161 x 41 6 mm 

質量 . 11 .Okg 


※仕様、および外観は、改良のため予告なく変更す 
ることがあります。 


本機は 「』S C 61000-3-2」適合品です。 

JISC 610 00-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁 
両立性第 3-2 部：限度値-高調波電流発生限度値 （1 
相当たりの入力電流が 20 A 以下の機器)」に基づき、 
商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設 
計 • 製造した製品です。 
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バックグラウンドビデオ機能 47 
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マニュアルプリセツト 49 
マニュアル選局 38 
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量子化ビット数 99 


A-Z 

AAC 42、97 

AM ループアンテナ 29 

CINEMA DSP 音場プ□グラム 84〜85 

DTS 42 

DTS Neo : 6 43、98 

DTS 96 / 24 98 

DTS-ES 42、98 

DTS (デジタル • シアター • システムズ） 97 

D 4 ビデオ端子 21 

D 端子 99 

FM 簡易アンテナ 29 

HiFi DSP 音場プ□グラム 83 

LFE (低域効果音） 99 

PCM (リニア PCM ) 99 

S ビデオ信号 99 

S ビデオ端子 21 

数字 

2 ch ステレオ 45 


■その他の情報 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 


ヤマ八ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただくためのものです。 
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


• ヤマ八電気音響製品サービス拠点 

北海道 〒 064-8543 札幌市中央区南十条西 1-1-50 ヤマ八センター内 
TEL (011) 512-6108 

仙台 〒 984-0015 仙台市若林区卸町 5-7 

仙台卸商共同配送センター 3 F 
TEL (022) 236- 0249 

首都圏 〒 143-0006 東京都大田区平和島2 丁目1番1号 

京浜トラックターミナル内14号棟 A -5 F 
TEL (03) 5762-2121 

浜松 〒 435-0016 浜松市和田町200ヤマ八（株）和田工場内 
TEL (053) 465-671 1 

名古屋 〒 454-0058 名古屋市中 j 1 1区玉 j HIT 2-1-2 

ヤマノ V (株）名古屋流通センタ_ 3 F 
TEL (052) 652- 2230 

大阪 〒 565-0803 吹田市新芦屋下 1-1 6ヤマハ（株）千里丘センター内 
TEL (06) 6877- 5262 

四国〒 760-0029 高松市丸亀町 8-7 

(株）ヤマ八ミュージック神戸高松店内 
TEL (087) 822- 3045 

九州 〒81 2-8508 福岡市博多区博多駅前 2-11-4 
TEL (092) 472-2134 


愛情点検 




★永年ご使用の製品の点検を！ 


こんな症状はありませんか？ 

• 電源コード • プラグが異常に熱い。 

• コゲくさい臭いがする。 

• 電源コードに深いキズか変形がある。 
•製品に触れるとピリピリと電気を感じる。 

• 電源を入れても正常に作動しない。 

• その他の異常 • 故障がある。 



すぐに使用を中止してください。 

1寂防止のた^ i ララグをコンセントから抜き、必ず販 

売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検 • 修理に要する費用は販売店にご相談ください。 


•保証期間 

お買い上げ日より1年間です。 

•保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保 
証書をご覧ください。 

• 保証期間が過ぎているとき 

修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望により有料に 
て修理いたします。 

• 修理料金の仕組み 

♦ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、一般 
管理費等が含まれています。 

♦ 部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する部 
材等を含む場合もあります。 

♦ 出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。別 
途、駐車料金をいただく場合があります。 

• 補修用性能部品の最低保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後8年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

• 持ち込み修理のお願い 

故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマ八電気音響製品サー 
ビス拠点へお持ちください。 

•製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるときは製品の状態をできるだけ詳しくお知 
らせください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお知らせ 
<ださい。 

※品番、製造番号は製品の背面もしくは底面に表示してあります。 

• スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気 
部品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エー 
ジングの差による音色の違いが出る場合があります。 

• 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下記参照)が使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品 
を交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマ八電気音響製品 
サービス拠点へご相談ください。 

厂 摩耗部品の一例- S 

ボリュームコント□—ル、スイッチ•リレー類、接続端子、ランプ、 
ベルト、ピンチ□—ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


※このページは、安全にご使用いただくために AV 製品全般について 
記載しております。 


製品の機能や取扱いに関するお問い合わせは、お客様ご相談セン 
ターにご連絡ください。 

お客様ご相談センター 

TEL (0570) 01-1808 (ナビダイヤル） 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 
携帯電話、 PHS からは下記番号におかけください。 

TEL (053) 460- 3409 

FAX (053) 460 - 3459 

住所 〒 430-8650 静岡県浜松市中沢町1 0- 1 

ご相談受付時間10:00〜12:00、13:00〜18:00 

(日 • 祝日及び弊社が定めた日は休業とさせていただきますので 

あらかじめご了承ください。） 


製品の機能や取扱いに関する情報は、下記のホームページからも 
入手することができます。 

ヤマノ \オーディオ&ビジユアルホームページ 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

お客様から寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、 
ご参考にしてください。 


ャマ八株式会社 
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DVD プレーヤーを接続する 


DVD プレーヤーを接続して、デジタルソースを楽しむための基本的な接続のしか 
たを説明します。 




DVD プレーヤー 


[光 盆 ル 1「溫 


■『ビデォ ] 

出力 

一？— 


-巳ビデォ- 

出力 


- D 1/ D 2/ D 3/ D 4- 

出力 


- D 1/ D 2/ D 3/ D 4-! 「ビデオ 
入力 ||入力 


-3ビデオ- 

入力 


テレビ 



センタースピーカー 


フロント スピーカー （左） 


サラウンド スピーカー （左） 


フロント スピーカー （右） 

サブウーファー 

\></ サラウンド 

スピ-力-®) 

乂 r.5~1.8m 


サラウンドパック スピーカー 


本機および接続するすべての機器の電源コードが AC コンセント 
に接続されていないことを確認してください。 

EJtM スピーカ _ の設置場 Wf を決める 

※取扱説明書の17ページをご覧ください。 

E31ltif=l スピーカーケープルを接続する 

1 . スピーカーケーブル先端部の絶縁部を 10mm くらいはがす。 

2. 芯線をしつかりとよじる。 _ 

’ 1 Omm 、 線をしっ D、 りとよし t) 3 ■ゅるめス 

― ^ — ないとシヨート(短絡)の 一八 

~ ) 願になります。 

3. スピーカー端子を左に回してゆるめる。 崎^^ 

4. スピーカー端子のわきの穴にスピーカーケー 

ブルの芯線を差し込む。 4 ■差し込む ノ/ 




スピーカ_ケ_ブルは端子の穴に、しっかりと差し込 
みます。プラス (+) とマイナス ㈠ がシヨ-卜(短絡)し 
ていたり、絶縁部分(ビニール)まで差し込むと、故障 
や音が出ない等の原因になります。 

5. スピーカー端子を右に回して、締め付ける 。 v - Z . - ‘ 

6. サブウーファーはサブウーファー 用 ピンケーブルで本機と 
接続する。 




音声ケープルを接続する 

DVD プレーヤーの光デジタル出力端子を光ファイバーケーブル 
で本機の光デジタル入力 ( DVD ) 端子に接続する。 


DVD プレー 
で本機の光う 


映像ケーブルを接続する 


映像端子は、図にあるすベての端子を接続する必要はありません。お使いになる DVD プ 
レーヤーとテレビの端子をご確認のうえ、両方に共通する端子を使って接続してくださ 
い0 

※最良の画質でお楽しみいただくためにも、なるべく高品位な端子を使って接続してく 
ださい。端子による画質の違いについては、下記の「映像端子による画質の違い」をご 
覧ください。 

※テレビに複数の端子を使って接続した場合には、テレビ側で入力の選択を行ってくだ 
さい0 

映像端子による画質の違い 

接続する端子によって画像の質が異なります。 

できるだけ画質の良い端子を使って接続することを 
おすすめします。 

<画質 > < 端子の種類> 

① 最良 D 端子 

② 良い S ビデオ端子 

③ 通常ビデオ端子 


※取扱説明書が： 


DVD を再生する 


取扱説明書の34〜36ページをご覧ください。 DVD プレーヤーの取扱説明書もあわせ 
てご覧ください。 


t 

t 

サブウーファー 

フロント スピーカー 

センター スピーカー サラウンドパック 

サラウンド スピーカー : 

§ 

• 


(右） （左） 

スピーカー 

(右） （左） 
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さまざまな機器を接続する 


DVD プレーヤー機能つきのゲーム機の接続 


画機器/再生機器の接続 


I I I 


I I I 



※テレビに S ビデオ端子がある場合には、 S ビデオケーブルで接続するとビデオ端子よりも高画質な映 
像を再生できます。 



.ーナー、ケーブルテレビの接続 


レビの音声の接続 



録画.再生用の DVD レコーダー は VCR 端子に接続します。 

再生用デッキは DTV / C 巳し DVD のいずれかの端子に接続します。 
ここでは DTV / CBL 端子への接続例を示します。 


ビデオデッキ 


(再生用） 


-アナログ音声-ビデオ—— S ビデオ- 

® © I 


^ 〇 〇 



本機背面 







mm 

■■1 國 





((〇\ 


※巳 S チューナー、ケーブルテレビの音声•映像を楽しむためには、本機の INPUT セレ 
クターまたはリモコンの入力選択キーで 「DTV/CBL」 を選択します。 

※テレビに D 端子がなしヽ場合は、 S ビデオ端子またはビデオ端子で接続してください。 


※テレビの音声を楽しむためには、本機の INPUT セレク 
夕一またはリモコンの入力選択キーで 「DTV/CBL」 を選択 
します。 


-アナログ音声- 

® © 

@ 

助© 9 


. ビデオ—— s ビデオ- 


DVD レコーダー 


(録画 • 再生用） 

※ DVD レコーダー(録画•再生用)の音声.映像を楽しむためには、本機の INPUT セレクターまた 
はリモコンの入力選択キーで 「VCR」 を選択します。ビデオデッキ(再生用)の音声 • 映像を楽しむ 
ためには、本機の INPUT セレクターまたはリモコンの入力選択キーで 「DTV/CBL」 を選択しま 
す。 

※ DVD レコーダー(録画 • 再生用)のかわりにビデオデッキを接続できます。 

※録画する場合は、同じ種類のビデオ接続(例： S ビデオなど)を行ってください。 

※テレビ、 DVD レコーダー、ビデオデッキに S ビデオ端子がない場合は、ビデオ端子で接続してく 
ださい。 

※ DVD レコーダーの音声をデジタルで楽しみたいときは、 DVD レコーダーを光ファイバーケーブ 
ルで接続します。詳しくは取扱説明書の25ページをご覧ください。 







































































